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マルタ・サギーは探偵ですか？
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　第一章　大当たり







　その日、鷺さぎ井い丸まる太たは机つくえの中に置いていた教科書を灰はいにした。


　木の多い学校だからと置かれている落ち葉専せん用ようの焼しよう却きやく炉ろ。学校内ではみんなが授じゆ業ぎようを受けている午前中だ。


　蟬せみが鳴く夏だ。青く眩まぶしい空の下で燃もえさかる火の中に、どさどさと教科書を投げ捨すてる。


　暑い。太陽の光が強くて炎ほのおが見えない。焼却炉の温度さえ飲み込こみ輝かがやく夏。


「ああーもったいない。何すんのだ鷺井」


　初老の数学教きよう師しが、独どく特とくのしゃべり方で黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをハンカチで拭ふきながら言う。声は蟬時雨しぐれの中不思議に通る。


「いやぁ、いらないな、と思って」


　丸太の格かつ好こうは白い半はん袖そでのカッターシャツに学生服のズボン、白靴くつ下したと通学用の黒の革かわ靴ぐつだ。個こ性せいがどうのなんて主しゆ張ちようはしたくもないから買ったときのまま。髪かみの毛も黒いまま。暑くて汗あせでシャツが貼はり付く。大気が暑いのと火が熱いのと。


「だからっても焼かなくてもええのでないか」


　責せめる口調ではなく初老の教師は淡たん々たんと言う。暑さに一つ息を吐つきながら。


「いらないし。明日から学校来ないことにしたし」


「ふーん。なんで」


「……田た中なか先生。僕ぼく、先生のことは好きでした。別に学校がイヤでやめるんじゃなくて。まぁ、なんていうか……」


　ふぁぁああと丸太は欠伸あくびをして言い放つ。暑くなる。今日は暑くなる。これからもっと暑くなる。そんな光だ。のびをする丸太の腕うでは、細くて関節が目立つ。少年特有の肌はだに、汗が浮ういている。前髪の伸のびた髪は真っ黒でまっすぐだ。目も黒い。丸太は頭をがりがりと搔かく。


「登下校が面めん倒どうくさくってぇぇぇ」


　その気の抜ぬけた声に田中先生は、少し黙だまってから言った。


「ワカランでもない。でも高校出とかんと就しゆう職しよく不利だぞい。面倒くさいぞ？　お前学生やってたから知らないと思うけど働かないと直球で死ぬのよ、この世界ヨノナカって。屋根の下借りるのから金いるんじゃから。今自分ち電気代いくらか知ってるか鷺井」


「一万五千七百二十二円」


「む。使いすぎ。エアコンの使い方には注意しろ」


「ハーイ」


　教師の言葉に笑い、丸太は歩き出す。


「それと、鷺井」


「はい？」


「私、夜とかヒマだから、気が向いたら顔見せろ。学校やめたからって、私を好きなのまでやめるこたないぞ、別べつ段だん」


　柄がらでもないな。


　学校なんかどうでもいいと思っていたのに、少し泣きそうになって、笑う。


「はい」


　多分夏のせいだ。


　二度とは来ない、この場所のせいだ。


　暑すぎて涙なみだが出るんだ、きっと。








　平日の昼間、土手の道を歩く。夏だから昼だから、足あし下もとの影かげは真っ黒で短く、蹲うずくまってるみたいだ。


　舗ほ装そう道路の照り返しが眩まぶしい。所々ふかりと柔やわらかくなっている。風が吹ふくけれど熱風だ。たまに自転車が通り過すぎる。


　河かわを見ればそこも、痛いたいほど輝いていて、河原かわらの石は白く乾かわいている。


　暑すぎて静かな午前。いつも通りなら、授業を受けているはずの時間だ。


　どこかの家で風ふう鈴りんの音。ガラスの江え戸ど風鈴の音だ。


　丸太は欠伸あくびをした。


　熱風に、虫も飛ばない。








　家は一戸建て。父親がこだわった家だ。庭付き。一月に一度、造ぞう園えん業者がやってくる。広い家だ。けれど、住んでいるのは今は丸太一人。


　両親は海外赴ふ任にんだ。母親の赴任に父親が会社をやめてついて行った。


　丸太には兄弟がいない。何度か作ったけどちゃんと生まれてはこなかったそうだ。


「だからあんたがちゃんと生まれてきたのが信じられなくて。なんだか今もあんたがいる気がしないのよ」


　ゲランのルージュを引きながら母親が言った。


　スゲー事言うなこの女、と子こ供ども心に思った。傷きずつきはしなかった。うすうす感づいていたし、丸太は比ひ較かく的早い段だん階かいで、親に好きになって貰もらうことを諦あきらめていた。なんとなくだ。だから傷つかなかった。


　僕ぼくってアッタマいー。


　思ったら欠伸が出た。どうでもよくなった。欠伸一つ。それでどうでもよくなれる。


　僕は、得だ。


　本心からそう思った。


　廊ろう下かに燃もえないゴミの袋ふくろが片かた側がわにびっしり並ならんでいる。中身はほぼレンジフードやカップラーメンの器うつわだったが清せい潔けつに洗あらってあるので、臭しゆう気きはない。


　しばらく掃そう除じしていないフローリングの廊下は、裸足はだしで歩くとざらざらする。掃除機を出さなくては。面倒くさい。まぁそのうちだ。やりたくないわけじゃない、面倒なだけだ。


　リビングはもはや丸太の部屋だった。誰だれも来ないし誰も家に上げさせない。本が散さん乱らんし、服も脱ぬいだままだ。丸太は菓か子しを食べないし、ジュースも飲まないから案外不ふ潔けつではなかったが、散らかっていた。そして廊下同様埃ほこりだらけだった。カーテンを開けたら閉しめないといけないので、閉めっぱなしの室内に明かりをつける。帰って来て暑いのはイヤだからクーラーはかけたまま出かける。電気代がかかるのはそのせいだろう。


　学生服のまま部屋の真ん中でのびをする。


「ああーやめちゃったァ。今日から何しようかなぁ。もーずっと寝ねて……るのもめんどうくせぇなぁ」


　言って丸太は掃除機を出すと適てき当とうに掃除をし、面倒くさくなって途と中ちゆうでやめた。除機をしまうのは、そのうちよけるのが面倒くさくなったらすることにする。


　ごろごろしているうちに腹はらが減へって来たので、床ゆかの上の買い置き袋ゾーンを見たらレンジフードはあったが目当ての日清カップヌードルスタンダードがなかった。


「買いにいくかぁ」


　ふぁ、と欠伸をし、丸太は立ち上がる。そうだついでに銭せん湯とうに行こうと思い立ち、用意をする。家に風ふ呂ろはあるが、洗って沸わかすのが面めん倒どうくさい。カップラーメンはコンビニでお湯貰えばいいし。靴くつ下しただけ替かえて、替えのパンツもって。


　しかし、銭湯に行く用意に一時間かかった。


　えっとータオルー。と二階に行けば、そこには読みかけの本があったり、えっとー下着ーと思えばそこにはまた読みかけの本があったりして、そんな事になってしまった。


　コンビニ袋に石けんとリンスインシャンプーを突つっ込こんでふらりと外に出た。


　まだまるっきり暑い外に出てみると、下校する生徒達がちらほらいた。夕ゆう暮ぐれ直前の午後の光。ランドセルの子供たちが走り、車は軽自動車と営えい業ぎよう車しやが多い。


　熱せられた空気は重く、丸太は外に出たことを後こう悔かいした。これなら家にずっといればよかった。


　ぶらぶらと歩いていると後ろから自転車の音がした。


「あれ、鷺井じゃん。何やってんの」


　自転車はきぃっと止まって、丸太の歩みに合わせて進む。


　ああ。クラスメイトのユーレイだ。あだ名がユーレイ。本名は柳やなぎ信のぶ彦ひこ。名字が柳だからあだ名がユーレイ。そんなタレントがたしかいたからそのまんまつけられたあだ名。その白いシャツが丸太と同じように汗あせでべったりと肌はだに貼はり付いている。


「あー。銭湯行こうかと」


「あ、そうなんだ。今日学校こなかったろう。なんで？　サボり？」


「うんそう」


　欠伸をして言う。今日は退たい学がく届とどけを出して、教科書を処しよ分ぶんしただけだ。


「そっか。……じゃまたな」


　それ以上話す気のない丸太の様子を見て、柳はまた、自転車に乗って帰っていった。


　暑い午後で、ここは通学路だった。


　これ以上級友に会うのも面倒だったので、丸太は裏うら道みちを行くことにした。


　そのすぐ先にはミニストップもあったんだけれど。そのもっと先にはファミリーマートもあったんだけれど。


　角をいくつか曲がり、垣かき根ねのある家や、ひまわりが咲さいている家の前を通る。庭付きの古い家ばっかりで少し異い質しつに思う。


　丸太はあまり散歩をしない。


　面倒だし、春秋は花粉が飛ぶし、夏は暑いし冬は寒いからだ。


　別に一生家の中にいたっていいのだが、まあ季節ごとの風は気持ちのいいものだったし、河原かわらも近いからそこには行くけれど、あまり散歩はしない。


　だって、


「迷まよった」


　これが面倒だからだ。


　見知らぬ景色の中で丸太は、ただ淡たん々たんと前へ足を運ぶ。丸太の脳のう内ない地図では、そろそろ国道に出てもいいはずだが、車の音もしない。


　蟬せみの声と、どこかの家から聞こえる子こ供どものバイエルの音。ゆっくりと。何度もつっかえながら。


　風が渡わたる音がする。暑い。この道は木こ陰かげが多くて助かる。風が渡るときだけが涼すずしい。


　足あし下もとの影かげが長く伸のびていく。


　誰かが来たら道を聞こうと思ったが、誰も通らない。


　番地のプレートは貼ってはあるが、地図がないからわからない。


　自じ販はん機きがあれば何か買おうと思ったがそれもない。


　もともと腹も減っている。


　ヤバイ。


　死ぬかも。


　早く国道に出ないと。


　そうは思うがそれらしい気配はまるでない。どこかの家で風ふう鈴りんが鳴る。今度のは南なん部ぶ鉄器だ。風鈴は好きで、結けつ構こう種類を見ているから音を聞けば何となく分かる。インターホンで道を聞く手もあるが、出来ればしたくない。最近は同年代の犯はん罪ざいが多くて、警けい戒かいされがちだ。全く迷めい惑わくこのうえない。


　だから丸太は歩き……ようやくその道を見つけたのだ。


「………？」


　住じゆう宅たく街がいの中に唐とう突とつに商店街があった。人通りはなかった。店の人間も、外からは見えない。奥おくの方から通販番組の音とか、洗せん濯たく機きの音はしている。


　子供が遠くでじゃーねーと言っている。学校帰りなんだろう。


　それぞれ間口に雨戸が四枚まい立てばいい方の、小さな店だ。


　とみた精せい肉にく店てんのショーケースの端はしには、カレンダーの裏に赤ペンで揚あげたてコロッケ有りますと書かれた紙が貼られ、土間には子供の自転車が突っ込んである。青あお野の青果店はざるに盛もられた野菜の台が道にはみ出していた。西瓜すいかは一個千五百円で特とつ価か。タマネギ一山百円釧くし路ろ産。小料理屋といち、中ちゆう華か料理広東カントン飯店。荻おぎ原わら豆とう腐ふ店は寄よせどうふが目玉の様だ。奥で誰かが作業している音がする。


　そしてコンビニがあった。


　カラーはオレンジとピンク。看かん板ばんは「アーバーズ」。聞いたことがない。個人の店かな、と思うがここはともあれコンビニだ。ガラス張りで、明るくて。コンビニは大好きだ。
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　自動ドアが開いてチャイムが鳴る。


　いらっしゃいませーと店員が言う。


　冷れい房ぼうの風が身体からだを包み丸太はたまらず微笑ほほえむ。


　ああ、コンビニ大好き。エアコン最高。愛してる。


　それにしてもずいぶん小さいコンビニだなと思ったが、この立地では仕方がないのかも知れない。ともあれ腹はらが減へっていたので、カップヌードルの棚たなに行く。


　わくわくする。こんなに腹が減ってるんだから、きっとすごい美う味まい。


「っとー」


　見み慣なれた、あのカップヌードルはなかった。


　具体的に棚を見て丸太は半目になった。


　丸太の目の前にあるのは知らない会社の知らない商品。肉増ぞう量りよう！　と書いてあるのはいいが、その横に書いてある、通つう常じようならブタとか牛とかの絵が付いているところに、全身毛むくじゃらで、大きなかぎ爪づめがあり、目が七つある生き物の絵が描かいてある。で、コミカルにピースなんかしている。数えるとかぎ爪が片かた手てに十二本ある。


　……なんだろうこの生き物。


　棚に戻もどして、ちょっと落ち着こうと思って本棚に行ったら、やっぱり知らない雑ざつ誌しばっかりだ。


　ダンジョン攻こう略りやく、とか死なないための百の項こう目もくとか、最新装そう備びオシャレカタログとか、ゲーム雑誌ばっかりだった。


　王様に聞く！　というタイトルのまであった。統とう治ちのための十箇か条じよう。私はこうして反はん乱らんを制せい圧あつした。フーン。月げつ刊かん軍ぐん略りやく。フーン。週間罠わな。フーン。ちょっと淫いん靡び。


　横の地図の棚はポケットサイズがやたらあった。しかも、カタカナとか漢字ばっかのとか。開いてみるとオールカラーで、まあ地図だった。知らない地名ばっかだったけど。


　ゲーム会社のアンテナショップかなんかかな。


　そうだそうだきっとそうだ。だったら、対たい処しよのしようもある。楽しんでやればいい。丸太だって何も知らない訳わけじゃない。ゲームは結構する。気に入ってるのはシューティング。長いのは面めん倒どうくさくなるから駄だ目めだ。音ゲーは練習しなくちゃいけないから嫌いやだ。


　丸太は本棚の中から「『カード戦争』・基き本ほん知ち識しき」という薄うすい本を取って出しゆつ版ぱん社しや 名めいを見た。ワールドワールドワールドワールドワールド出版社。


　なんだそりゃ。


　まともな神しん経けいではつけない名前な気がする。五回繰くり返し。二回まではオシャレかもしれないが、五回？


　……まぁいい。


　結構考えてから、丸太はその本を買うことにした。


　二百八十円と激げき安やすだし、これくらいなら新製せい品ひんのカップ麵めんで失敗したくらいだ。籠かごをとってそれを入れカップラーメン（のようなもの）を五個とレンジフード（多分）を籠に入れてレジに持って行った。


「いらっしゃいませ」


　紙製の帽ぼう子しと、ピンクとオレンジの縞しまの制せい服ふくを着た眼鏡めがねと鼻ピアスの店員が、毛深い手でバーコードにセンサーを当てていく。気のせいか爪が鋭するどくて頑がん丈じようだ。ファッション？　尖とがってますよ？


　つい見つめてしまい睨にらまれて、丸太は軽く店内を見回し、ぎょっとした。


　いつの間にかコスプレの人がいた。


　茶ちや髪ぱつで異い人じん種しゆの褐かつ色しよくの肌はだ。黄緑の目。革かわっぽいマントは砂すな埃ぼこりで汚よごれ、背せ中なかにはもし本物でもそうでなくても、交番にひっぱられそうな大きな剣けんを背せ負おっている。使い込こんでいる質しつ感かんで、丸太は、良くできてるなと感心した。


　それにしてもこんな格かつ好こうで歩くのはどうなんだろう。常じよう識しきとか日本語とか通じるのかなぁ。


　思ってぼんやり見つめていたら、視し線せんが合った。


　知らない国の海の色みたいだと思った。見たことのない黄緑色。


　髪かみは濃こい茶色でまっすぐ。褐色の肌は小さな傷きずがいくつか付いている。歳としの頃ころは丸太より上だ。成人はしている様な感じだ。


　彼はふと、棚にあったものを手にして丸太の後ろに並ならぶ。行ぎよう儀ぎはいいらしい。並ぶという文化のない国は結けつ構こう多いと聞く。


　彼が手に持っていたのはカードゲームのパックだ。十袋ふくろくらい。


　……やっぱゲームの店だよな。でもこの人、普ふ段だんからこの格好なわけだろ……？


　イタイを越こえてピンチだ。誰かこの人監かん禁きんして。怖こわいから。


「あーこちら籤くじがついてますんでー銀はがしお願いしまーす」


　店員が丸太に言って、カードを差し出す。スクラッチだ。そういや銀はがしとも言ったなぁと丸太は思いつつ、その場で親指の爪でこすり取った。


　やがて現あらわれたのは「一箱」と言う文字で、店員が息を呑のんだ。


「……ホントに出たよ……おめでとうございまーす！」


　後ろの男が丸太の肩かた越ごしに覗のぞき込んで、感心した息を吐つく。


「凄すごいなー!!　あの籤で当たった奴やつ初めて見た」


　思わず丸太は後ろを見て言う。


「な、なんなんだ？　一箱？」


「うん、すげぇぜお前」


「何があたったんだ、僕ぼく」


　その質問に男はきょとんとして言った。


「知らないの」


　だが男が何か言葉を続けるより早く、店員が赤字のシールで「景品用」と書いた、包装された大きな箱を持ってきた。日焼けして、ずいぶん埃にまみれている。店員はシールをはがして、


「袋に入れますかー」


「あ、はい……」


　店員に訊きかれなんとなく返事をする。てきぱきと店員は箱を袋に入れて、丸太に渡わたした。


「おめでとうございますー！」


　店員が一人で言って拍はく手しゆをする。


　紙袋を持って、もうとにかくこの店オカシイから出ようと思った丸太の肩を、先せん刻こくの男ががしりと摑つかんで言った。


「俺おれのうちで飯でも食っていかないか？　○○の○○はけっこういけるぜ」


　聞き取れなかった。


　何の、ナニだって？


　だが、丸太が質問を放つ間もなく、その男は丸太をほぼ誘ゆう拐かいする勢いきおいでずるずるとひきずって歩き、別の扉とびらへ向かっていった。その扉を見て丸太はぎょっとする。


「お、おい、そこ、トイレだろって」


「何か言ったか？」


　トイレのドアがばたりと閉しまって、残った店員は、一人で淡たん々たんとレシートの交こう換かんなんかやっていた。


「あれー。今日って月げつ齢れい何日だっけなー。遠とお吠ぼえしたいなー。あおーんて。あおーん」


　とか呟つぶやきながら。








　扉の向こうは、街だった。


　丸太は、コンビニの紙袋を抱だきしめ、ビニール袋を二つ、買ったものと銭せん湯とう用品とを腕うでにぶら下げた姿し勢せいで硬こう直ちよくする。


　慌あわてて振ふり向けばもう扉はない。


　混こん乱らんする丸太に男は気を遣つかう様子もなく言う。


「おう、俺の家はこっちだ。そんなモン持ってたら物ぶつ騒そうだから早く来いよ」


　そんな事言われても。


　とりあえず男の背中を追いつつ丸太は周囲をきょろきょろと見渡す。なんていうんだっけこれ。エジプトとかの庶しよ民みんの家が並んでる感じだ。家は土が乾かわいた感じの素そ材ざいで出来ていて高い塀へいに囲まれた路地があって。空が高くて湿しつ気けがなくて、からっと暑い。目が痛いたい。道の両側には店が並んでいる。露ろ店てんが開かれているらしい。行き交かう人々は、色々だった。マント姿すがたとか、やたら未来的なのとか、歴史の授じゆ業ぎようで見たような大おお仰ぎようなのとか、武ぶ士しとか、まぁ、色々いた。映えい画がの撮さつ影えい所じよの裏側なんていうのはこういう物かと思う。けれど決定的に違ちがうのは空気と日差しだ。


　知らない日差しに肌はだがぴりぴりする。いろんな匂においがした。


　丸太が行ったことがある場所は少なく、知っていることは多くない。けれど、知らない土地の光と空気だ。空は青いが太陽は見えない。壁かべに隠かくれているのだろうか。影かげの具合からすると見えていても良さそうなものだが、太陽は見えない。


　男が行き丸太が追うその大通りは、さほど混こんではいない。普ふ通つうに歩ける。だが、丸太はぎょっと目を見開いた。


　女子高生がいた。うわぁ近代日本人だ。


「あ、っ、あのっ」


　丸太は思わず茶髪の男の後を離はなれ、その子に向かう。ルーズソックス、チェックのミニスカ。


　問題はその他だ。


　汚きたない、傷いたみきった白髪。黒い肌、目の周りを白く塗ぬり、長い睫まつげを作り、薄うすい桃もも色の口くち紅べにを塗ってグロスでてかてかに光らせている。


　今でもたまにいる。が、あんまり見ない。ヤマンバメイクって言ったっけ？


　問題はそこじゃない。


「おい、どうした。待て坊ぼう主ず」


　男がやれやれと追ってくる。だが丸太は夢む中ちゆうだ。欲ほしいのは説明だ。


　今、僕、どーなってんの？　わけがわからなくてかなり必死だ。


　女子高生は足を止めて振り向いて言う。


「なにー。ナンパー？　ハハハハ、こんなとこでポンニチめっずらしいじゃん。学生だし？」


「ナンパじゃない。必死なんだ」


　まさかと思いつつ丸太は訊いてみる。万が一これが、全然関係のない文化で部族のお祭りの何かだったらどうしよう。


「……君平成何年の人？」


　訊く丸太に、女子高生は滑かつ舌ぜつの悪いしゃべり方で言う。


「んだよナンパじゃないのかよー。チョベリバー。なに、あたしもてないー？」


　チョベリバ。懐なつかしい。でもオッケー、話が通じる範はん囲いだ！　丸太はぐっと拳こぶしを握にぎる。


「お茶でもどう？」


　やけくその微笑ほほえみを浮うかべて、一歩踏ふみ込こむ。


「金持ってンのぉ？」


「彼が奢おごる」


　丸太は親指で後ろの茶髪を指さして口の端はしを歪ゆがませる。茶髪はにっこり笑って言う。


「貴き様さまったら超ちようベリーバッド」


　こいつ、変なこと知ってる。




　第二章　ようこそ、『カード戦争』へ







「えー鷺さぎ井い丸まる太たといいます」


「アウレカだ」


「ナギサー。さんずいのアレー」


　一いち応おうの名乗りを上げ、この三人は知り合いになった。


　オープンエアーの喫きつ茶さ店だ。というか、道みち端ばた。


　先せん刻こくの道路から一本横に入った、奇き妙みように静かな場所だった。


　丸いテーブルと椅い子す。見たこともない素そ材ざいではあるが、おそらくプラスチックと同じくらいのレベルのそれ。この世界で安く売られている素材だと思える。通つう販はんで纏まとめていくら。


　それが道端に四セット置いてあり、ローラーブレード（みたいに丸太には見えるもの）を履はいた女性が赤と白のストライプ柄がらの紙コップ（に、丸太には見えるもの）を全員の前に一つずつ置いて去っていく。


　丸太はコップを持ってストローのささった蓋ふたを外し中身を見ると、何かが入っていた。見ているのだが認にん識しき出来ない何か。


「見んなよ。見えないし。コーラだよ。さっきあたしそう頼たのんだから。コーラ赤あか缶かん。飲みな飲みな」


　渚なぎさが笑う。


「で、何ー？」


「え、全部」


　丸太が言って渚が、


「はァ」


　とか思わず答え、アウレカがふぅむとか息を漏もらして言う。


「鷺井、ちょっとアレだな」


「アレって何だ？」


　アウレカはにっこり笑う。


「いいや何でも」


　アウレカの事は無む視しすることに決めて丸太は渚に言う。言いたいことはだいたいわかった。自分に対するアウレカの人物評ひようなんて今どうでもいい。


「で、あの、ここなんなんだ。訳わけがわかんなくてさ。教えてくれないか？　渚さん」


　渚はその問いに、丸太ではなくアウレカをちらりと見て言った。


「……こいつ、エントリーしてないんじゃん？」


「みたいだな。俺おれも気がついた」


「信じらンない。あるか、フツーそんなこと」


「と、俺も言いたい」


「何ソレ」


「俺だって今だもん、気がついたの。こいつプレイヤーじゃないぜ」


　二人の間で交わされる会話を丸太は黙だまって聞く。いちいち突つっ込こむのは面めん倒どうくさいし、聞いてればなんとかわかることもあるかと思って。


　エントリー。プレイヤー。別の世界。これはゲームなんだ。それはわかった。


　でも、何の？


「でもこいつ、アーバーズにいてさ。買い物してたんだぜ。しかも当てやんの」


　アウレカが腕うでを組んで言うのに、渚が目を丸くする。


「うっそ」


　あー。思い出した。僕ぼく凄すごくおなか空いた。まだ食べてないし。そうだよ。カップラーメン食べたかったのに。


　切せつ羽ぱ詰つまった状じよう態たいなのに丸太は空くう腹ふくでぼんやりしはじめる。


「あー、……おなか空いた」


　ぼろりと言葉が出て、渚とアウレカは変な居い心ごこ地ちの悪さを覚える。


　ふつう、こういう時って不安で話とか集中して聞かないか？


「アウレカ。なんか頼たのんでもいいか」


　いいんだが。かまわんのだが。なんかこう釈しやく然ぜんとしないのは何でだ。アウレカは思いながらも、ウエイトレスに言う。


「食べるものくれ。形状はラーメンでいい……なんとなく」


　たちまち丸太の前には湯気の立つ海の苔りとナルトとシナチクとチャーシューと味あじ卵たまごの入ったラーメンが置かれ、丸太は多分これ、ラーメンとは違ちがった組成なんだろうなと思いながらも割わり箸ばしを割って、啜すすり上げた。うまい。湯気に僅わずかに噎むせそうになる。鶏とりガラベース醬しよう油ゆ味。ネギは白ネギで粗あらみじん切りで、チャーシューが薄うすいのが難なんだが味卵が載のってるのでいいことにする。


　渚とアウレカは、なんだか馬ば鹿か馬鹿しくなって緊きん張ちようを解とく。


「……カード交こう換かんでもするか？」


「いいようー」


　二人ともごそごそと、腰こしに付けたベルトのホルダーから丁ちよう度どトランプのケースの様なカードを抜ぬき出すと、中から何枚まいかのカードを選んでテーブルに並ならべていく。


　丸太はそれを食べながら見る。質しつ感かんは紙とプラスチックの間くらい。上下で窓まどが切ってあって上は絵、下には説明文。枠わくはカードの種類によって何色かに塗ぬり分けられている。


　ほんとにカードだ。


　カードゲームのカード。ギャザリングとかのみたいな。


「『パラスケス』一枚と『奇き妙みような籤くじ』五枚でトレードは？」


　アウレカが言い、渚が手元のカードを捲めくりながら答える。


「四枚しかない。いやホントに。代わりに『消える帽ぼう子し』一枚つける」


「わかった。『機械に合う歯車』余あまってるんだけど、よければこれはあげる」


「ほほー。太ふとっ腹ぱら。じゃああたし『の、ようなもの』をあげる」


「いらねぇ」


「ひでぇ」


　丸太は聞きながら、その様子を見ながら思う。


　ゲームだ。


　やっぱりゲームなんだ。


　学校でみんなが言っている内ない容ようと変わらない。それなら把は握あくは出来る。世界観とルール。そして「あらすじ」があれば、ノる事も出来る。ただ、問題は自分がここにいて、このラーメンをおいしく食べ尽つくして満腹になっているということだった。


　ゲームは現げん実じつではない。キャラクターが何かを食べてヒットポイントが回かい復ふくしても、プレイヤーは満腹にはならない。


　いつか何人かと話していた。放課後の教室。


「バーチャルとリアルの区別って何だと思う？」


　言ってたのは香こう坂さかだ。成せい績せきが良くて目め立だつ奴やつ。こういう面めん倒どうくさい、どうでもいい質しつ問もんが好きな男だ。丸太は面倒くさくて好きではなかった。嫌きらいでもなかったけれど。


「リセットがきかない事だろー？」


　どんなつまらない話題でも、香坂の話ならみんな、ノる。そんな魅み力りよくのある奴だった。


「人殺しても罪つみにならないとかー？」


「バーチャルでなきゃリアルだろ？」


　丸太は話を聞きながら、なんとなく窓まど枠わくに腰をかけて空を見ていた。確たしか春。五月の若わか葉ば。桜さくらは散って、少し暑い陽気の日だった。布ふ団とん干ほしたいなぁと思った。


「鷺井は？」


　誰だれかに訊きかれてぼんやり答えた。


「……自分がそこにいるかいないかじゃないの」


　自分が言った答えがもし合っているなら。


　丸太はラーメンのスープをぐい、と飲み干して器うつわを置いて言った。


「ごちそうさま。ありがとう」


　認みとめなきゃ。


「あのさ、抜ばつ本ぽん的な事聞いていい？」


「ああ？　ああ」


　アウレカが抜ぬけた返事をする。


「僕ぼく、家に帰れるの？」


「ここ来ちゃったらプレイヤー登録しないと無理だよ」


　カードを見ながら渚が言う。


「プレイヤー登録？」


　鸚おう鵡む返しに丸太が言うとアウレカが言った。


「たまーにお前みたいなのが紛まぎれ込こんで来るんだ。エントリーってぇのは、『カード戦争』の存そん在ざいを知ってるやつが、ある日呼よび出しを受けるんだよ。で、いろんなワールドに行って、カードで戦う訳わけだ。プレイヤーの資し格かくはカードを一枚でも持ってること。で、登録してこのくだらない遊びがはじまる、と。やめたい奴は、申しん請せいしてリタイヤだ」


「あ、それだ。登録してリタイヤしよう」


　嬉うれしそうに言う丸太に、アウレカが苦く笑しようする。


「妙なしがらみが出来ないうちならそれもありだろうな」


「……しがらみ？」


「ゲームをやめない理由は、大たい抵ていみんなそれさ。やってるうちに目的が出てくる。欲よくが出てくる。友達も出来る。恋こいなんかすることもある。やめられなくなる」


「まーあたしは暇ひまつぶしだけどー。鷺井の時間のあたしが何やってんのかは知らないけど、今あたしチョー暇なんだよねー。んでこれ、けっこう面おも白しろいからさァ」


　けけけとヤマンバメイクが笑う。銀色のネイルの指先でカードを何度か入れ替かえて、ホルダーにしまうと立ち上がる。


「さて、あたし行くねー。カードとリアルの両立は面倒くさいのよー。あんたみたいにこっちに居いずっぱりなのと違ちがってね」


　じゃあねー、と言って渚は去っていった。


「居ずっぱりなのか？」


　椅い子すの背せに片かた手てをかけて、どこかえらそうに丸太が言う。


　アウレカはどこか困こまったように肩かたをすくめて笑いながら語り出す。


「というより、こっちで遊んでたら、戻もどる世界がなくなった。……まぁ正確に言うと、家からいつも見てた火山が爆ばく発はつして、家族も友達も死んだ。……それだったら帰る意味なんかない。俺おれにとってはな。『カード戦争』の中で目的も見つけたし、今はこっちが優ゆう先せんだ。……居ずっぱりの奴はなんとなく雰ふん囲い気きで分かるもんだよ」


　ふぅ、と息を吐つくアウレカに、丸太は訊く。


「目的？」


　丸太の視し界かいの中で、アウレカは悠ゆう然ぜんと笑う。


「『カード戦争』は、大がかりで長いゲームだ。プレイヤーはそれぞれ、プレイワールドでカードを探さがし、手にいれる。プレイヤーの目的はそれで、必要とあればライバルと戦う。登録と離り脱だつのための管理局がある。どこかにカードの印いん刷さつ所じよがある。アーバーズは名前を変えて、ワールドのあちこちにある。いつこれが始まったのかはわからない。……誰だれがこれを統とう括かつしているか、誰も知らない。……俺は、それが知りたい」


　アウレカは言って、にやりと笑う。


　丸太が思わずひきこまれそうな力強い笑えみ。


「……ワールドって何だ」


「プレイワールドだよ。管理局が作った世界であることもあるし、そうでないこともある」


　丸太はふと、息を吸すい込んで考える。


　アーバーズ。あのおかしなコンビニ。


　あれがあるってことは。


「僕らの世界もそうなのかな」


「さあ。どちらであるという保ほ証しようは出来ない。ワールドはいろんな形で存在しているし、あるいは俺の世界も、ワールドでないとは言い切れないさ」


　丸太は考え込む。


　自分の世界。


　家があって学校があって河原かわらがあって店があって道があって空があって行こうと思えばどこまでも世界は広くて。神様以外に作られたモノだとは思えなかったが。もしもそうだとしたら。


「『カード戦争』をしてるのは、神様なのか？」


　丸太はアウレカを見つめて言った。


　アウレカはゆったりと笑うと言った。


「かも知れない。そうでないかも。……面おも白しろそうだと思わないか、鷺井」


　面白そう。アウレカは面白そうだ。面白そうなアウレカは面白い。


「……誘さそってる？」


　にやりと笑って丸太は言う。アウレカは面白そうに、黄緑色の瞳ひとみをくるりと光らせて笑って言う。


「うん」


「さっきは登録して抹まつ消しようを勧すすめたのに？」


「勧めちゃいないさ。現げんにお前にはしがらみがもう出来てるしな」


　言ってアウレカはにっこり笑って両手を軽く広げる。まぁ、確かに、こいつとはそうかもしれない。ここの金も出してもらうわけだし。丸太は口の端はしを上げて笑う。


「なんで僕？」


「割わりとタフにみえるからさ」


「タフ？」


　初めて言われた言葉に丸太は普ふ通つうに訊き返す。


「難なん局きよくを乗り切って、先に進むために大事な事は、能のう力りよくでも体力でもない。……性しよう根ねが柔やわらかいことだ。俺はそう考えているし実じつ際さいそういう相手を求めてる。一いつ緒しよに来ないか、鷺井」


「君、頭おかしいぜ」


　丸太はアウレカを見つめたまま、コーラの様な味の液えき体たいを飲みながら答える。


「なんでさ」


「僕は安あん穏のんと生きる小市民なんだ。しかも学生でふらふら生きてる。あー、今日学校もやめた。でもだからって社会に出て働きたくなんかない。自分の力なんか試ためしたくない。社会の手て厚あつい保ほ護ごの中でいい気なまんま生きてくのが希望だ。そんな僕が、タフ？」


　アウレカは動じずに両手を開く。口元には微笑ほほえみ。


「そんな風に自分のことを本心で言い切れるのは、タフだ。タフで悪けりゃ図太い。気に入ったんだ、一緒にやろう」


　自信満々に言われるアウレカの言葉に、丸太はふぅ、と息を吐く。


「一緒に、はいいけどさ。僕は出来れば帰りたいんだ」


「……まぁ、それもそうか。ともあれ登録しにいこう。景品のカード、一枚出して。なんでもいいから。すみません、パーテーションを」


　アウレカが言うと、店員がなんか操そう作さした。途と端たんに四方に壁かべが現れる。天てん井じようは抜ぬけていたが人の視線は心配しなくていい高さだった。色は灰はい色いろでおかしな質感。光の屈くつ折せつで見えなくしてあるだけの代しろ物ものらしい。


　丸太はうさんくさいなと思ったが、言い始めたらキリがないことに気がついてもいた。そもそもアウレカだって信用していいんだかどうだか。


　ただ、信用しないと話が進まない。


　この先裏うら切ぎられるにしろ全部噓うそだったにしろ、事じ態たいが進まなくては解かい決けつはない。悪い方に転がったとしても、解決は解決だ。白紙の紙を渡わたされてこれはテストで正解を出さないと終わりませんよと言われているような今の状じよう態たいから逃のがれるには、とにかく周囲の状じよう況きようを受け入れ、アウレカを信用しないといけないのだ。


　アーバーズの茶色の紙かみ袋ぶくろから、大きな四角い箱を取り出す。ちょうど、中元か歳せい暮ぼの箱と言った感じだ。ご丁てい寧ねいに景品とスタンプが押おされたのし紙まで貼はってあって、丸太はちょっとうんざりした。


「すごいからかわれてる気になってきた」


「分かるよその感覚」


　アウレカが淡たん々たんと言う。


　反はん応のうする気にもなれず丸太は包み紙を破やぶく。


　中には段だんボールの箱。


　開くとそこにはカードがぎっしり詰つまっていた。


　横から覗のぞき込こんでいたアウレカが、椅い子すを蹴けって立ち上がり、驚おどろきの顔で言った。


「あり得ない！　欠けつ陥かん品ひんだ！」


「どこがなんだ？」


　丸太はきょとんとしてアウレカを見上げる。


「……ちょっと、カード触さわっていいか？」


「うん」


　訳わけが分からない丸太の目の前で、アウレカは一セットを取り上げて、帯おび封ふうを解とく。そして繰くっていく。


「全部一緒だ。欠陥品だ。聞いたことがないし、見たこともないぞこれ……」




[image: ]


「一枚いるかい？」


　にやにや言う丸太に、アウレカは真しん剣けんこの上ない顔で窘たしなめる。


「お前がルールを理解した上でならな。軽々しく言うな。命に関かかわる」


　きつい語調で言われ、丸太は首を竦すくめてアウレカを見上げる。


「はぁい」


「……こういうのは、同じカードばっかりなんか入ってないはずなんだ。ある程てい度どの種類が入ってるとか、複ふく数すう枚ずつ入ってるとかな。こういうのは見たことがない……。まぁ、言ってても仕方ないか」


　アウレカはカードを一枚取って後は戻もどすと箱に蓋ふたをし、包ほう装そう紙しをはいで畳たたむと袋に入れ直した。結けつ構こう几き帳ちよう面めんだなと丸太は思う。


　そして箱の袋を丸太に渡して言った。


「行こう。登録と……登録抹まつ消しようだろ？」


　苦く笑しようしてアウレカは言い、カードを差し出す。丸太はカードを見もせずに、胸むねポケットに入れて言う。


「いいのか、僕抹消しちゃって、登録」


「まぁ、ちょっと……」


「ちょっと？」


　アウレカはにやりと笑う。


「なんなんだよ」


　歯をむき出して威い嚇かくするように丸太が言うが、アウレカは気にしない。もの慣なれた様子で手を振ふって壁を消すと店員にコインで勘かん定じようをし、すたすたと歩き出した。


「ほら、いくぞ鷺井」


　丸太は袋を持って歩き出す。小道を出て大通りに出る。先せん刻こくよりは人が減へっていて、いくらか歩きやすかった。


「どれくらい歩くんだ？」


「すぐすぐ」


「すぐってどれくらいなんだよ」


「え、あー。もう見えてるし」


「どっこだよ」


　げっそりと丸太が言う。ずっと壁が続いているだけに見える。この辺りには露ろ店てんもなく店もない。


　不意にアウレカが足を止めて壁にむかって真まっ直すぐ歩いた。見ている前でするりと壁に埋うまる。


　丸太は驚おどろいて見つめていたが、後を追わないと仕方ないと思って、目を瞑つむって壁に顔から突つっ込んだ。意外に何の感かん触しよくもなく通り抜ぬけると、アウレカが待っていた。


　中は庭園だった。どこ風、とは言えない。ただ、なんだか造ぞう花かだけで作ったような庭園だ。


　木も土もまがい物みたいで清せい潔けつだ。気持ちが悪い。そしていきなり、庭園の中に白い、何もない壁があった。取っ手があったからドアなんだろうか。真しん鍮ちゆうに見えるドアノブ。ドアは縦たてに細長かった。こんなに長いのであれば、外から見えるはずだ。見上げていくと塀へいをずっと越こえて空に伸のび、白く輝かがやいて見えなくなっていた。


「これか？」


　丸太がうんざりして聞くと、アウレカが頷うなずく。丸太はふと上を見る。長いドアは上まで開いていた。やな感じだ。中は暗くて見えない。


「手続きは。やりかたは」


　上を見上げたまま僅わずかに気弱になって丸太が言うが、アウレカは、


「行けばわかる」


　と言うだけでその場から一歩も動こうとしなかった。


「……なんだよ。面めん倒どう見てくれよ」


　丸太が言ってもアウレカは何も言わず手を振ふるだけだ。丸太は仕方ない、とばかりにドアノブを取って、回し、中に入った。


　中は暗くて、何も見えない。


　何の音もしないから、丸太は声をかける。


「すみませーん」


　背はい後ごで扉とびらが閉しまり、丸太は息を呑のむ。それと同時にふと、足あし下もとがなくなる感じがして、息を呑む。


「ひゃ……！」


　落下感があったが、加速度はつかなかった。一定速度でふわりふわりと落ちている感じで楽しい。髪かみが浮うき、シャツの袖そでやズボンの裾すそがはためく。


「へえ……おもしろいや。これ。あはは」


　何がなんなんだかさっぱり分からないが、ともあれ感覚は面おも白しろかった。不意に視し界かいに金色の粉をまき散らして飛んでくる光を見つける。


「うわぁ、ティンカー・ベル？　僕ぼくは妖よう精せいの粉で飛んでるのか？」


　思わず丸太は笑って言う。


「楽しいことを考えなきゃいけないんだっけ。ええとー、クリスマスのプレゼントとか、しまった、もらったことない」


　ウキウキと楽しいことを羅ら列れつしようとする丸太に、どこからか分からないが声が響ひびく。


『ようこそ、『カード戦争』へ。ここではプレイヤーの登録と登録の抹消を行っています』


　女じよ性せいの声だ。静かで落ち着いている。


　金の光は丸太の周りを音もなく飛び、ハラハラと金粉を散らして、暗くら闇やみの中、丸太の身体からだや顔を照らして過すぎる。


『私の名は、ウアナバッハョマレォテ』


「えっ」


　聞き慣なれない感じの名だ。覚えられない。


『あなたの名前をどうぞ』


「ええと、マルタ・サギイ」


　そう答えたのはなんとなくだ。今まで丸太が会った外国の人は、みんな姓せいが後ろになっていたからだ。相手の名前が日本のものではないようだったのでつい。だから。


『マルタ・サギー。あなたのカードを一枚まい見せてください』


　言われて、慌あわててシャツのポケットから例のカードを取り出す。


　光がそのカードを一ひと際きわ強く照らす。


　金色だった光が突とつ然ぜん赤あか紫むらさきに変色する。わあこの色もきれいだなとマルタは暢のん気きに思う。


『このカードは当局で制せい作さくをした物ではありませんが、効こう力りよくを持ちます。マルタ・サギーはプレイヤーとして登録されましたが、本ほん件けんが明めい確かくになるまでプレイヤー登録の抹まつ消しようは出来ません。追って通つう達たつ致いたします。どうぞ『カード戦争』をお楽しみ下さい』


　え。


　なんて言った？


　丸太はきょとんとする。ふわりと、尻しりの下に床ゆかが出来た。座すわった。安定する。赤紫の光が呼ぶように光っていた。立って、ゆっくりとそこに行く。その光が丸太の目を覆おおうように光ると、いつの間にか外にいた。


　アウレカが待っていて、ニヤニヤしながら寄よって来る。


「どうだった？　鷺井」


「……なんかねぇ……このカード、パチモンくさい。使えるけど。分かるまで登録抹消出来ないって言われた……」


　茫ぼう然ぜんとする丸太にアウレカが何の感かん慨がいもなく言う。


「あーやっぱなー。じゃないかと思ったんだよ」


「……なんで」


　アウレカはにっこり笑う。丸太はかぁっと頭に血を上らせて言った。


「だったら最初に言っておけ！　じゃなきゃ言うな！」


　アウレカはアハハと声を上げて笑う。


「だって俺おれは相あい棒ぼうが欲ほしいんだ」


　するりと丸太の胸むねポケットからカードを抜ぬき、その裏うらを見てアウレカは口元を歪ゆがめる。


「やれやれ、お前変なコールしたろう。登録名がおかしいぜ。まぁ変へん更こうなんか利きかないが」


「……お前、わざと言わなかったな？　もう少し待てとか、このカードじゃないカードを手に入れてからの方がとか」


「うん」


　アウレカは笑う。薄うすい茶色のまっすぐな髪かみ、黄緑色の瞳ひとみ。自分より年上の男の大人げない所行。


「人はみな、自分自身のために生きるものなんだよ。知らなかったかい、若わか者もの」


「知るか！」


「まぁともあれだ」


　思わず怒ど鳴なった丸太に、アウレカは両りよう腕うでを大きく広げて笑った。


「『カード戦争』へようこそ。マルタ・サギー」
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「家に帰ろうと思えば帰れるさ。お前の世界もワールドの一つだからな」


　アウレカは頰ほおに思いっきり丸まる太たの手の痕あとをつけ、さすりながら言う。二人は未いまだ庭園の中だ。


「じゃー帰るー。世話になったな」


　人をひっぱたいたのは初めてだった。手が痛いたくて軽く振ふっていないとやっていられない。


　だがアウレカは別に初めてではないらしい。へらへらと喋しやべり続けている。まあ、こいつの厚あつかましい様子からすれば、何度となくひっぱたかれる事があっても当然だろう。


「一人じゃ危き険けんだ。お前、プレイヤー登録をしたんだ。ルールも何もわかってないし、デッキすら組んでない。狙ねらわれる可か能のう性せいがあるぞ。俺おれが守ってやるから」


「信用できるか」


「じゃあどうするんだよ」


　言われてぐっと詰つまる。


「信用するしかないだろ？　俺をさ」


　ニヤニヤと嬉うれしそうにアウレカは言う。してやったりという顔で丸太を見下ろして、これ以上はなさそうに楽しそうに笑っていた。


「だいいちお前は帰り方もわからないんだしな？」


　その言い様に丸太はふん、と笑って、抵てい抗こうなく壁かべを抜け、通行人の横に立って訊きいた。


「申し訳わけない。ちょっとお伺うかがいしたいんですか？」


「なぁに、坊ぼうや」


　黒い長いコートを着た、東とう欧おう風の美人。真っ赤な口くち紅べに。人形めいた顔立ち。


「足を止めてくださってありがとうございます。僕ぼくは、ええと、その……あるワールドへの行き方を忘わすれてしまって。もし行き方をご存ぞんじでしたら教えて頂いただきたい……っブ」


　後ろから何か臭くさい布ぬのに包まれる。


「失礼、美しいお嬢じようさん。私の相棒が何か失礼を？」


　アウレカの声だ。丸太はもがくが中から抜け出せない。


「……あら。あなたもワールドへの行き方を忘れてしまったの？」


「いいえ、とんでもない。こいつ、少々トんでましてね？　よければ草をおわけしましょうか。シーバ特産ですよ？」


　ふ、と苦く笑しようする美人の声。


「まぁ。シーバの草だなんて。大事に取っておきなさい。ムラーダルでは、珍ちん品ぴんよ」


「え。ホントに？」


「ええ。持ってるだけで死し刑けい」


　美人の笑う気配とアウレカの苦笑が聞こえる。


「じゃあね。アウレカ。黄緑色の目の男。女関係にだらしがないって、評ひよう判ばんよ」


「女じよ性せいがそれぞれ魅み力りよく的過すぎるのが罪つみなのです。またお会いできたら、貴女あなたの魅力も語りましょう」


「いいえ結けつ構こう。殺しますわよ。さようなら」


　しばらくして、丸太はばさりとマントを外される。


「バーカテメぇ、あんな事訊いてお前が素人しろうとだってのばれたらどうすんだよう」


「く、くさぁ」


　こもっていたアウレカの臭しゆう気きに、丸太は茫ぼう然ぜんと力無く突つっ立つ。


「あっ傷きずつくなぁー」


「君、自分で嗅かいでみろ」


　鼻の頭に皺しわを寄せて丸太に言われ、アウレカはマントの中をくんくんと嗅いでみた。そして眉み間けんに何本も皺しわを刻きざんで、ぼそりと言った。


「……失礼、鷺井」


「──僕の家で風ふ呂ろに入るといい。客間もあるからしばらく泊とまって、色々教えてくれ。相あい棒ぼうになるって決めた訳わけじゃないが、お前が臭いのはたまらん」


　丸太は言いにくそうに言った。


　アウレカは笑う。


「頭がいいな。そうすればお前は帰れる。だが、助かるよ、ありがとう。お前に美人の姉し妹まいが居いれば文もん句くないんだが」


「残念」


　ざまみろ、とばかり、丸太はにっこりと微笑ほほえんだ。


　アウレカはケースからカードを一枚まい取り出し、壁にぴたりとつける。


「がっかりだ。でもまぁ相棒の家庭訪ほう問もんも悪くねぇな。……私の名はアウレカ。これより『他人の玄げん関かん先』のカードを使用します。大いなる力の門よ、開きなさい。カードの効こう用ようを遺い憾かんなく発はつ揮きしなさい。私の名はアウレカと言い、別の名を竜りゆうを召しよう喚かん出来る剣けん士しと呼よばれるからです」


　アウレカは丸太の手を強く握にぎる。


　丸太はめまいの様なものを感じて目を閉とじ、そしてふと、自分をとりまく匂においの変化に気がついた。良く、なじんだ匂い。埃ほこりとゴミの匂い。丸太は溜ため息いきを吐つく。


「……掃そう除じしよう」


　やっぱり臭い。


「……それがいいと思う。手伝うよ。俺が着れそうな服はあるかな」


「あるけどまず風呂入れ。ついでに掃除を頼たのむ」


「任まかしとけ」


　丸太はアウレカって頼たよりになるう、とここで初めて思った。確たしか牛乳系けいの入にゆう浴よく剤ざい入れて入って洗あらってなくて夏で何週間か経たってる。


　そして二階に上がり、客間の整理を始めた。引き戸だから激げつ昂こうしたアウレカが万が一にも入ってこないように、つっかえ棒をして。








「で、お前んち親ってどうなの」


「海外赴ふ任にん」


　父親の服を出して、アウレカに着せた。ウエストががばがばな、六分丈たけになってしまうジーンズ。肩かたがぱつぱつで、袖そでが六分丈になってしまうシャツ。アウレカの四し肢しは長い。これでごっつかったらゴリラだ。


　別にアウレカは激昂することもなく、淡たん々たんと風呂場の掃除を終えて自分の身体からだの掃除も終えて、ぴかぴかにしてぴかぴかになって出てきた。


　丸太がタオルも何も出さずに立てこもっていたので全ぜん裸らで二階まで。水みず浸びたしで歩いてこられて嫌いやだったので、タオルと服を渡わたした。下着はつける習しゆう慣かんがないと聞いて出さなかった。このノーパン野や郎ろうが。ぶらぶらしないのか。


　今はとりあえずなんか食べようということになって、丸太がアーバーズで買ったカップ麵めんを食べることにした。丸太はさっき食べたばかりだが、余よ裕ゆうで食しよく欲よくあるし。


　台所の椅い子すに座すわり、テーブルの上のゴミをアウレカはゴミ袋ぶくろ二枚に律りち儀ぎに分ぶん別べつして分ける。市で配っているゴミの分別表を見ながらやっているが、判はん断だんが曖あい昧まいになると全部燃もえない方にいれていた。


　丸太はヤカンに湯を沸わかして、カップ麵のフィルムをはがしたり、かやくを開けたりしていた。うーむ乾かん燥そうしている野菜の正体が全く分からない。何だこの紫むらさきに緑の筋すじの入った草。肉はまあ、赤黒いが断だん面めんが青いのが気にはなる。


「ま、一人暮ぐらしってやつなー。そんでこの有あり様さまか。いいけどだらしないなお前。彼女いないだろ」


「彼女が居いたとしても、片かたづけて貰もらおうとは思わないな。自分がいいからこうしてるんであって、片づけたくなったら自分で片づけるさ。それくらいは自分の責せき任にんだろ？」


　気負いなく丸太は言い、アウレカははは、と笑う。


「もぉーしょーがないんだからーとか言われて、楽しそうに部屋を掃除されるのは結構悪くないぞ。心配されたり、お節せつ介かいされたりなんてな。してくれる奴やつはそうそういないんだからよ」


「いなくていいよ、面めん倒どうくさい」


　ヤカンの口から蒸じよう気きが噴ふき出して、蓋ふたがかたかた言い出したので、ミトンを塡はめて持ち上げて注ぐ。湯気が白く立つ。


「……ガキの台詞せりふだぜ？」


「結構だよ」


　蓋を戻もどし、上に油の小袋を置いて、丸太はテーブルにカップ麵を持ってきた。


「あちち」


「箸はし、使える？」


　丸太も座り、割わり箸を差し出す。


「うん。ああ、水貰っていいか。氷と」


　とアウレカが立ち上がって視し線せんでコップを探さがす。


「いいよ僕やる。お前座ってて。場所教えるのとか面倒だし」


「あ、そ」


　アウレカが言う。


　椅子の上に足をあげで両方の踵かかとを座面にひっかけている。時計を見れば八時になろうとしているところだ。普ふ通つうの家だと夕飯には少し遅おそいんだろうか。


　外の道を車が通る音がした。


　家で誰だれかが食事をしているのは久ひさしぶりだ。


　テレビとかつけようかなとか思ったが、別にいいやと思った。


「アウレカっていくつ？」


「二十八。普通に結けつ婚こんとかしてぇお年とし頃ごろ。鷺さぎ井いは？」


「十七」


「ああ。二十八なんてオッサンだろ」


「うん」


「すぐだぞ」


「……やっだな」


　渋じゆう面めんを作る丸太にアウレカはくすくすと笑う。三分経たって二人は水を飲みながらカップ麵を食べた。丸太にとって知らない味が結けつ構こうしたが、まずくはなかった。


　それから掃そう除じをして、一いち応おう格かつ好こうが付いた頃ころにはもう朝で、丁ちよう度ど ゴミの日だったのでたまっていたゴミを全部出した。二十何個かあって、集積所に溢あふれたが、仕方がない。


　まだ、青さの残る朝。僅わずかに涼すずしくて心ここ地ちがよかった。何度積んでも転がり落ちてくるゴミ袋をカラスネットにぎゅうぎゅう押おし込こむ二人を、早朝から仕事に出かける近所のサラリーマンが見つけて声をかける。昔、町内会の運動会で顔を見たことのある、バーコード頭のおじさん。


「おはよう。あれ、君、鷺井さんとこの……」


「あ、おはようございます」


　丸太は礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつをして、笑え顔がおさえつけた。アウレカも如じよ才さいなく真ま似ねをする。


　そしてそそくさと家に戻もどった。


「見られたー。まぁいいか」


「いいのか？　俺おれはわからんけども」


「いいんじゃない？　どうせ僕ぼくは君と長い旅に出るんでしょ？」


　玄げん関かんでサンダルを脱ぬぎ、リビングに戻る廊ろう下かで、肩かた越ごしに丸太は振ふり返って軽く両手を広げて言う。


「うん。多分。そうでないと、下へ手たするとお前殺される」


　丸太はぴたりと足を止め、アウレカを見つめる。


　アウレカが「とか言ってみたりな」とか、そんな事を言うのを期待したが言わなかった。


　廊下の窓まどの外は夜明けの青さがどんどん薄うすれていく。鳥の声がする。


　見み慣なれた自分の家の廊下で、褐かつ色しよくの肌はだに黄緑色の目なんて突とつ飛ぴなカラーリングの男が、静かに突飛なことを言う。


「……なんで」


「お前が当てたカードが原げん因いんだよ。あれは特とく殊しゆなもんでな。一人にしか使えない。お前登録をあれでしただろう。だから、あのカードはお前にしか使えなくなった。欠けつ陥かん品ひんだろうが印いん刷さつミスだろうが、レアけりゃレアいほど、みんな欲ほしがる。効こう力りよくさえありゃな？　持ち主の変へん更こうは、持ち主が死ぬか、登録を抹まつ消しようするかしてカードの主しゆ権けんが宙ちゆうに浮うかなきゃいけない。そういうカードを『特定カード』って呼ぶ。ちなみに俺は特定カード『竜りゆうを召しよう喚かん出来る剣けん士し』を持ってる。みんな狙ねらうからそんなの持ってる奴やつは危き険けんだし、今のお前は丸まる裸はだか同然だ。……だから俺がついていないとな」


　丸太は、自分の顔から血の気が引くのを感じた。生まれて初めての体験だった。


　怖こわいんじゃない。


　怒いかりの為ためだ。


　登録の件けんだけでなく。


　これも。


　ねらわれる、ということも。


「……それも、わざと僕に言ってないなアウレカ」


　その言葉にアウレカは、笑った。


「うん」


　怒りに言葉が出ない。


「……あのカードで登録をしろって言ったのはお前だ」


　お陰かげで登録抹消もできないし、あげく、命を狙われるだ？


「まあ俺のカスカード、一枚くれてやってもよかったんだが、お前全然やる気ないし。俺の言うこと疑うたがいもしないし。いやー気が引けた」


　目め眩まいを覚えながら丸太はともあれリビングに行って、ソファにくずおれるようにへたり込む。


　掃除した床ゆかにアウレカは座り、丸太を見上げて笑う。


「だってお前なんだかんだ言って言うとおりにすんだもん。まぁ俺でもそうするけどさ。俺ならもうちょっと運はいいね。俺みたいなのはそうそういないもん」


「そうだね！」


　丸太は置いてあったクッションをぞうきんの様に絞しぼって引っぱった。


「まぁ、怒おこるなよ。命狙われるだけなんだから。俺が守ってやるし。よろしくね相あい棒ぼう」


　アウレカはにこにこ言う。


　最低だこの男。


　本当に最低だ。


「なんでそんなに僕がいいんだ。タフだ何だとかいう範はん疇ちゆうじゃないだろそれ」


　目元を押さえて丸太は言う。ホントにぐらぐらする。


「まぁ、条じよう件けんがいいんだよお前。『カード戦争』について何も知らない。俺が全部教え込める。それがいい」


「この上僕がまだお前の言うことを信じると思うのか？　僕はそんなに阿あ呆ほうに見えるのか？　そんなレアキャラに見えてるんなら今すぐ情じよう報ほうの書き換かえを頼たのむよ？」


　怒りを通り越こして呆あきれて、変な声が出る。抑よく揚ようも変になる。


　アウレカは軽く肩をすくめてアハッと笑った。本当にアハッと笑いやがった。思って丸太は自分の下した顎あごが横にずれたのを感じた。


「だって俺、基き本ほん的にはいいやつだもん。お前だってきっと俺が好きになるさ」


　丸太は頭の中が真っ白になった。


　田中先生。


　世の中にはいろんな阿呆がいますね。


「ど、どっ、どこ、どう、そう」


　どこをどうしたらそんな事が言えるんだ。そう言いたかったのだが。


「さて講こう義ぎを始めるぞー。授じゆ業ぎよう料りようはただでいいからな」


　アウレカがそう言って、丸太は立ち上がると反はん射しや的に踏ふみ込こんで思い切り横っ面つらを蹴けり倒たおした。
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　アウレカのお陰かげで家は綺き麗れいになった。


　丸太は自分が綺麗に蹴りを入れられることを知った。


　アウレカはリビングで気き絶ぜつしている。


　丸太は雀すずめの声を聞きながら自分の布ふ団とんで眠ねむった。扉とびらには、本の詰つまった段だんボールでバリケードを作ってからにした。








「鷺井！　朝飯出来てるぜ！　朝飯ー！」


　階かい段だんの下から呼ぶ声がする。多分起きないと上がってこられる。下手をするとお目覚めのチューまでされるかも。アウレカならやりかねない。なんて恐おそろしい男。


　丸太は寝ね間ま着きから白のＴシャツとジーンズに着き替がえて、バリケードを外して、下に降おりる。裸足はだしで歩いてもざらざらしなくて快かい適てきだ。くそ。


　リビングにはミートソースと海かい藻そうサラダとコーンスープ。


　クッションを敷しいて座すわりリモコンでテレビをつけて丸太は言う。


「……どうやって作った？」


　カーテンは開けられていて、日よけのレースのカーテンだけが閉しめられている。明るい。


　テレビではワイドショーが始まったところでこんにちわとか挨あい拶さつをしていた。


「袋ふくろに書いてあった。字くらい読めるしな」


　アウレカはそう言うとフォークを取ってスパゲティを巻まき付けて食べ始める。


「食べたらカードの講義な」


「うん」


　怒おこってても仕方がない。


　アウレカの相あい棒ぼう云うん々ぬんはともかく、カードを使わないと死ぬって言うなら使う。生きたくて生きる訳わけじゃないけど、こんなことで死ぬのも嫌いやだし。


　テレビを見ながら食事をして。


　トップニュースはどっかの車の事じ故こで。








「お前のそのカードの話をしようか」


　テキストは二百八十円で全すべての始まりになった籤くじ付つきのあれだった。ポケット地図みたいな大きさの。中は案外字ばっかりだった。


　丸太はテーブルの上に自分のカードを載のせた。


　地は黒。一番上には金色の文字で、箔はく押おしで、『名めい探たん偵てい』と書いてある。


　金色の枠わくの中に黒い線で枠が取ってあり、分ぶん割かつされた上の窓まどにはクエスチョンマークとエクスクラメーションマークがデザインされている。その下の小さな窓には小さな文字で何かが書いてあった。


　呪じゆ文もんにより発動。その世界の偶ぐう然ぜんや、関係者の本ほん能のうや心理に支し配はい力りよくを及およぼし、強きよう制せい的に事件を終結させる。


「呪文で発動するカードは結構多くてさ。ここに来るとき使った……」


「『他人の玄げん関かん先』？」


「うん。よく覚えてるな鷺井」


「印象的な名だからね」


　アウレカと話していると、少し気取ったような話し方になる。悪い気はしない。学校でだと、こんな話し方は出来ない。自分の持っている言葉を普ふ通つうに使う。ほんとは別に気取っているとは思わない。


「うん、あれもそうだ。呪文はプレイヤーが勝手に作る。ところでここが重要なんだが、カードにはある程てい度ど意思がある。センスと言ってもいい。だから、極きよく端たんな話、カードが使えないカードマスターもいる」


「……話とか出来るの？」


　ごくりと唾つばを飲んで丸太は言うが、アウレカは苦く笑しようして首を横に振ふった。


「そしたら面おも白しろかったんだがな。生あい憎にくカードから感じるのは好き嫌きらいぐらいだ。だから、呪文もお好みに合わなければ発動なんかなさらない」


　アウレカは皮肉に言ってカードを指し示しめす。


「ほかに、呪文じゃなくて名前と効こう力りよくを叫さけんで使う奴やつもあって、こっちは呪文カードほど好き嫌いはない。……カードの集め方や、そーだなぁ、まずお前に必要なのはスターターデッキなんだけど、何よりまず金が必要だからなぁ。買ってやってもいいんだけど」


「ああ、買ってくれ。ここまでお前に塡はめられたんだ、これ以上変な塡め方はしないだろ。っつうか、もしお前になんか企たくらみがあっても、まず僕がカード使えなきゃ、僕の使い甲が斐いがないだろ」


「素す晴ばらしい！　頭がいいぞ、鷺井！」


　両手を開いて大げさに言われる。そうすると黄緑色の瞳ひとみが輝かがやいて、丸太は無む性しようにむかついた。


　それを悟さとったらしくアウレカは、開いた両手を音を立てて合わせて、説明に戻もどる。


「えー。だから、つまり、この『名探偵』のカードはだ」


「うん」


　つい、とカードを摘つまんで丸太は言う。


「多分、僕は上う手まくやれると思う。……気が合うよ、きっと、こいつと」


　アウレカは僅わずかに気け圧おされ、ただ、口元に苦笑を浮うかべた。








　呪文には文法がある。


　それをアウレカが教えたら、丸太はノートに書いて自室にこもった。


「出来るまで覗のぞくなよ？」


「……夕飯、なんかまともなもん作るから、金くれないか」


「お前、アーバーズでなんか買ってたろ。俺がここの金であそこで買い物できたんだから、お前の金もここで使えるだろ」


　ええまぁ。


　そうなんですけど。


「鷺井君たらケチだわぁー」


　女言葉で言いつつ、サンダルを突つっかけて外に出る。


　アウレカにとっては異い世せ界かいの町まち並なみ。だがまぁ別に見るものもない。


　中級住じゆう宅た地くちなんかどこの世界だって同じ様なもんだ。


「……ここまで塡めたら、あいつは俺のもんだろう。幸い、俺、嫌われにくいキャラクターだしなぁ。ああ、得だなぁ」


　夕方の町並みを、アウレカは買い物帰りとおぼしい姿すがたを見つけてその人間の逆ぎやくを辿たどっていく。


　農業従じゆう事じ者しやでもなさそうなのに袋から農作物をはみ出させているのは、買い物帰りだろう。








　パソコンを繫つないで。ネットゲームで知り合ったアメリカ人の知り合いに相談に乗って貰もらいながら、辞じ書しよを引いて。


「小説でも書いてるの？」


　と訊きかれ、


「まぁ、そんなところ。ありがとう、助かった。今夜もゲームに入る？」


　多少そんな話をしてから、会話を終わらせる。


　窓まどの外は夏の夕ゆう暮ぐれになっていて、丸太の自室の部屋も赤く暗い。


　その光線の中で、丸太は『名めい探たん偵てい』のカードを持って、まるで共きよう犯はん者しや に語りかけるように言った。


「"DETECTIVE名探偵"?」


　答えるように、縁ふちを走るように金粉が煌きらめいた。




　第四章　おっかない







「小こ海え老びのガーリックソテーと、枝えだ豆まめの炊たき込こみご飯。温ゆ豆どう腐ふのふわふわたまごあんかけと、ニラともやしときのこの味み噌そ汁しる！」


　どうだ！　とばかりアウレカに出されて丸まる太たは感心して、思わず拍はく手しゆしそうになってしまった。癪しやくだからやめる。


「いいんだぜぇ拍手してくれても！　異い邦ほうの郷きよう土ど 料理をこれだけ完かん璧ぺきに再さい現げんした俺おれの料理の腕うでに。いやァ、そうじゃない、そうじゃないな、これからはじまる、俺と、鷺さぎ井いの、コンビの記念にだ。拍手ならな！」


「いや。別に」


　しないし。拍手。とかぶつぶつ言いながら丸太はリビングのクッションを引き寄せて座すわり、箸はしを手にとった。流石さすがに右に味噌汁、左にご飯というわけにはいかなかったらしくて、並ならべ方はぐちゃぐちゃだった。直しながら丸太は言う。


「でも、どーやって作り方……」


「店の入り口に、作り方書いた紙が、種類別にケースに立ててあってな」


　アウレカがいきなり箸を手にしてがつがつと食べ出した。


「おい、いただきますは」


　驚おどろいて言う丸太にアウレカは視線を上げる。こんなちゃんとしたごはんなんだから言うだろ普通。


「なんだそれ」


「噓うそ。知らないの」


「さぁ」


「ご飯食べるときに言うんだよ。農家の人とかに感かん謝しやしてー」


「おいのりみたいなもんか」


「そう」


「俺、神様用事ねえんだよ」


　困こまったように言うアウレカに、丸太は苛いら々いらと言う。


「いーから。僕とご飯食べるときは言ってもらうからな」


「へーい。いたただきまーす」


「いただきます、だ」


「いただきます」


　言ったアウレカの口元が楽しそうに微笑ほほえんでいる。丸太はしまったと思った。別に相あい棒ぼうだと認みとめた訳わけでもなんでもない。単たん純じゆんに気になったから言ったまでなのだが、アウレカは完全にその気だ。これから何度も丸太と食事をする気だ。


　丸太にはそのつもりはない。


　こけにされていて不思議だが、アウレカを嫌きらいだという気持ちには不思議になれない。彼の言うようにそれはあるいは人じん徳とくなのかも知れない。だが、だからと言ってアウレカの思おも惑わく通りに行ってたまるか。


　まあ、丸太としては『カード戦争』に興きよう味みはないが、だからと言って自分の生活を楽しむという気持ちもない。


　これで夢ゆめはダンサーだから朝あさ昼ひる晩ばん筋きんトレに励はげんで練習漬づけの毎日を送らなきゃとか言うのならまた話は別だろうが、丸太は別に何もしたくない。何もしたくないあまり学校までやめてしまった。だから、アウレカさえちゃんと手順を踏ふんで普ふ通つうにしさえすれば、協力したって構かまわないのだが。


　丸太にだって立つ腹はらはあるのだ。


　満まん腹ぷくにされたって誤ご魔ま化かされるもんか。


　そうは思いつつも久ひさしぶりに食べる、すぐそこの台所で一から作られた料理はしみるように美び味みだった。だからってレンジフードもインスタントも美お味いしいんだけど。それは譲ゆずらないのだけれど。


　丸太はおかわりをする時とても悔くやしかった。


　やっぱりアウレカは失しつ策さくを犯おかしたのだ。失敗はしてないかも知れないけれど。


　もともと腹を立てるとかいう感かん情じようには遠い、鷺井丸太を怒おこらせた。


　説明書が横に開いて置いてある炊すい飯はん器きの蓋ふたをばふんと閉しめて、丸太はぎゅ、と唇くちびるを横に引き結んだ。








　ちょっと食べ過すぎた。


「ああー俺天才。まぁ鷺井よぅ。俺と組んだら料理だけは毎食俺がしてやるからよう」


　リビングの床ゆかに満腹で苦しくて倒たおれながら、アウレカに言われ、丸太はもの凄すごい屈くつ辱じよく感かんにまみれた。


「ところで鷺井、呪じゆ文もんの方はどうなの」


　このタイミングで言うか。


　くそ。


　ああ最後におかわりさえしなければ。


「ああ、うん。まぁ……」


　ふと考える。


『名めい探たん偵てい』のカード。


　呪文により発動。その世界の偶ぐう然ぜんや、関係者の本能や心理に支し配はい力りよくを及およぼし、強きよう制せい的に事じ件けんを終結させる。


　つー事は、アレだ。


　事件が起こってないと、あのカードは呪文があっても多分役に立たないんだ。


　事件、事件事件。


「アウレカー」


「んー？」


「解かい決けつして欲ほしいこととかってないかー？」


「なんだ。呪文もう出来てんのかよ」


　あっさりと図ず星ぼしを指され、丸太は硬こう直ちよくした。


「それで俺で試ためそうって訳か。いいけどよ別に」


　ああもう。何だッてんだ一体。こいつに会ってから、自分のいい所なんか一つもない。丸太は長く溜ため息いきを吐ついて起きあがると立って、アウレカに言う。


「あのな」


「おう、立ったついでに食器下げてくれ」


　見事にタイミングを外される。だがまあ確たしかに食器は片かたづけなくてはならない訳で。アウレカがまとめた食器を丸太は流しに下げて、台ふきを手にしてテーブルを拭ふき、その布ふ巾きんを洗あらってシンクに広げて石けんで手を洗ってタオルで拭いてから戻もどり、先せん刻こくの場所に立った。


「あのな。だから、分かってるんだったらお前、謎なぞを用意してくれよ」


　こうなれば開き直った方が早い。


　けれどアウレカはにやあと笑う。


「はっはァ、開き直ったか。いいぜ。そうだな……」


　アウレカはしばらく考えていたがやがてにやりと不ふ敵てきに笑った。


「……竜りゆう召しよう喚かんの剣けん士しはこれでも慎しん重ちよう派はなんだが。イレギュラーのカードの威い力りよくは見たいなぁ」


　言って、部屋の隅すみに重ねて置いたマントやら服やらの山の中からアウレカは革かわのカードホルダーを引き出して、左ひだり腕うでに巻まき付けた。


「まあ、用心だ。気にしないでくれ。そうだなあ。んん。謎ね。謎かぁ」


　後になって、アウレカはこのとき、この事を謎としてマルタ・サギーに言ったことを後こう悔かいしたと告白する。


　イレギュラーのカード。


　それがどういう意味を持っているか、本当に考えていれば、あんなことにはならなかった。


　そう、あの質しつ問もんでなければアウレカは、マルタ・サギーを失わなかったのに。


「では、『名探偵』。お伺うかがいしよう。……『カード戦争』を行っているのは一体誰だれなんだ？」


　ぴ、と丸太はポケットからカードを取り出し、顔の前に立ててにやりと笑う。


「さて、どうだろ。どうなるのかな」


　丸太の不敵な笑いに、アウレカは、肩かたをすくめて半はん眼がんで笑う。


「行くぜ」


　丸太は言う。


　アウレカが教えてくれた呪文の構こう築ちく。必要なのは名乗りと、カードの種類、そしてカードが気に入る言い回し。


　大たい抵ていのカードはロマンチックだ。


　ただ名前を呼よばれるだけでは反はん応のうしてくれない。


　カードはどこかで作られて、店で売られてプレイヤーのものになるが、プレイヤー次し第だいで僅わずか、ほんの僅かだが、本来の力ではない力を持つ事がある。


　カードっていうのはだから、ただの武ぶ器きやなんかじゃなくて、もっと大事な何かだよ。プレイヤーにとってはな。俺はカードを恋こい人びとの様に扱あつかうことを宗むねとしてるが、お前はどう扱うことになるだろうな。


「I'm Marta Saggy!」


　名前は登録した名でないと反応しない。お前はカードプレイヤー、マルタ・サギーと名乗らなくてはいけない。


　望むところだ。


　鷺井丸太って名前も悪くはないが、イタリアの方にマルタ島ってところがあっていいところらしいし。映画でマルタの鷹たかっていうのもなんかカッコイイし。


　だから、僕ぼくはマルタ・サギーだ。


　カードが力を行使する。


　縁ふちにパキッと高い細い音を立てながら電光のように光が走る。特とく殊しゆカードに特有の現げん象しよう。色は青あお紫むらさき。丸太は自然にカードを人差し指と親指で挟はさみ込こんで立てた。


「おお、格かつ好こういいじゃないか鷺井」


　アウレカが感心した声を出す。


　丸太はふっと気取って笑って言った。


「ありがとう」


「うん、詠えい唱しよう中にも短い言葉は交かわしていい。別にそれでやり直しとはならない。一定時間以上はダメだけどな」


　こくりと頷うなずき丸太は続ける。髪かみの根本が浮ういた感かん触しよくがある。アウレカの目には頭とう髪はつの周辺だけに、ちりちりとした光の粒りゆう子しが走っているのが見える。力の発動の時には良くあることだ。丸太の黒い目の奥おくに、赤紫の光が灯ともる。


「Open your fuck'in gate of THE POWER.」


「お前のファッキンな門を開けて力を寄こせ、か。なるほど。ファッキンは女性性器の侮ぶ蔑べつ語ごととっていいのか？　それとも『糞くそ野や郎ろう』程てい度どか？」


「ファッキンはファッキンだよ。二つの異ことなる文化が育はぐくんだ言語を、ぴったり重ねる言葉がまんべんなく存そん在ざいすると考える方がおかしい」


　ふ、とアウレカは笑って、片手を広げる。


「なるほど、炯けい眼がんだなそれは」


「ところでお前何語で喋しやべってどーゆー把は握あくしてんだよ」


「説明は難むずかしい」


　話は終わりだとそう伝える笑え顔がお。


　まぁ、どうでもいい話ではある。アウレカは余よ裕ゆう綽しやく々しやく、腹はら立だたしいことこの上ない。


　なあ、見せてやろう、カード。


　僕と君のちから。


　君の、『名めい探たん偵てい』のカードの力。


「I will use the card…………. "DETECTIVE名探偵"!!」


　カードから金粉が吹ふき出て渦うずを巻いた。


「うおっ……こりゃすげえ」


　驚おどろき、楽しそうにアウレカは言い、丸太はその輝かがやきと現象に驚いてただ見とれた。


「うわぁ……」


　やがて指の先からカードの感触が消えると同時にカードは金粉になって崩くずれてしまう。


「……さあ……」


　丸太はごくりと唾つばを飲み込む。


「……どうなるか……」


　アウレカも緊きん張ちようした笑いを浮かべる。


　その途と端たんだった。


　丸太はとんでもない恐きよう怖ふ を覚えた。


　それは喩たとえるなら、怪かい談だんをしている時にふと感じる空気。


　背せ中なかの近くに誰だれかがいて、自分の項うなじをじっと見つめている。


　そんなことを思わせる恐怖。


　どっと冷や汗あせが吹き出る。


　まずい。


　何だこれ。


　どんどん強くなる。部屋中に誰かがいる。気配は強くなる。みっしりとした気配。増ぞう殖しよくして詰つまっていく。返答は聞こえないはずだと聴ちよう覚かくが知っている幾いく万まんの息づかいが聞こえる。視し線せんすら動かせない。気が狂くるいそうだ。


「カード、『神への質しつ問もん』!!」


　アウレカの声が響ひびく。息づかいが止まる。アウレカは土気色の顔をして脂あぶら汗あせをびたりとかき、そしてカードを構かまえていた。


「我わが名はアウレカ!!……っく……特殊カードを発動する!!　この圧あつ力りよくは、なんのためだ!!　発はつ狂きようするぞ!!」


　幾万の息づかいがバラバラに答える。


　丸太は思わず叫さけび出しそうになる。耳を押おさえて床ゆかに倒たおれ、蹲うずくまる。


　バラバラに答えられた声は吐と息いきとなって統とう合ごうされる。


　言葉になっている。


　けれど聞き取れない。


　丸太は世界が裂さけていくのを感じた。


　身動きが取れない。


　動けない。


　世界はのろりと裂け。


　そして。








　目を開けたら白い空。霧きり。雨が降ふっていた。


　息を吐つく。


　怖こわくない。


　安心して、涙なみだが出た。


　近くにあるものを抱だきしめて、小さい子こ供どものように嗚お咽えつして涙を流した。怖かった。そしてもう怖くない。それだけの事がどんなに嬉うれしいか。股こ間かんが濡ぬれていて、失しつ禁きんしたのだと分かった。恥はずかしくはなかった。それだけ恐おそろしかったのだ。小さく頭かぶりを振ふりながらいつまでも丸太は泣いていたが、やがて、落ち着いてきて辺りを見回した。


「……どこだ……ここ……」


　知らない街だった。


　驚きもしなかった。


　あの恐ろしさから逃のがれられたのだ、何にだって感かん謝しやしよう。


　冷たい。寒くはないが不ふ快かいだ。ねばる湿しつ気け。夏の終わりの腐ふ臭しゆう。


　何度か瞬まばたきをして辺りを見ると、どうやらここが小路のようだと言うことが分かった。壁かべは煉れん瓦がと石で出来ていて西洋風。腰こしが抜ぬけていて立てなかった。雨がぱたぱたと音を立てて降り注いでいる。足音が聞こえた。革かわ靴ぐつの。水たまりを踏ふみ散らしながら歩く音。丸太の近くで足が止まる。


「すまないが、君。そこは私の家の玄げん関かんなのだがね。どいて頂いただけないか」




[image: ]


　銀の鐘かねのような声で言われたので、丸太は必死でどこうとするが、身体からだが動かなかった。その間も雨は降り続き、男は待っている。


「悪いが動けない。どかしてくれるか、警けい察さつを呼よんでくれ……」


　なんとかそれだけ言って、丸太はまた意い識しきを手放した。








　湯の沸わく音で目が覚めた。


　乾かわいた、清せい潔けつなシーツ。薪まきの燃もえる匂においがする。


　天国かな。


　僕、死んだかな。


　気持ちいい。


「起きてますか、坊ぼうや」


　カーテン越ごしの光は暗い午後。声をかけられて視し線せんを向ければ、そこには銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけた栗くり色いろの髪かみの青年が立っていた。背が高く、背せ筋すじが伸のびていて、白いシャツを着ている。その上からは茶色の毛け織おり物もののベスト。同じ色のズボンに革靴。


「……ええと」


「君が行きだおれていた家の住人です。医学生なのを少しばかり悔くやみますよ」


　青年は言うと、丸太の手を布ふ団とんの中からとって、脈を見、血けつ圧あつ計けいで血圧を測はかった。


「問題はないようですね。基き本ほん的に健けん康こう。どうして倒れるような事に？」


「アウレカのバカヤロウがやばいことをしてー」


　反はん射しや的にだらだらと喋しやべってしまう。


「……お友達はどこに？」


　青年は冷静に対たい応おうする。その調子につられて丸太も冷静になる。雨の音が聞こえる。息を長く吐はく。


「……わからない。……ここはどこですか」


「エンカータ通りの５。ウーク服店の角を入ったところ」


「はぁ」


「ふむ。要よう領りようを得ないようだね。私の友人に警官がいるのだが。話をしても構わないかね」


「はい」


　別に悪いことしてないし。


「オスタスの治安のためだ。君はよい市民と呼ばれるだろうさ」


「却かえって申し訳わけない。お手数をおかけして」


「いいさ。話をしてみれば君は思っていたほど胡う乱ろんな人物でもなさそうだ。君の私し物ぶつは部屋の隅すみにまとめてあるから。では私は失礼して電話をかけてこよう」


　青年は言って立ち上がる。丸太は得た情じよう報ほうを考える。


　オスタス。治安。警官。市民。


「ああ、そうだ。私はクレイフル。クレイフル・ソーマンソー。クレイと呼んでくれ。君は？」


　丸太は自然と名乗った。これからずっと、そう呼ばれることになるのだとも知らずに。


「マルタ・サギー」


　クレイはそのまま部屋を出て行き、マルタは部屋に残された。広い部屋だ。壁かべ紙がみもちゃんとしたものだし、布団は多分羽う毛もう。床ゆかも柱も木だ。ヨーロッパのもののような建けん築ちく。


　アウレカはどうしただろうか。


　マルタはするりとベッドを降おりる。全ぜん裸らだったのですこし寒い。


「部屋の隅……」


　クレイが言っていた場所はすぐにわかった。扉とびらの奥おくの場所。私物？


　水と泥どろに濡ぬれたタオルに包まれたマルタの服と下着。そして何な故ぜか、「アーバーズ」と書かれた紙かみ袋ぶくろに入った包み。僅わずかに引きつったような笑えみが口元に浮うかぶ。


「……逃にがさない、って訳か？」


　中身は見なくても分かる。『名めい探たん偵てい』のカード。


　ふん、と鼻を鳴らしてまだ自分の体温の残るベッドに潜もぐり込こもうと向かう。ふと、気になってその前に、とレースのカーテンで目め隠かくしをされた窓に行って外を見る。小さな庭。マルタは植物の名前は分からないが白い小さな花が咲さく、背せの高い草がわさりとあって、それが霧きりに巻まかれ、雨に打たれている様は美しかった。


　そして今度こそベッドに潜り込むと、頭の下で手を組んで考える。


　ここは日本じゃなくて、どこか。


　アーバーズのトイレからあの太陽のない場所に行ったことを考えると、マルタの知っている土地ではないだろう。


　根こん拠きよは一つ。


　言葉が通じることだ。


　どういう変へん換かんがなされているのかは分からないが、アウレカは日本語を話したし、カードの呪じゆ文もんの英語も解かいした。別の言語だということを理解しながらも意味は分かっていた。


　とするなら、おそらくこれはカード使いの特とつ権けんなのだ。エントリーした段だん階かいでプレイヤーはワールドの言語を全すべて、ではないかも知れないがある程てい度どまで、理解できる能のう力りよくを手に入れるのだろう。


　カード戦争を行っているものは、そんなことまで出来ている。


「バベルの災さい厄やく及およばず、ってとこか」


　言って、アウレカと自分が呼び出してしまったあの恐おそろしい気配を思い出し、マルタは思わず短く息を吸すい込んで眉まゆ根ねを寄よせて目を閉とじる。


「うわ……」


　端はたから見ているものがいれば、マルタの顔色が恐きよう怖ふ の為ために一気に土つち気け色になったのがわかったはずだが、見ているものは誰だれもいなかった。


「ごめん、もう手ぇ出さないから……祟たたるならアウレカに……」


　小さく言うとすこし楽になってきた。両手で顔を押おさえる。


　アウレカはどうしただろう。


　無事だろうか。


　無事でなくても全然構かまわない。


　むしろ酷ひどい目に遭あっていて欲ほしいくらいのものなのだが、もしそうなっていたところでマルタの現げん状じようが良くなる訳では決してない。でも、それでも思わずにいられない。


　酷い目に遭ってろアウレカ！


　心中怒ど鳴なり、マルタは気持ちを整理する。


　ここがどこであれ、生きて行かなきゃ。田た中なか先生は言った。稼かせがないと死ぬ。バイトなんかしたことない。やりゃぁなんとかなるだろうけど、したくない。面めん倒どうくさい。だったら、自分が持っているものを生かそう。


　今逢あったのは医学生。医者ならともかく学生じゃダメだ。身の回りの世話をするからここに置いてくれとかいうのが手てっ取とり早ばやそうではあるが、それってつまり家事だろ。そんな面倒くさいことができるか。


　で、これから逢うのは警けい官かんか。


　警官。


　ふむ。


　んー。


　んん。


「……ふむ」


　天てん井じようを見ながら考える。


　アウレカはむかつくが、学ぶところがないでもない。たとえば、そう、やたら堂々としている。口が達者。達者な上に無む責せき任にん。大事なことを言わないのを噓うそだと思っていない。他人を自分の都合のために意思関係なく巻まき込こむのを厭いとわない。思って呟つぶやく。


「それって悪人じゃん」


　……けれどたしかに嫌きらいになれないのはまあ不思議なことではある。


　同じようには出来ないけれど、しようとも思わないし、そこまで堕おちようとも思わないけれど、参考にすべき事。マルタはがばっと起きあがると、部屋の隅すみの私物に飛びつく。服をどかして、アーバーズの袋ふくろから箱を引き出し、箱を開けてカードを一枚まい取り出す。そしてまた元通りにする。しかしアーバーズの袋は紙のくせに濡ぬれても破やぶれない。カードがついてくる限かぎりきっと破れないのだろう。ああ気色悪い。


　扉とびらが叩たたかれる。


　マルタは慌あわててベッドに潜もぐり込こむ。カードをベッドの下に置く。


「いいかね」


　扉の外でクレイの声がした。


「はい」


　マルタは答える。


　クレイと一いつ緒しよに入ってきたのは身体からだの大きな青年だった。


　鼻の下にブラシみたいな茶色の髭ひげを蓄たくわえていて、体つきが四角い。眉まゆのところが崖がけのように出でっ張ぱっていて、その下の目は綺き麗れいな水色だ。ダブル釦ぼたんのコートで、手には帽ぼう子し。


「フレッド・トーリアスと申します。初めまして。お話を聞かせて頂いただけますかな」


　銀色に光るバッジを見せて、トーリアスと名乗った男は言う。


「ええ、僕ぼくでよければ……おっと。失礼」


　言ってマルタは裸はだかの腕うでを伸のばして、ベッドの下にあらかじめ落としたカードを拾った。


「落としてしまったようです。大事なカードなんですが」


　苦く笑しようして布ふ団とんの中にしまおうとすると、トーリアスの顔色が変わった。


「あー……クレイ。ちょっと……僕にお茶を淹いれてきてくれないか」


「わかった」


　クレイは僅わずか、不ふ審しんそうに眉まゆを跳はね上げたが、それだけで部屋を出て行った。


「あの、今のカードを見せて頂けないか」


　努めて平静を装よそおって言おうとするトーリアスに、マルタは僅か微笑ほほえんで言う。


「何な故ぜです」


「興きよう味みが」


　大当たりだ。マルタは笑い出したくなるのを堪こらえる。うまく行った。この世界の警察は、『カード戦争』のことを、カード使いのことを知っている。カードが力を持っていると知っている。


「……大事なカードなのですよ。僕とこのカードの事は、よくよく秘ひ密みつに」


「わかっています。ですがもし、そのカードが私の思うそれであるなら、上じよう層そう部ぶに報ほう告こくしないといけないのです」


　マルタはふう、と溜ため息いきを吐つきながらもったいをつけて笑う。


「面めん倒どうなことにはならないでしょうね？」


「それは貴き君くんの態たい度ど次し第だいでしょうな」


　あ、譲ゆずらない。


　だから大人って嫌いやさ。


　マルタはそんな事を思いながらも、タイミングを計る。


「まぁ、いいでしょう」


　マルタはベッドの上に起きあがると、カードをぴしりと立ててみせる。


「僕の名はマルタ・サギー。『名めい探たん偵てい』マルタ・サギーです。事じ件けんの際さいにはお役に立ちますよ。もちろん報ほう酬しゆう次第ですがね？」


　にっこり笑う。


　決まりすぎだぜ、僕。


　そんなことをちらりと思った。




　第五章　名めい探たん偵ていとその女じよ性せい







　起きても構かまわないとクレイが言い、とりあえずの着き替がえを借りた。それからすぐウーク服店から店主がやってきて、トーリアスに頼たのまれたのだと言って帽ぼう子しをとって挨あい拶さつをした。


　問題はその店主だった。


「とりあえず下着やらお持ちしました。明日までに一揃そろいという事でございます。お代は後ほどと仰おつしやいまして」


「はぁ」


　トカゲだよな。


　トカゲが二足歩行して仕立てのいい洋服着てる。人間みたいに表ひよう情じようを作ってて。喋しやべるときに時々先が割われた細い舌したが出たり入ったりしている。


　身長はマルタの胸むねくらいだ。両の肩かたに、小さい灰はい色いろの服を着た、老人の様な顔で、赤いとがった帽子をかぶった人形のようなものを二体ずつ乗せている。それはマルタには聞こえない言葉で始終喋しやべっていた。


「失礼、あー、オスタスの風習にはお慣なれでない？」


　トカゲに言われてマルタははっとする。


「は、はい」


「その、なんといいますか。ブラウニー達をそんなにじろじろ眺ながめるものではありませんよ。この屋や敷しきこびと達は屋敷に憑つくのではなく、縫ほう製せい業ぎように就ついたのです。なんとも、うぷぷっ、近代づいているではありませんかね」


　マルタには分からない自分の言葉遊びと言いぐさに受けて、トカゲの店主はくすくすと笑い、肩の上のブラウニーとやらは声が聞こえたらおそらくうるさいほど身を捩よじって笑い転げ、終しまいには肩からぼたぼたと落ち、腕うでが変な方向に曲がっていても笑い続けていた。トカゲは笑いながら器用にひょいひょいとそれをつまみあげて肩に乗せる。


「この者らは見ただけでお体の寸すん法ぽうがわかりますから。明日の朝までにお仕立て致いたしますので」


　笑ったままトカゲは出て行き、残ったマルタはなんとも不ふ快かいな思いに囚とらわれた。


　なんだか嫌な感じで、空気を変えたくて、クレイの借り物の靴くつを履はいてがたがたと廊ろう下かに出てみた。靴は大きすぎ、服はだぶだぶだったが胴どうの長さだけはぴったりだった。


「ええ、と、クレイ、さん。洋服屋が帰りました」


「クレイで構わないよ、マルタ・サギー。食事はどうかな」


　キッチンから声がした。いい匂においもする。


「あ、ありがとうございます。申し訳わけない」


「急に二人分になったから、メインが一人前しかないのだが、何、君は病人だ。肉など食べない方がいいよ。ガルバンソの煮に込こみだけだが構わないよな」


　ガス台の前で肉を焼いているフライパンに赤ワインを注ぎながらクレイは言う。


「僕ぼくは肉は半分でもいいですよ」


　マルタはにっこり笑って言ったが、クレイは困こまったように笑って答えた。


「やめておきなさい。君は病人なんだから」


　まぁ、流石さすがに図々しい言い方だったか、とマルタは言い方を反省した。でも半分くらいくれてもいいのにケチ。


「何か手伝いましょうか」


「では浴室で、自分の着てきたあの下品な服を洗あらってくれたまえ。適てき当とうに石けんなど使って構わないから」


「……ありがとう」


　親切だが嫌いやみな奴やつだ。


　そう思いながらマルタはがたごとと靴を鳴ならしながら浴室を探さがす。水道設せつ備びがあるんだから、排はい水すいの都合があるだろう。それならトイレの近くだろう。トイレは一度行ったから知っている。あった。トイレの隣となりの木の扉とびらを開けてちょっと愕がく然ぜんとする。床ゆかが木だ。その上にバスタブがでんと置かれ、横に棚たながあってそこに石けんが一つと何かのボトルが置いてある。


「……っと。完全ユニットか。その割わりにはシャワーカーテンがないなぁ。……まぁいいや」


　どうやって髪かみとか洗うのかがとてもとても疑ぎ問もんだったが、とりあえず洗せん濯たくは出来そうだ。


　部屋から洗濯物を持ってきて、水で洗いながら思う。


　知らない場所。


　知らない国。


　知らないルール。


　僕どうやってこのさき生きて行くんだろう。


　溜ため息いきが出る。


　でもアウレカが教えてくれた教訓はいくつかある。


　そのうちの一つは「人に頼たよると利用される」だ。


　思い出して腹はらが立つ。あんな目には二度と遭あうか。あんな目に遭うくらいなら、ハッタリでその場その場を凌しのいで恥はじをかいた方がましだ。もしかしたら上う手まく行くかも知れないし。


　別に不安でも、怖こわくもなかった。


　手の中の洗濯物。コットン一〇〇パーセントのタグ。プーマのロゴ。


　いや、噓うそか。


　不安で怖こわい。面めん倒どうくさい。しんどくって嫌だ。


　だけどそんなのは、どこでだって一いつ緒しよだ。


　ルールをこれから作っていけるだけ、あそこよりこっちの方があるいはましなのかも知れなかったけれど、自分自身はさほど変わらない。


「とはいえ、親もいないんだからなぁ」


　ああ、結けつ構こうシンプルで楽かも知れない。


　ここではまだ誰だれも、僕を知らない。


　……僕はどんな僕になろうかな。


　そう思うとなんだか楽しくて、手がびりびりと冷たくなりながら、マルタは微笑ほほえんだ。


「ん……？」


　不意にマルタは鼻を鳴らして匂においを嗅かいだ。


　何か生なま臭ぐさいような匂いがする。


　なんだろう。


　排水が上手く行ってないのかなぁ。








「ああ、そうなんだ。まぁよく詰つまるしねぇ」


　赤ワインをグラスに注いで一人で飲みながらクレイは言う。トマトとタマネギと一緒に煮込んである豆をマルタは食べる。パンは硬かたくて重く、美味だった。飲み物は紅こう茶ちや。


「ユリル河がわに、ただ流すだけなんだよね、オスタスの下水というのは。よくないと思うんだが、一いつ介かいの医学生の手には余あまる問題だ」


「医学って、方面は」


「外科医だよ。君が死んだら、身体からだを大学に提てい供きようするといい。私が解かい剖ぼうしてやる」


　冗じよう談だんだ、と言いながらクレイは笑う。


　笑えない。


　思いながらマルタは苦く笑しようして見せる。


「ああ、私は夜出かけるよ。最近この辺も物ぶつ騒そうでね。若わか者ものが集まって自じ警けいしているんだ」


「泥どろ棒ぼうとか？」


「いや、連続殺人。娼しよう婦ふと、少年達が狙ねらわれているのさ。それもあって夜歩きする少年達も最近少ないが、まぁ、地ち域いきの青少年を守るのは、年かさのものの務めだろう。せいぜい君も気をつけるがいい」


　マルタはにっこり笑う。


「夜歩きなんか僕しないから」


　それからしばらくして、とっぷり暮くれて、街が霧きりと闇やみに包まれると、街角にはガス灯とうがつく。


　カーテンを開けて、部屋からそれを見る。扉が開いて、閉とじる音がして、一本のガス灯の下に、黒いコートを着た青年達が集まって、何事か言葉を交かわすとひとかたまりになって歩いて行った。雨はやんだようだが、霧が濃こい。


　マルタは服を脱ぬぐとベツドに入って灯あかりを消した。


　アウレカのことを考える。


　知った事じゃないと思った。


　問題は、明日のことだった。








　クレイが勢いきおいよく扉とびらを開ける。そのままカーテンを開けてベッドに座すわり、マルタの手首を摑つかんで脈を計る。朝日が満ちる部屋で、マルタはしょぼしょぼと目を開ける。


「おはようマルタ・サギー。体温と血けつ圧あつを測はかろう。十時になったらトーリアスが来るから、それまでに風ふ呂ろに入って、身なりを整えて、それと食事をしなければな。万が一にも失礼があってはならん」


　ぎろりと薄うすい鳶とび色の瞳ひとみで見られて、寝ねぼけながらもマルタは怯ひるむ。口に体温計を突つっ込まれる。


「むが」


「どうもお前オスタス市民じゃないな。言っておくがこれから貴き様さまがお会いする方に何か失礼な事をしたら、即そく座ざに追い出すからな」


　それは困こまる。


　右も左もわからないのに。


　水銀の体温計を取られて、体温を確かく認にんされて体温計を振ふられる。


「よし、熱はない。いいか、くれぐれも失礼のないように、だ。風呂の用意は出来ている、洗あらってやるから来い。どうせ使い方も知らないんだろ」


「うぁい」


　それくらい自分で出来ると言いたかったが、確たしかにあの風呂の使い方がわからなかった。クレイのシャツを着て、でかい革かわ靴ぐつでがたごととクレイの後をついていく。


　昨日見た浴よく槽そうには湯がたたえられていて、朝日の中に湯気が立っていた。その魅み惑わく的な光景にマルタはほわんとしてシャツを脱ぎ、木の床ゆかを踏ふんで浴槽に入る。


　あれ。腰こしのとこまでしかない。


「頭を前に」


　体育座ずわりになって頭を前に出すと湯をかけられたそのまま石けんで頭を擦こすられ、泡あわ立だてられて流される。石けん水が溜たまるのを見てマルタは少し憂ゆう鬱うつになった。つまり濯すすいだ湯を流すって事はしないんだ。肌はだが痒かゆくならないかなぁと考える。


「身体は自分で洗えよ」


「……僕ぼくそんなにだらしなく見えるかね」


「ああ」


　あっさり肯こう定ていされる。


　不満だ。








　クレイのバスローブをたくし上げながら、ごとごとと靴を鳴らして部屋に帰る。やっぱりちょっと痒い気がする。シャワーとか洗い場とかで流したい。この事に関しては間ま違ちがいなくオスタス市民とやらより僕の方がだらしなくない。ワールドカップにも燃もえなかった自分にナショナリズムがあるとは思ってなかったけれど、やっぱり日本人だし。違ちがうか。ナショナリズムとは関係ないか。


　思いながらもベッドの上に置かれたウーク服店の箱を開ける。


　薄い茶色地に、濃い茶色の千ち鳥どり格ごう子しの三つ揃ぞろい。


　後ろからクレイがやってきて言う。


「そっちは普ふ段だん着ぎ用だ。こっち」


　言って、別の箱をベッドの上に置くと、箱を開ける。


「うわ！」


　マルタは思わず言ってしまう。


　黒の礼服だった。


　高そう。








「……似に合あうとか似合わないとかじゃなく、体型がなぁ」


　クレイはすっきりと裾すその長い黒の上着と、白の立ち襟えりとパイピングのシャツ、それに黒のサテンの蝶ちようネクタイに白の手て袋ぶくろ、そして黒のゆったりとしたコートという出いで立ちで、長い髪かみをすっきりとまとめて黒の帽ぼう子しをかぶっていた。


　そうしているとこの若わかい医学生はなかなかハンサムで、さぞや女にもてるんだろうなと思えた。


「……どうせ胴どう長なが短足だよ。でもな、祖じ父いさんとかの世代よりは全然ましで」


　クレイの薄い鳶色の瞳にきろりと睨にらまれて、マルタは眉み間けんに皺しわを寄よせて黙だまり込こむ。わかってる。どうでもいいことだ。似合うとか似合わないとかではなく、失礼かそうではないかなのだ。


　真新しい黒い革靴は、馴な染じんでいなくて少し、いや、かなり痛いたい。細すぎるんだ、形が。オスタスの文化形けい態たいは、多分イギリス辺りのそれに近い感じだ。だから人種もそっちで、……あの服屋の奴やつはなんだかわかんないけど……、で、靴のサイズが狭せまいんだ。こんなんで歩けるのかな僕、とマルタは思う。


　居い間までトーリアスが来るのを待つ。柱時計の音が耳に障さわる。


「クレイは、どこの生まれなんだ？」


「訊きいても分からないだろう。異い邦ほう人じんの君には」


「……異邦人って何な故ぜわかるんだ？」


「君が何も知らないからさ。一体本当にどこの生まれなんだかな君は。海の向こうのことやなんかは私だって詳くわしくはない。あるいは密みつ航こう者しやなのかとは思うが……まぁ、私にはどうでもいいことだ。私は君が何故あの方に呼よばれたのかはわからないし、訊きたくもない。ついでに行けるというのはありがたいがな」


「クレイは……どこの生まれなんだ。ずっとオスタス？」


「君に言ってもわかるまいよ」


　いやまぁそりゃそうなんだけどよ。


　クレイは一いち応おう家主で、マルタは居い候そうろうだ。一応立場をわきまえてマルタは黙った。


　柱時計が静かに十回鳴った。


　音の静かなのを買ったんだとクレイは言っていた。


　同時に扉とびらが叩たたかれた。


　トーリアスが立っていた。黒コートに帽子。


「では、行こう」








　小路を抜ぬけて、待っていたのは馬車だった。


　黒い馬車で、扉に何かの紋もん章しようが描えがかれている。後でそれは盾たてとトルムの花だとマルタは知る。


　通行人はその馬車を遠とお巻まきに眺ながめ、誰が乗るのかと見守っている。御ぎよ者しやは灰はい色いろのウールのコートと六角形の帽子をかぶった慇いん懃ぎんな青年だ。


　マルタも黒のコートと帽子をかぶっているが、どうもこういうのよりも先せん刻こく見た茶の千鳥格子の服の方が似合っているような気がしてならない。


　だが、見み目め麗うるわしい医学生と、堅けん牢ろうな身体からだ付つきで堂々と歩く警けい官かんに両りよう脇わきを挟はさまれて、西洋の様な霧きりの街を、衆しゆう目もくの注意を引きながら歩くのは、悪い気分はしなかった。


　映えい画がの主人公みたいだ。


　そうだ、映画の主人公になったつもりがいい。


　こんな突とつ飛ぴなこと。


　だけれどマルタにとっては間違いなくこれが現げん実じつで、クレイが明らかにマルタとの同どう居きよを嫌いやがっていてあてには出来ない以上（なんて大人げない。ついでだから面めん倒どう見てくれるとか学校行かせるとかすればいいのに）、自分でどうにかしなくてはいけなくて、そうすると田た中なか先生が言うところの「働かないと死ぬ」という言葉が思い出されて……。


　……自分に出来ることなんか、『名めい探たん偵てい』のカードを使って探偵になることくらいしかないじゃないか。


　アウレカのことなんざどうでもいい。


　多分『名探偵』のカードは禁忌タブーに触ふれた。効こう力りよくを発はつ揮きして、『カード戦争』を本当にしている奴やつらを呼び出した。……思い出して怖こわくなる。そのことについてはもう考えないことにする。


　その結果アウレカの馬鹿野郎バーカがどうなったって、知ったことじゃない。


　明日の食事。


　そう、マルタに必要なのは職しよく業ぎようだ。


　ヒトに使われる？　冗じよう談だんじゃない。自分のことは自分でよく知っている。絶ぜつ対たい無理だ。向いてない。難なん度どが高すぎる。


　だから、名探偵になるしかないのだ。


　推すい理り？


　マルタは推理小説も随ずい分ぶん読んだが、面倒くさがりがたたってまともに読んだことがない。後ろから読んで、戻もどる。図書館の本で、登場人物紹しよう介かいで犯はん人にんに赤丸がつけられていたらありがとうなんて思うタイプの人間だ。


　推理力なんかない。


　あるのはカードだけだ。


　だから、今日はとても大事だ。


　トーリアスは昨日言った。


「……カード使いの存そん在ざいは我われ々われも知っています。そして、カード使いの方を見つけたらどうするかという指し導どうも、上から受けています」


　認みとめられ、保ほ護ごを受けられればきっとぐっと有利だ。だって、ほら、一文無しなのに、今僕は仕立てられた礼服を着ているし。靴くつが細くて足が痛いたい。くそ。


　だから、乗り切ってやる。


　ぎゅ、と口元を引き結んでマルタは馬車に乗り込んだ。








　威い厳げん。


　アンド格かく式しき。


　すっげ。


　マルタは生まれて初めて口笛を吹ふきたくなった。


　オスタスの中心にあるというこの場所。皇こう居きよもそうだ、東京の中央にあった。中になんか入ったことないけど。金で型かた押おしがしてある紋章入りの壁かべ紙がみ、赤いカーテンと金の房ふさ飾かざり。全体的に赤と金と銀で飾られた室内でしばらく待つ。決してけばけばしい感じがしないのは、ひとつひとつが重じゆう厚こうだからだ。


　門番はいかめしい制せい服ふくを着た半人半馬のケンタウルスだった。


　優ゆう雅がに行き交かうメイド達は、耳がとんがっていて長く、中ちゆう性せい的だ。エルフなんだろう。


　つまりここはそういう世界なんだろうなあ。


　読んだ本のうちにあったっけな。


　ハードボイルド探偵がユニコーンを探さがす話。確たしかあれの世界もこんなだった。


　窓まどの外は相変わらず霧きりだったが、幾き何か学がく的に刈かり込こまれた生いけ垣がきや花か壇だん、芝しば生ふが見えた。帽ぼう子しもコートも預あずけた。クレイもトーリアスも緊きん張ちようした面おも持もちで迎むかえが来るのを待っていた。


「お待たせ致いたしました。どうぞこちらへお進み下さい」


　細長い四し肢しの、耳のとんがった、男だか女だかは分からないが美しいとだけ理り解かいできる生き物が、制服を着て軽く頭を下げて言った。








　そう広くない部屋だった。赤絨じゆう毯たんが敷しかれ、段だんがあった。段の上にはカーテンが引かれていて、その奥おくに誰だれかがいた。


　時じ代だい劇げきの将しよう軍ぐんの謁えつ見けん場みたい。カーテンをすだれにしたらそのまんまだ。


「マルタ・サギー様。お進み下さい。どうぞ、段の上へ」


　エルフの中でも特に高こう貴き。そういう種族があるとするならきっとこの人がそうなんだろうな、と思える。マルタを案内しているのはそういう者だった。


　痛む足を騙だまし騙し、段を上がり、二重、三重と重なっていた重厚なカーテンの中へと足を進める。


「よろしいですか。この先、進みましてカーテンの中、お入りになりましたら椅い子すがございます。そこに腰こし掛かけられて、そうして決して振ふり向かぬようにお願い致します」


　言って、そのエルフは去った。


　一人きりになったマルタは、礼服の襟えりを少し直し、ごくりと唾つばを飲み込んで最後のカーテンを潜くぐった。


　そこは意外に明るかった。


　天窓のガラス越ごしに光が差しこんでいた。そこから見える空は相変わらず霧の白さではあったが、確かに陽光で、おそらくガラスに何かの細工がしてあるんだろうとマルタは思った。


　椅子があった。布の張はられた座すわり心ごこ地ちの良さそうな椅子だった。問題は、中央に対して背せ中なか向きに、壁の鏡に向けておかれているということだ。


　マルタは言われた通りにその椅子に腰掛ける。


「……この仕掛けは、ペルセウスという英えい雄ゆうの逸いつ話わを思い出させますね。僕の世界の物語ですけれど」


　誰に言うとなくマルタは語る。


「戦いの女め神がみの盾たてに姿すがたを映うつし、知ち恵えの神の剣けんで、見るもの全すべてを石にする魔ま物ものを討うち取るのです」


　ばさり、と羽根の音がした。大きな翼つばさの音。僅わずかに風が届とどく。


「髪かみの毛は蛇へび、身体からだは鳥、胸むねと顔は人間の女性。その魔物はメドゥサといいます。ですが髪の毛の蛇は知性の象しよう徴ちよう。万神の母とも呼ばれる偉い大だいなる神であって、魔物などではないのだとも言われています」


「面おも白しろいお話ですこと」


　明めい瞭りような発音と、美しい響ひびきの声だった。小さな鈴すずをいくつも鳴らしたような。


「……お目にかかれて光栄です。女王陛へい下か。椅子を立って、礼を取れないことが残念でなりません」


「私も、異い邦ほうの方と顔を合わせることが出来ずに残念ですわ。……ようこそエル・デール・デルガの都、オスタスへ。歓かん迎げい致しますわ、カード使いの方」




[image: ]


「……いたみいります。……いくつかお伺うかがいしたいことがあるのですが、不ぶ躾しつけでしょうか」


「いいえ。私もございますから」


　鏡の中にはまだ、何も映っていない。天窓から降ふる太陽光に照らされた、自分の姿が見えるだけだ。けれど、気配は強い。


　押おしつけがましくはない。とても自然だ。


　にじみ出す、威い厳げんというもの。


「……こちらでは、カード使いをどう扱あつかっておいでなのですか」


「軍・警けい察さつの上じよう層そう部ぶには、見つけ次し第だい王室に連れん絡らくなさいと指し導どうしております」


「……何なに故ゆえでしょう」


「……まず、お伺いしたいのですが、マルタ・サギー。貴方あなたは私の国にお住まいになりますか。あるいは他のカード使いの方々のように、目的を達したら別の世界に移い動どうしますか？」


　移動。


　どうやってするんだろうフハハハ。


　マルタは思わず半笑いになってしまう。あーいけないいけない。映えい画がの主人公がこんな顔したらコメディだ。違ちがうの。ジャンルはもっとシリアスなの。軌き道どう修しゆう正せい軌道修正。


「ええと、ぉ」


　こり、と額ひたいを人差し指で搔かいて考える。


「出来ればここで生活させていただきたいです。……カード使いは王室の補ほ助じよを受けたり出来るんでしょうか。……書類書けばいいならいくらでも書きますけど」


　だめだ、所しよ詮せんどうやっても格かつ好こう悪い。


　やっぱり対等に取引とかいうには自信も実力もない。


　鈴の声で笑い声が響く。その響きが何とも気持ちよくて、マルタは苦く笑しようする。こんな声で笑われたら、もうなんだって捧ささげる気になるなあ。


「仕事の斡あつ旋せんをしましょう。仕事は何をなさいますか」


「……僕ぼくは『名めい探たん偵てい』のカードを」


　っていうかそれしか持ってないんだけども。


「持っていますので、探偵業をしたいと思います。……このカードはとても支し配はい力りよくが強いので、神や悪あく魔まといった分野には僕は近づかないと思います」


「何故ですの？　神しん秘ぴ主しゆ義ぎに興きよう味みはおありでは？」


「真っ平です。それより僕は明日の食事の方が大事ですから。……正直一文無しなんです。この洋服も、トーリアス氏のご厚こう意いで誂あつらえていただきました」


　苦笑し、軽く両手を上げて洋服の存そん在ざいをアピールする。


「でしたらトーリアスに斡旋をお願いしておきましょう」


「ありがとうございます」


　何とかなりそう。マルタは少し安心する。


「それと、マルタ・サギー。オスタスで暮くらすのならば、言っておかなければならないことがあります。これだけは忘わすれないでください」


「……何でしょう」


「カード使いの存在は、市民達の目から常つねに特に秘ひ匿とくされなくてはなりません。カードという力は、市民達にとっては神の雷いかずちのような、特別で、理り不ふ尽じんなものです。けれどカード使いはこの国にやってくることがあり、存在している。私たちはそれを認みとめるが故に、秘匿せねばならないのです。貴方がカードを使って探偵の生なり業わいをなさるのでしたら、厳げんにそのことを市民に言い含ふくめ、守らせてください。もっとも」


　くすりと笑う気配。


　ああ、この人が笑うなら何でもする。


　心の底からそう思わせる気配だ。


「カードの効こう果かを話したところで、市民の誰が本気で信じる訳わけでもありませんけれどね。だからこそ、私たちは罰ばつ則そくや制せい約やくを設もうけずにいられるのです」


「ありがとうございます」


「けれど貴方自身はゆめゆめ忘れることがありませぬよう。貴方の存在は特別に秘匿されなくてはならないのです。それが私の望みでもありますよ、マルタ・サギー」


　す、と目を閉とじ、口元は微笑ほほえんで。マルタは自然に、心の底から言った。


「……僕は元来、忠ちゆう誠せいということを、感じたことはないのです。僕の国ではそれを感じる機会はとても少ないので。ですが僕は生まれて初めてそれを感じています。どう顕あらわして良いのかは分かりませんが……」


　跪ひざまずけたらそうするんだけれど、とマルタは自分の気持ちを不思議に感じながら言った。


「……僕の忠誠心は、今、全すべて貴女あなたのものです。女王陛へい下か」




　第六章　その怪かい盗とう







　それから三人はクレイの家に戻もどった。


　コートを脱ぬぎ、クレイが茶を出してしまえばここからはもう私的な時間だとばかり、トーリアスが身を乗り出して笑いながら言う。


「どうだ、我わが女王陛下は！」


「お前何か失礼な事をしやしなかったか？　大だい丈じよう夫ぶか？」


　マルタはことさら偉えらそうにダイニングの椅い子すにふんぞり返って座すわった。


「いやあ、トーリアス、女王陛下は本当に麗うるわしいな。市民ではない僕ぼくですら忠誠を誓ちかってしまったよ」


「むふふふふそうだろうそうだろう」


　クレイは一人、悔くやしそうに息を漏もらす。


「うう。私だって陛下にお会いしたいのに」


「ああ、僕だってお会い、はしてないさ。でも、同じ部屋にいた。ああ……光栄、と言うのはこういうことを言うんだろうな」


　胸むねを押おさえてほうっと溜ため息いきを吐つくマルタに、クレイは苛いら々いらとテーブルを叩たたいた。


「何という不公平！　研究熱心な医学生であるこの私はまだその光栄に浴することが出来ないというのに……ああ、麗しの女王陛下よ」


「うん、麗しいなぁ」


　にこにことマルタは言って茶を飲む。


「クレイ、お茶がおいしいよ。ありがとう」


　言ったら思いきり睨にらまれた。


「お前ら部屋に入れ、忘わすれてたが、夜に来客が一人あるんだ、くそ！」


「ああ、そうさせてもらおう。色々話をつめなければならんものな。この茶はもらうぞ。ポットを持っていってもいいな？」


　トーリアスがポットとカップを持ってそう言い、マルタもそれに倣ならってカップと茶菓子を手にした。








「まず当面の生活資し金きんと住居すまいが欲ほしいんだ。それと寝しん具ぐとか、服とか、洗せん面めん器きとかタオルとか鍋なべとかさ」


　ホントは電子レンジとか洗せん濯たく機きとかー。


　言いながら思いながら、マルタは礼服を脱いで、自分の身体からだに合ったシャツと、茶色の千ち鳥どり格ごう子しのベストに着き替がえる。


「まぁ、それくらいは資金枠わくの中で出せるだろう。事じ務む所しよも探さがしておく。事務所と住居は一いつ緒しよでいいな？　あまりいいところにはならんぞ？　金が有り余あまってる訳わけじゃないんだ」


　目の前で着替えをされても、別にトーリアスは何も思うところはないようだ。話は淡たん々たんと進む。


「ああ、それはいい。それと、仕事の斡あつ旋せんを。僕はカードを使うから、謎なぞがないといけない。浮うわ気き調ちよう査さや猫ねこ探さがしだと困こまるんだ」


　トーリアスはにやりと笑い、髭ひげを撫なでて言う。


「カードを使わずやればいいじゃないかね」


　マルタは肩かたをすくめて笑う。ボタンをのど元の一つを残して止め、ベッドに腰こしを下ろして椅子に座るトーリアスと向かい合う。


「自分のことはよく知ってる。そういう地道な仕事をやりきれるとは思わないさ。それにそういうことなら適てき任にんの私立探偵がいるんだろうしな。別にバカにしてる訳でも、言い逃のがれて楽をしたい訳でもないよ？」


「……まあ、聞いておくよ。俺おれには若わか造ぞうの臆おく病びようと、怠たい慢まんにしか聞こえないがな」


　トーリアスはにやにやとそう言う。マルタは僅わずかに頰ほおが赤くなるのを感じた。こいつ、真ま面じ目めに相あい対たいしてる。適当に言い逃れできないタイプだ。そして、ばれてる。


「……いよいよ仕事がなくなったら、そういう仕事も、するさ」


「まぁ、物ぶつ騒そうな事じ件けんも起こっているしな。手て詰づまりになったらお前に依い頼らいが行くかも知れない」


　トーリアスは沈ちん痛つうな目の色をして言った。


「今、解かい決けつしてもいいよ」


「バカ者。警けい察さつの威い信しんに関かかわるわ。大体今解決してもらっても、報ほう酬しゆうがどこから出るのか確かく定ていしてないから只ただ働きだ」


「うう。難むずかしいな」


「別に難しくはない。ちょっとだけ待てと言ってるんだ」


「うう。あ、そうだ。トーリアスとクレイは、どういう知り合いなんだ？」


　マルタは気になっていたことを突とつ然ぜん切り出した。


　冷れい蔵ぞう庫こか簞たん笥すみたいな体型のトーリアスと、ほっそりした色男面づらのクレイ。なんだかぴったり来ないのだ。仲は悪くはなさそうだったが、同種の人間だとは思えない。クレイが本を読んでいる間に、トーリアスはアメフトでもやっていそうだ。


「中学高校と同じクラスだ。なんとなく気があってな。趣しゆ味みは合わないけど」


「だろうね」


「なんだかお前失礼だな」


「……すまんね」


　ここでそれを言われても。








　クレイは、来客に茶を出した。先せん刻こくトーリアスとマルタに出したような投げやりに淹いれたものではなく、細心の注意を払はらって淹れた、真っ赤な紅こう茶ちや。


　細い磁じ器きの取っ手を持って、それを優ゆう雅がに口元に運んでいるのは、黒くろ髪かみの女じよ性せいだ。




[image: ]


「……では、お父上の跡あと目めを継つがれるのですか」


「跡目、というわけではありませんのよ」


　ふくよかな唇くちびるは紅くれないに彩いろどられて微笑ほほえむ。黒い長い巻まき毛を結ゆい上げ、のど元までを覆おおうドレスは喪も服ふくの黒で、それが故ゆえに美しさが際きわ立だっていた。


「ただ、なんと申しましょうか、父の遺ゆい言ごんと私の美び意い識しきが合がつ致ちしましたの。……戯ざれ言ごとと仰おつしやいますか？」


　女性はふふ、と笑う。


「……笑いはしません。先生はそういうのが大変お好きでいらしたから。……私は賛さん同どうできかねますがね」


「ええ。左様でしょうとも。こんな馬ば鹿か馬鹿しいこと」


「……馬鹿馬鹿しいと仰るならやらなければよろしいのに」


　呆あきれたようにクレイが言うのに、女性は更さらに謎めいた微笑みを浮うかべる。


「馬鹿馬鹿しい、というのは、やる価か値ちがない、ということと同どう義ぎではありますまい。もしもそうなら、生きていること自体をやめなくてはならない。私はそう考えますわ」


「……ほう」


　腕うでを組んで微笑むクレイに、女性は一口茶を飲んで言う。


「我われ々われは死に馴な染じみすぎている。……父の言葉ですけれどもね。娘むすめである私もその病やまいには感かん染せんしておりますわ。……私と父を知っている方にはさぞや失しつ笑しようものだとは思いますけれど、私にとってはこれも父の愛と思えば思えないこともないこともないのですのよ」


　女性の微び妙みよう な言い回しに、クレイは黙だまり込こむしかなかった。


　気まずい沈ちん黙もくの後に、何とか言った。


「えー……幸運を……」


「ありがとう。それと、一言言っておきますわ、クレイフル・ソーマンソー」


　空になったカップをかちりと、置いて、女性は立ち上がりながら言う。


「私は父の教え子の皆みなさんの中でも、飛び抜ぬけて貴方あなたが大だい嫌きらいです。それでも紅茶の淹れ方は素す晴ばらしい。癪しやくですわ」


　クレイはコート掛かけから彼女のコートを取ると着せかけてやりながら、少し寂さびしく微笑んだ。


「ええ、私は先生からも嫌われていましたから。何な故ぜでしょうね、不ふ可か解かいです」


　女性は肩かた越ごしに冷たくクレイを見み据すえた。その、エメラルド色の瞳ひとみ。


「そういう頭の悪いところが、少なくとも私は大嫌いです。……ご挨あい拶さつには参りましたが、二度とお会いすることはありませんわ。それでは。早くおくたばりあそばせ」


　そして彼女は玄げん関かんから出て行くと、霧きりの小道を抜け、大通りに止めてある蒸じよう気き自動車に乗り込むと、扉とびらを閉しめて大きく溜ため息いきを吐ついた。


「ああー、疲つかれた。クレイフル・ソーマンソーで、挨拶回りは終わりだよな？」


　運転席に座っているのはゴブリンだった。泥どろ色の皮ひ膚ふに角、矮わい軀くにきっちりと三つ揃ぞろいを着ている。


「終わりです。お嬢じよう様さま、嫌いなものを最後にお残しになるのは昔からの癖くせですな」


「ああ、あいつ大嫌いだからなあ。……さて、宝ほう石せき店に予告も出したことだし」


　言いながら彼女は後部座ざ席せきに置いていた鍔つば広ひろの黒い帽ぼう子しをかぶる。


「ジャック、車を出してくれ」


「はい、お嬢様」


「違ちがうだろ。今日から私を呼よぶときは」


　女性、マリアンナ・ディルベルタは、にぃ、と笑って言った。


「ドクトル・バーチと呼ぶように」








「私はオスタス市し警けいの警部補でもあるが、同時に女王陛へい下か直ちよつ轄かつの諜ちよう報ほう部員でもある」


　いかにも誇ほこらしそうにブラシ髭ひげを撫なでながらトーリアスが言う。


　そりゃあの女王陛下の下で働けるなら誇らしいだろう。


「ぼぼぼ僕ぼくだって今日、女王陛下の名めい探たん偵ていになったんだぜ？」


「……張はり合ってどうする」


　トーリアスに呆れた目で見られて唇を尖とがらせ、視し線せんを横に投げつつ、


「べぇつにー。張り合ってませんー」


　とか言ってしまう。


「……まぁ、君はまだ若わかいから仕方ないか」


　余よ裕ゆうを見せつけられて更に腹はらが立つ。


「目下、オスタスでの犯はん人にん逮たい捕ほの目め処どが立ってない犯はん罪ざいはいくつかある。まず、一つ目は、クレイも自警団だんの一人だが、連続殺人事じ件けん。被ひ害がい者は娼しよう婦ふや青年達だ。傷きず痕あとが同一な事から連続殺人という見方になっている」


「……傷痕？」


「後ろから髪を摑つかんで鋭えい利りな刃は物もので首を斬きって殺して、その後犯行現場で内ない臓ぞうを斬って、持ち去ってる。今のところ心臓と、肝かん臓ぞうと、胃と、膵すい臓ぞう、腿ももと胸むねの筋きん肉にく」


「……ひょっとしてそれって……」


　嫌いやな連想が頭の中に渦うず巻まく。


「下手すると喰くってるだろうな。肉屋のラインナップだ」


「うわーぁ」


　マルタは言って、思わず変な笑えみを浮かべて窓まどの外に視線をやる。


「なんだよオスタス、退たい廃はいの都かよ。ジャック・ザ・リッパーか？」


「なんだそれ」


「ああ、切り裂さきジャックって言って、僕の世界の犯罪者だよ。もうずっと前の話だけどやっぱり娼婦や女性を殺した。警察に挑ちよう戦せん状じようを書いたりして挑発して、結局捕つかまらなかった。一世紀経たってもファンは多いよ」


「不ふ快かいだな。捕まえてしまえばただの犯罪者だったろうに」


　トーリアスはむすりと言う。マルタは少し考えて言う。


「それは、全くだ。……捕まらなかった、ということは、想そう像ぞう力りよくをかき立てるけれど、ジャックは所しよ詮せん殺さつ人じん鬼きで許ゆるすべきではないと僕も思うよ。……犯罪には、憎にくむべきものと、そうではないものがあると僕は考えている」


　言葉を聞いてトーリアスは苦笑する。


「……私は警察官だからな。犯罪はおしなべて許す立場にないが……まあ、君は探偵だものな？」


「ああ。人を裁さばくのは神と裁さい判ばん官かん、犯罪者を捕まえるのは、警察官。……謎なぞを暴あばくのが、探偵の役目だと思っているよ。そこに是ぜ非ひはない」


　ましてやカード使い。


　それはもう乱らん暴ぼうなまでに、謎は暴かれるだろう。


　トーリアスはそう思い、ふと思いついて口に出す。


「ああ、そうだ、そういえば、さっきのジャックの話で思い出したが、今夜、雪の女王という宝ほう石せきを盗ぬすみに来ると予告したバカがいるぞ。宝石店とオスタス市警で一いち応おう厳げん戒かい態たい勢せいだ」


「へぇ」


　マルタの顔が輝かがやいた。


「これで、見事予告を完かん遂すいできたら、怪かい盗とうと呼ばれるんだろうな」


「そういう馬ば鹿かなロマンを蔓まん延えんさせないために、市警がおるんだが」


　むすりとトーリアスが言って、マルタは失言をしたかなと思ったが、トーリアスの瞳がふと悪いた戯ずらげに輝く。


「これで市民に迷めい惑わくをかけず、警官にケガもなければ、私だって喝かつ采さいを送る。……件くだんの宝石店の店主は強ごう突つく張ばりの下品な野や郎ろうだ。雪の女王の持ち主には到とう底ていふさわしくない」


　へえ、と短く息を吐ついて、マルタはトーリアスを見つめる。


「……警察の中で浮いてないか？」


「かもな。だが、別に構かまわんさ。仕事に支し障しようがある訳わけでもないし、私も彼らもオスタスの平和を守る使命があると考えているのは同じだ。気が合わなくても同どう志しは同志さ」


　マルタは、それを聞いてつくづくと微笑ほほえむ。


「……僕はここに来たばかりだけれど、素す敵てきな女王陛へい下かがいらして、あんたみたいな警官がいるなら……悪くない街かも知れないな」


「どうだろう。ともあれ、オスタスへようこそ。名探偵、マルタ・サギー。明日には事じ務む所しよの下見に一いつ緒しよに行こう」


　そう言うと、トーリアスは立ち上がり、握あく手しゆをして帰っていった。








　トーリアスを玄げん関かんまで見送り、戻もどろうとするとクレイと会った。クレイは茶器を洗あらっているところで、ダイニングには僅わずか、香こう水すいの匂においがしていた。一時期母親がアロマに凝こっていたので、マルタは香かおりに少し詳くわしい。杜ね松ずと、化け粧しよう品ひんの匂い。


　女性らしい香りと、きりりとした香りが入り交じっていた。


「……もてるじゃないか？　美人の残のこり香ががしてる」


「早くおくたばりあそばせとさ」


　クレイの言葉に、マルタはくすりと笑ってしまう。


「惚ほれそうだ」


「私はタイプじゃない。応おう援えんするよ。トーリアスから改めて君の世話を頼たのまれて、金を預あずかった。今日は君の分も肉を買ってあるからな」


「ありがとう」


「それと足をどうしたね」


「え」


　金きん属ぞくの洗あらい籠かごにカップを伏ふせ、布ふ巾きんを広げて手を拭ふくと、クレイは言った。


「部屋に行こう」


　クレイの部屋は本ばかりだった。棚たなから救急箱を取り出し、マルタを椅い子すに座すわらせると、もう一つの椅子に足を乗せさせた。


「……この家、空いてる部屋いっぱいあるんじゃないの？」


「ああ。卒業して資し格かくがとれたら、ここで開業しようと思ってね。親が死んで遺い産さんが入ったから思い切って買ったんだが、居い候そうろうを養うつもりは毛頭ないからな」


　ピンセットで摘つまんだコットンを消毒薬に浸ひたし、マルタの足の親指の付け根と小指の付け根、踝くるぶしの下と中指の関節の、皮ひ膚ふが破やぶれて血が出ている所に押おしつけていく。


「っ、ぎっ、ぐ、ぎゃ」


　しみる痛いたみに変な声が出るマルタに、クレイは冷たく言う。


「我が慢まんしろ。……靴くつが合わないんだな。まあ、革かわが馴な染じむまでの我慢だ。ここじゃみんなそうしてる。革に靴クリームを良く塗ぬるんだな」


　マルタは長く溜ため息いきを吐つく。


「サンダルとか室内ではいてもいいかい」


「ダメだ、みっともない」


　マルタはもう一度長く溜息を吐いた。


「……明日、トーリアスと事務所の下見に行くよ。ここにはそう長居はしないから。拾ってくれてありがとう、感かん謝しやしてる」


　近い距きよ離りで、眼鏡めがね越ごしの鳶とび色の瞳ひとみがマルタを見つめる。


「……一応、医学を志こころざすものとして当然のことだ。が、お前に言われるとなんだかおかしな感じだな？」


「僕だって礼ぐらい言うさ。まあ、あと数日、よろしく頼むよ」


　ふ、とクレイの口元が笑みの形を作る。


「……その言いぐさが偉えらそうなんだよな」








　その夜もクレイは外に出て行った。手に杖つえを持って。


「護ご身しん用だよ。仕し込こみ杖というわけにはいかないんだけれどもな」


　そんなことを言って、霧きりとガス灯の灯ともる中、仲間と連れだって出て行った。


　マルタは自室の窓まどからクレイの姿すがたを見送り、カーテンを閉しめて、服を脱ぬぐとベッドに入る。パジャマも買わなくては。


　暗くら闇やみの中で、マルタは目を閉じる。


　とても魅み力りよく的なゴルゴンの女王陛へい下かの統とう治ちする、霧の街オスタス。


　平和を守ろうとする警けい察さつ官かん、予よ告こく状じようを出す怪かい盗とう。嫌きらわれ者の宝ほう石せき商しようの手に落ちた、気高き宝石、雪の女王。トカゲの服屋に先進的なブラウニー。いかめしいケンタウロスの王宮番兵、まるで雲うん母ものような輝かがやく瞳のハイエルフ。行き交かう馬車と蒸気の車、そして闇を闊かつ歩ぽする殺人者。


　オスタスの霧の夜。


　人ひと気けのない煉れん瓦がと石の街角に、ガス灯の明かりを反はん射しやしてひらめく鋭えい利りなナイフ。柔やわらかい皮ひ膚ふをそれが撫なでると血しぶきが上がり、扇おうぎ状じように霧が赤く染そまる。素す早ばやい行こう為いに悲鳴上げる暇ひまもない。


　血を流しながら冷たい石いし畳だたみに横たわる被ひ害がい者の服を、ナイフで裂さいて、よどみのない手つきで内ない臓ぞうを切り取り、分ぶ厚あついガラスの瓶びんに入れて蓋ふたをする殺人者。


　コートの中に瓶を抱かかえ、返り血の一滴てきも浴びずに静かに立ち去る。


　残るのは夜の中の一つの死。


　月さえ見ないその惨さん劇げき。


　マルタはじっとりと全身に汗あせをかいて目を覚ます。


　僅わずかなカーテンの隙すき間まから、遠い街灯の光が漏もれている。


　いつの間にか寝ね入いってしまい、悪い夢ゆめを見た。


　軽く、手で顔を拭ぬぐうと気持ちの悪い汗をかいていた。


　食堂の方で、水を使う音がした。


　トイレのついでに、顔を洗あらおうと思い、ベッドから抜ぬけ出てシャツを着て、下着とズボンをつける。面めん倒どうくさい。


　包帯を巻まいた両足で、靴を履はかずに廊ろう下かに出る。


　台所に灯あかりがついていて、クレイが薬や缶かんで湯を沸わかし、ガスコンロの前で換かん気き窓まどを開け煙草たばこを吸すっている。


「……お帰り」


「眠ねむってたか。靴は履け。化か膿のうする」


「いたくて履けないよ」


　眠っていた目には灯りが眩まぶしくて、目を擦こする。


「あんた、煙草吸うんだ」


「たまにな」


「今何時」


「一時になるところ」


「……大変だな」


　クレイはふ、と笑う。


「明日は大学は休みだ。昼まで眠るさ」


「それにしたってさ。偉えらいんだな」


　ふ、と鼻で笑ってクレイは言う


「褒ほめても茶くらいしか出ないぞ。しかも煙草臭くさいのしか」


「僕の舌したじゃわかんないよ。悪い夢を見てさ。喉のどが渇かわいたところだ。貰もらえるとありがたいな」


「……顔を洗っておいで。悪い汗をかいてる。小こ菊ぎくのお茶にしてやるから。匂においが甘あまい。眠たくなるぞ」


　トイレにつま先立ちで入って小便をして、顔を洗う。水は切れそうに冷たい。オスタスはマルタの家より静かだ。


　車の音がしない。蒸じよう気き自動車の普ふ及きゆうもまだそれほどではないようだし、なにしろ、夜遊ぶ場所はそう多くはなく、ここは、閑かん静せいな住宅街だからだ。


「……それでも、この夜のどこかでは誰だれかが殺されていたりするんだろうな」


　普ふ通つうの学生だった時には考えなかったことを考えるのは、この静かさのせいだろうか。


　殺人の起こらない夜は、ないという。


　何かに書いてあった。


　手を洗って、深夜の水の冷たさに震ふるえながらタオルで手を拭ふく。


　食堂に戻もどると茶の用意がしてあって、クレイに足を上げていろと言われて、椅い子すの座面に両足を上げ、金色の茶を飲む。


　初めて飲む味がした。


　夜中に起きて誰かが傍そばにいるのは、マルタにとって本当に久ひさしぶりの体験で、なんだかこそばゆい。アウレカとはこんな時間はなかったし。


「足は痛いたまないか」


「ああ、少し。でも平気だ。……クレイは腕うでがいい。いい医者になるよ」


「お前に言われてもな」


「君も可愛かわいくないよな」


「お前も可愛くないよ」


　柱時計の音だけがこちこちと深い夜の中響ひびく。








　朝になって起きる。


　包帯の下の傷が多少ましになっていたから、靴くつを履く。物もの凄すごく悩なやんで、踵かかとを潰つぶす。だって痛いし。適てき当とうに服を着て食堂に行くと、クレイはまだ眠っているようで、起きてきてはいなかった。


　新聞受けまでのたのた歩き、隣となりの婦ふ人じんと目があったので微笑ほほえんで挨あい拶さつをする。


「おはようごさいます」


「……おはよう。ソーマンソーさんの……ご友人、かしら？」


　いかにも話し好きそうな、エプロンをつけたまま花に水をやっている婦人。今日も天気は霧きり。


　なんて答えてやろうかな。


「弟です」


　にっこり笑って言う。


　いろいろ憶おく測そくするがいい。今日一日楽しく過すごせるよ？


　そう胸むねの中で思いながら、玄げん関かんポーチから、中に戻って玄関の鍵かぎをかけて、食堂のテーブルに新聞を置く。


「さて！　怪かい盗とうの顚てん末まつや如い何かに！」


　トーリアスから聞いて、実は結けつ構こう気になっていたのだ。予よ告こく状じようを出す怪盗。わくわくして一面を見れば。


「……なんだこりゃ」


　思わず呟つぶやいてしまった。第一面の見出しはこうだった。


『スレイリードラゴン到とう着ちやくせず』


　スレイリードラゴンって、何だ？　一面全部だ。


　がさがさと捲めくっていくと、ようやく三面に小さく載のっていた。


『怪盗ドクトル・バーチ、予告通り』


「へぇ」


　マルタの口元が綻ほころぶ。痛つう快かいだ。だが、その横の記事に、凍こおり付いた。


『連続殺人、新たな犠ぎ牲せい者しや』




　第七章　スレイリードラゴン誘ゆう拐かい事件







　クレイはまだ眠っている。


　自じ警けい団だんによる昨さく夜やの警けい邏らは無む駄だに終わったようだ。マルタはふう、と息を吐つく。やりきれない気がする。


「クレイががっかりするだろうな」


　被ひ害がい者は大学生。友人の誕たん生じよう日びの祝いわいで酒を飲んで遅おそくなったところを襲おそわれた。友人達は泊とまって行けと止めたが、次の日は試験があるのだと寮りように戻もどる途と中ちゆうだったという。今回奪うばわれたのは、


「……肩かたロースかぁ」


　上じよう腕わんの一部、と記事には書かれていて、マルタは息を吐く。


　我われながら趣しゆ味みの悪い発言だと思ったが、トーリアスとのやりとりがあるだけに頭から離はなれない。猟りよう奇き連れん続ぞく殺さつ人じん。夕ゆうべ見た夢、はまあ関かん係けいないだろうが。自分は超ちよう能力者でも予知能力者でもなんでもない。ただの『名めい探たん偵てい』のカード使い、略りやくして名探偵だ。


　溜ため息いきを吐いて前まえ髪がみを上げる。


　この街のことなんかほぼ何も知らない。


　今日辺りふらついてみようかとも思うが足が痛い。柔やわらかい靴くつが欲ほしいなと思う。


　新聞を見るとそこここに三行広告があったりするので、靴屋のがないかなぁと思って見て行く。三店あった。トーリアスに金も多少もらっているから買いに行ってもいいなと思う。


　それにしても、怪かい盗とうドクトル・バーチの事や連続猟奇殺人事件を押おしのけて一面トップ、二面三面にも関連記事が大きく載のる、この事件はいったい何なんだろう。マルタは疑ぎ問もんに思って読み込む。


　そもそも『スレイリードラゴン』とは何か。


　ドラゴンというからにはマルタがイメージするところの西せい洋よう風ふうの竜りゆうだろうと思った。実じつ際さいそのようではあるがどうやらそのドラゴンは寝しん台だい特とつ急きゆうに乗るサイズで、しかもチェダーチーズが好こう物ぶつ、エルドリースの詩し集しゆうをこよなく愛し（マルタにはエルドリースが詩人の名であるか、それとも出版社の名であるかも判はん別べつはつきはしないのだが）しかもオスタス市議会がずいぶんがんばって、ようやく招しよう聘へいに成功したらしい。


　……なんでだ？


　マルタはよくよく新聞を読んでみたが『その能力に期待がかかる』とかいうだけで肝かん心じんのその能力が何であるのか、全まつたく書かれていないのだった。


　まぁ、これは多分『総理大臣』と書かれてはいてもそれが何かは説明されないのと一いつ緒しよなんだろうから、クレイに聞けば分かるだろう。








「スレイリードラゴンは向こう百年間の予よ知ちをする竜だよ。主に災害と犯罪のね」


　九時頃に起きてきたクレイは手て早ばやくパンケーキの種たねをボウルでかき混まぜ、鉄のフライパンに流し入れる。アウレカもそうだったが、料理を作れる人間は魔ま法ほう使いみたいだ。邪じや魔まにならないようにキッチンの入口でクレイの手て元もとを見つめる。


「当たりもするし外れもする。それでも当たることがあるから、みんなスレイリードラゴンを引き出したがるんだが、スレイリードラゴンは色いろ々いろ言われるのが嫌いやになって、五百年も前に山の中に引っ込んだんだ」


　ぽん、とパンケーキが宙ちゆうに舞まい、半回転してフライパンの中に戻る。金色のパンケーキと、黒いフライパン。焼ける音おとと匂においがしてマルタは空くう腹ふくを強く感じる。


「それを、今回市議会と女王陛へい下かの請せい願がんでオスタスに来て、予知をするってわけだ。スレイリードラゴンはその場所に来ないと予知が出来ないからな」


「ふぅん。しかしなんだってまた」


　マルタは手に持った新聞に視し線せんを落おとす。


　オスタスセントラルステーション中央駅に、その列車が着いた時、スレイリードラゴンは乗っていなかった。最さい後ごに確かく認にんされたのはリジンストン駅で、警けい備びに当たっていた警察官が、窓から弁べん当とうを買っているのを見ているし、弁当売りも覚おぼえている。因ちなみに買ったのはニシンの酢す漬づけ弁当。リジンストンの名物で、全国駅弁大会でも毎年上位入賞する逸いつ品ぴん。でもまずそう。マルタは思って鼻に皺しわを寄せる。ここの記き事じだけやたら詳くわしいのは何な故ぜだ。記者が好きなのか。


「スレイリードラゴンの予知は金になる。半はん々はんの確かく率りつでも当たる時は当たるからな。旱ひでりとか洪こう水ずいとかテロリズム、殺人、誘ゆう拐かい。年月日まで当たるんだ、絶対でなくても欲しいだろう。まあ、どこの誰だれが誘拐したのかはわからんが、その価か値ちはあるってことさ。焼けたぞ。食べよう」


　言ってクレイはパンケーキの皿をマルタに渡わたし、自分は盆ぼんに蜂はち蜜みつやバター、ジャムや紅茶を載せて、食堂に向かった。


　マルタは朝起きた時に、パンを三切れ食べていたが、クレイのパンケーキはおいしかった。


　食事を終えて、洗あらい物ものをすると、洗面所で身み繕づくろいをして部屋に戻って、茶色の千ち鳥どり格ごう子しの三みつ揃ぞろいを着る。


　部屋の鏡かがみでちょいちょいと髪をなでつけ、鼻はな歌うた交まじりでネクタイを直し、カードを内ポケットに三枚忍しのばせる。


　ああ、靴買いに行かなきゃ。時間あるかな。


　窓から、トーリアスが早はや足あしでやってくるのが見えた。


「準備は万ばん端たんですよ、警部補。でもちょっと靴屋に寄らせて下さいね」


　マルタは軽く歌うようにそう言って、玄げん関かんに向かう。








「それで？　その名探偵氏というのはいついらっしゃるんですか？」


　金きん髪ぱつを全部後ろになでつけた、水色の目の線の細ほそい紳しん士しが、鼻の下に蓄たくわえてカールさせた髭ひげを扱しごきながら言う。ハーフエルフである彼は貫かん禄ろくを求もとめて髭を蓄えているのだが、所しよ詮せんそれはエルフ特とく有ゆうの優ゆう雅がなもので、ほっておけばたおやかに下がるのだが、彼は必ひつ死しで毎まい朝あさカールさせているのだ。


「お待たせして申し訳ない、バーナード卿きよう。今、トーリアス警部補が迎むかえにでているのですが」


「私に謝あやまるのではなく、お待ちになっている陛へい下かに謝しや罪ざいをしていただきたいですな！」


　場所は王おう宮きゆうの一いつ室しつだ。


　スレイリードラゴン失しつ踪そう事じ件けんは、オスタス市し警けいと王宮が総そう力りよくを上げて解かい決けつに向かうべき問題だとの総そう意いを得えて、王宮に本部が設せつ置ちされるという異い例れいの事態になった。


　これは女王陛へい下かたっての希望で、そうとなれば従したがわない人間はあまりいなかったし、そもそもオスタスの公こう務む員いん達たちは、強い忠ちゆう誠せい心しんを女王に、そして高い誇ほこりを自分の職しよく務むに持っている。そのため事件の解決の為ため、女王陛下の御おん為ため、市民の平和の為と言った正しくまっとうな動どう機きでなければ恥ずかしくて、女王陛下の提てい案あんに異い議ぎを申し立てることなどできやしないのだった。それにどこに本部を設せつ置ちするかという問もん題だいは、今は微び々びたるものに思えた。


　王宮の一室に無ぶ粋すいな移い動どう式しきの黒こく板ばんと机、捜そう査さ報ほう告こく者しよと責せき任にん者しや達が集められる。そしてそれを聞き、善ぜん後ご策さくを練ねらなくてはならないオスタス市議会の議員達。


　ハーフエルフのバーナード卿は、オスタスでも一、二を争あらそう探偵である。市警の嘱しよく託たくを受け、何度も凶きよう悪あく犯はん罪ざいを解決に導みちびいたり、あるいは変に攪かく乱らんさせたりしているが、スポークスマンとしても市民向けのイメージアップとしても、彼のような存在は便べん利りだった。


　その彼が「女王陛下が名探偵をお呼びしましたから」と王宮のものに告つげられて、心こころ穏おだやかであれるはずがない。


　それは実はこの部屋にいるコの字型に並べられた机に着ちやく席せきしている市議会議員代表も、警察関係者も、王宮の担当者も同じだった。


　名探偵、ってなんだそりゃ。


　しかもマルタ・サギーなんて聞いたこともない。いくら女王陛下が、


「まあ、間ま違ちがいはないと思いますよ？」


　なんて言ったとしても、簡かん単たんに信用できる訳もない。


　それでも大人しく待っているのは女王陛下がそう言ったからなのだが。


　時計の音がこちこち響ひびき、バーナード卿は苛いら々いらとステッキの握にぎりを磨みがく。ぼそぼそと会話が交かわされる居い心ごこ地ちの悪い時間が流ながれる。


　バーナード卿がまた何か文句を言おうとした時、ノックの音がした。


「どうも、遅おそくなりまして」


　靴屋の袋ふくろを抱かかえたトーリアスが困こまり笑え顔がおでやってきた。


「……遅ち刻こくして、ショッピングとはまた優ゆう雅がなことですな、トーリアス警部補！」


　うわ、いたのかよという思いをあからさまにトーリアスは顔に出すが、一いつ瞬しゆんでかき消して言った。


「これは、バーナード卿。ええ、本当に申し訳ない。名探偵氏が靴くつ擦ずれで大たい変へんでしてな。そう。紹しよう介かい致いたしましょう、名探偵マルタ・サギー氏です」


「あっども。皆みなさんお揃そろいで」


　千鳥格子の三つ揃いに白シャツ、ネクタイ。頭にはハンチングをかぶった、まだ成せい人じんしていないと一目で分かる人間の少年。


　髪かみは黒、目も黒、肌はだはよく言えば象ぞう牙げ、悪く言えば黄色。


　姿し勢せいは良くなくはっきり言ってひ弱そう。頭だってさほどよさそうでもない。


　これが？　名探偵？


　全員の訝いぶかしげな視線を受けつつ、マルタは会議室の隅すみの椅い子すに腰こし掛かける。


　一いち応おう楽らくな靴を見つけたとはいえ、昨日の靴擦れが痛むのだ。


「すみません、足、痛くて。マルタ・サギーといいます。……僕ぼくが最後なら、始はじめて下さい。何するか知らないけど」


　最後の一言はマルタとしては冗じよう談だんのつもりだったのだが、場の雰ふん囲い気きはがりっと悪くなってしまった。


　……まぁ、そりゃそうか。失敗したなぁと思う。


「では、スレイリードラゴン失踪事件のあらましと、捜そう査さ状じよう況きようの報告を、ゲルス警部から」


　進行役らしい王宮の警けい備び服ふくを着た紳しん士しがそう言い、いかにも胃いの悪そうなひょろ長い男が立ち上がり書類を手にして朗ろう々ろうと読み上げた。


「スレイリードラゴンは十月二日の午後四時に住まいであるところの洞どう窟くつ……場所は特に伏ふせさせて頂いただきます。から出発、某ぼう駅えきから電車に乗り込みました。賓ひん客きやくでもありますが、それ以上に機き密みつ性せいを重じゆう視ししまして、籠かごに入って頂き、特とつ級きゆう車しや両りようの一室にて、オスタスへ向かって頂くことに致しました。列車番号はＤのア・５２８９─２。時じ刻こく表ひよう、路ろ線せん図ずはお手て元もとの書類の三ページ、四ページにあります」


　言われて一いつ斉せいに紙を捲めくる音がする。マルタも捲った。


　知らないところの路線図とか時刻表とか、わくわくする。山とか湖みずうみとかあるのかな。なんとか温泉駅とかあったらそのうち行きたいなー。


「スレイリードラゴンの客室の前に、オスタス市警のものを二名、車両は一車両借り切りまして、連れん結けつ部ぶに各一名ずつ。空き部屋には二名ずつ詰つめさせまして、他の車両一車両に二十名同どう乗じようさせ、駅での乗じよう降こう時じにはその二十名に車両の周まわりを固かためさせました」


　その様よう子すを脳のう裏りに描えがいて、思わずマルタは軽かるくにやつく。


　警官一いつ杯ぱいで漫まん画がみたい。


「名探偵殿どの、何か、愉ゆ快かいですかな」


　バーナード卿がそう言い、マルタは軽く手を挙げて首をすくめてごまかした。なんか、呼こ称しよう に棘とげがあったが気にしないことにする。手元の紙を捲り、座ざ席せき表ひようを見つける。


「市警嘱託探偵　バーナード卿」。で自分のとこには「名探偵Ｍ氏」。


　トーリアスには名乗るなとは言われていない。カード使いの存在は特別に……。なるほど。女王陛下に言われたことを思い出す。


　バーナード卿は、僕の事なんか気にしなくていいのにな、と思う。だって僕は『名探偵』ではあるけど、探偵じゃないんだし。


「最後にスレイリードラゴンの姿すがたが確かく認にんされたのはリジンストン駅。スレイリードラゴンがどうしても名物のニシンの酢す漬づけ弁当が食べたいと言うので」


　そこで何人かがしたり顔でうんうんと頷うなずいたのを見て、マルタはああ、やっぱ峠とうげの釜かま飯めし弁当くらいには有名で人気あるんだと思った。でもニシンの酢漬けって美お味いしいのかな？　食べたことないしな。手元に置いてあった鉛えん筆ぴつを手に取って、リジンストン駅に○をつけてニシンの酢漬け弁当と書き込む。オスタス中央駅までは十二駅。


「移動は時刻表を見て頂ければ分かる通り、特急カモシカ５号ですので、実じつ質しつ、リジンストン駅からの停車駅はありません。ですが、実際……」


　そこで警部は一度声を止め、息を詰めると何か言いたそうに片かた手てを振ふり、あげく目め元もとを押おさえて溜ため息いきを吐ついた。


「……スレイリードラゴンはそこにいなかった、と」


　進しん行こう役やくが代かわりに言い、顔かお色いろの悪い警部は顔を真っ赤にするとぶるぶる震ふるえて何度も頷うなずき涙なみだ声ごえで言った。


「オスタス市警に入にゆう署しよしまして二十五年、女王陛へい下か、ひいてはオスタスの為ためにと粉ふん骨こつ砕さい身しん、やってきたつもりであります。それが、よりによってこんな、国こく政せいに関かかわる大だい事じに」


「ああっ警部殿」


「お気持ちよく理り解かい致しますぞ！」


「男おとこ泣なきの涙ですなぁ」


「トーリアス、ニシンの酢漬け弁当ってそんな美う味まいの？」


　マルタがトーリアスに向けて言った言葉は変なタイミングで場じよう内ないに響ひびき渡わたり、次の瞬間会議室内は水を打ったように静しずかになった。


　漆しつ喰くいの飾かざりや水みず色いろの壁かべ紙がみや、金モールのカーテンとかに、午前の霧きりのうす明るさが反はん射しやしたり、時計の音が響いたり。


　全員の視線を受けて、マルタは凍こおり付ついた笑いを浮うかべ、背せ筋すじに冷や汗あせを垂たらす。


「……どうやら名探偵氏はスレイリードラゴンの行ゆく方えよりも名物駅弁の方がお気になられるようですな」


「アハハ、だってまぁそりゃそうでしょう」


　全員に睨にらまれた。


「……っ、あー……」


「俺おれは知らんからな」


　頼たのみの綱つなのトーリアスが腕うでを組んで憤ふん然ぜんと言う。酷ひどい。


「……僕だって知らないよ」


　もう、面めん倒どうくさいなぁ。


　僕はバイトだってしたことないし、関かかわり合あう大人なんかいなかった。学校の教師なんか、関わり合うとかいう以い前ぜんの話だし。


　社会に出ればこんな、まわり中全部権けん威いっぽい大人、なんてことはままあるんだろうが、マルタには初めてのことだ。


　だけど、まぁびびってても仕し方かたがないし。ここで無む力りよくな少しよう年ねんの役やくやってんのも面倒くさいし。


「よっこらしょっと」


　帽ぼう子しを押さえて机に手を突ついて飛とび越こす。全員がぎょっとした顔をした。トーリアスにまで睨まれ、マルタはしまった、と思いながら帽子を直す。あ、帽子は取るべきなのか。思いついて帽子の庇ひさしを取って、胸むねに当てる。


「えー。『名探偵』です。……誤ご解かいがあるようですので言っておきますが、多分、探偵ではなく……ああ、面倒くさいなァ……」


　我われながら苛いら々いらしてきた。なんて言ったらいいか。居い並ならぶ全員に睨まれて。全員偉えらそうなおっさんで。怖こわいとは思わない。本当に怖いことならもう体たい験けんした。


　自分には手も足も出ないと思う、絶ぜつ対たい的てきな平へい伏ふく感かん。


　逆らおうとさえ、不ふ条じよう理りだとさえ思わなかった。


　アウレカは一体どこへ行ったんだ。塵ちりになったといわれても信じる。それほどの力。あれ以上のことなどない。


　上着のポケットからカードを一枚取り出す。途と端たんに場内にざわりと驚おどろきの波が走る。反応がない者もいた。


「……まず、ご注意を。僕の存在は、特別に秘ひ匿とくされなくてはなりません。これは女王陛下の意い思しであり、平へい穏おんな国民生活の為でもあります」


　あれだけの会かい見けんで、僕を心しん酔すいさせた女王陛下。御おん為ために。でも基き本ほん的てきには僕は僕の為に。


　ここでカードの力見せつけないと、開かい業ぎようしたってどうにもならない。稼かせがないと飢うえ死じにか凍とう死しだ。どっちも嫌いやだ。暖あたたかいとこでおなかいっぱいでいたいのなんか、人間全員そうだろう。


「皆みなさんが公おおやけに、あるいは私的に発言してもいいのは、マルタ・サギーは名探偵である、と言うことだけです」


　だって宣せん伝でんしてもらわなきゃ。


「ですが、僕がこの件けんに関かかわったというのは、秘ひされるべきでしょう。僕が口こう頭とうで名な乗のるのは許ゆるされているのに、お手元の文ぶん書しよには名探偵Ｍと表ひよう記きされているように」


　それは、女王陛下の意思だろう。


　僕は、カード使いは特別に秘匿されなくてはならない。


「僕に推すい理りは必要ない。金の粉が現れ消えたら、すでに事件は解決している」


「ほ、ほぅ。大した自じ信しんですなぁ。それではなにかね、君、犯はん人にんがこの場に現れるとでもいうのかね」


　こめかみをひくつかせながらバーナード卿きようが言うのに、マルタはにやりと笑う。


「……さて、どうでしょう」


　僕にも分からないとはまさか言えず、適てき当とうに誤ご魔ま化かす。


　まぁ、神様相手にも効きいたんだ。誘ゆう拐かい犯はんか、手て違ちがいか、でなきゃニシン好きのドラゴンか、いずれにしたって効くだろう。
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　マルタはぴしりとカードを掲かかげる。作った呪じゆ文もんは覚おぼえてる。


「I'm Marta Saggy !」


　英語の文。ここの者達にはどう聞こえているんだろうか。


「Open your fuck'in gate of THE POWER.」


　カードの縁ふちに金の光が走る。あの、妖よう精せいの粉こなと同じ輝かがやき。どこからか力ちからがやってくる。門もんを開け、支し配はいを及およぼせ、目の前にある謎なぞと困こん難なんを、お前の力で屈くつ服ぷくさせろ！


「I will use the card ...」


　そのために僕は君きみを使う。


　君の力を見せるがいい。


　カードから、金粉のようなものが噴ふき出だして渦うずを巻いて広がる。部屋の中にどよめきが広がる。マルタは高くカードを掲げると高たからかに宣せん言げんした。


「──── "DETECTIVE名探偵"!!」


　マルタの手の中でカードは金粉に変わって崩くずれる。


　奇き跡せきの発動はすぐではない。


　マルタは、手の中に残り、そして消え去るカードの鼓こ動どうを感じる。


　発動はしている。時間さえさかのぼり、因いん果がの律りつをいじくって。


「……ふ、な、なんだ。何も起きないではないか。この程てい度どの手て妻づまなら、先せん年ねんの博はく覧らん会かいでもう少しましな物を見ておるわ」


　バーナード卿が言う。


　発動はしている。


　カードがマルタに教えてくれる。


　妖精の粉の残のこり香がが鼓動のように伝えてくれる。


　力はどこからかやってきた。


　門は確かに開あけ放はなたれた。


　マルタ・サギー、あなたの呼び声に応こたえてこれからのことは起こっていくのだ。


　覚かく悟ごは


　いいか。


　……いいわけないだろう。


　マルタは冷や汗あせを浮うかべ、口くち元もとに緊きん張ちようした笑えみを浮かべて心の声に返へん答とうする。


　何が起こるんだ。わからない。そんな状態で覚悟など、決められる訳わけがない。前に使った結果として、結局自分には謎なぞは明らかにならなかった。正解のものは鷺さぎ井い家けのリビングにやっては来たが、マルタの意い識しきでは理解はできなかった。したらまずいと判はん断だんして、出で来きないことにした。考えない考えない考えない。思い出すと今でもこわい。


　結果としてはマルタはオスタスにいて、アウレカはどうなったのかわからない。


　覚悟なんか、出来るか。


　せいぜい怯おびえを殺して、余よ裕ゆうを見せて立っているのが関せきの山やまだ。


　バーナード卿はばかにしたように薄うすく笑い、他の者達もざわざわと不ふ審しんげに私し語ごをかわしている。悠ゆう然ぜんとしているのは唯ゆい一いつトーリアスだけだ。


　その態たい度どが僅わずかにマルタに落ち着きをもたらす。


『カード使い』の威い力りよくを、マルタは決して言いはしないが、トーリアスの方がマルタよりもよく知っているのだ。


　そんなに凄すごいもんだって言うんだったら、きっと凄いんだろうさ。


　それにふさわしくふるまわなくてはならない。


　ああ、もう、靴くつ擦ずれはずきずきするし、胸はドキドキするし、ああ、もう、逃にげ出したい。


　けれど、カードの効こう力りよくは顕あらわれる。


　会議室の扉とびらが、突とつ然ぜん開かれ警官が焦あせったように入ってきた。


「会議中失礼致いたします、あの、」


「あのとは何か！　たるんでおるぞ」


　警部の叱しつ咤せきに警官はピシリと敬けい礼れいをした。


「はっ！　スレイリードラゴン誘ゆう拐かい団だんと名乗る一団が、女王陛へい下かに面めん会かいを求めて王宮玄げん関かんに来ております！」


　今度ははっきりと全員がどよめいた。


「……面おも白しろい！　女王陛下に謁えつ見けんの前に、まずここへ来て頂こうではないか！　一団は何人いる！　武ぶ装そうはしているのか!?」


　はっきりと言い切ったのは議ぎ長ちようだ。見た目に拠よらず熱ねつ血けつ漢かんらしいが、確かにそれが一番手てっ取とり早ばやくもある。


「一団は七名、黒い長コートを着ており、帽ぼう子しと仮か面めんで特とく徴ちようを隠かくしております。武装はしておりませんが、彼らに指一本でも触ふれたら、スレイリードラゴンの命はない、との事であります」


「ほう、面白い……ここへ呼べ。皆みなさん、異議はございませんな！」


　議長は会場内の全員に問いかけ、全員の声は一つになった。


「はい！」


　もちろんその全員の中に、マルタとトーリアス、そしてバーナード卿の声は含ふくまれておらず、バーナード卿は慌あわてた声でマルタに訊きいていた。


「こ、これが、君の力かね！」


　マルタはふふ、と笑って答えて見せる。帽子をかぶり、庇ひさしに指をかけて。


「もちろん。他ほかの何に見えますか？」


　だって、他にそう言うしかないじゃないか。


　明あきらかに事じ態たいはややっこしくなってるとしても。




　第八章　名めい探たん偵ていの不ふ要ようなところ







「私たちは仮に、スレイリードラゴン誘ゆう拐かい団だんと名乗らせて頂きます」


　七人の青年達。居い住ずまいも卑いやしくなく、体たい格かくもよく、発はつ音おんも発はつ声せいもしっかりしている。マスカレード用の鳥の白い仮か面めんで、目元を覆おおい、山やま高たか帽ぼうを被かぶり、全員が黒い、八枚矧はぎのマント状のコートを着ていた。靴くつも良く磨みがかれ、曇くもり一つない。全員が両手に、白い手て袋ぶくろを塡はめていた。


　よく統とう一いつされていて、首しゆ領りようらしい胸むな板いたの厚あつい男が声を発する以外は、だれも声を出さず、落ち着かない様子を見せたりはしなかった。


　名探偵用の椅い子すに座すわったマルタは、椅子を固こ辞じして部屋の中心に立つ誘拐団をぼんやり見やる。


「……これが、謎なぞの解かい明めいか!?　あるいは事件の解かい決けつかね!?　さっきのカードは一体なんだ、お前いったい何なんだ!?」


　マルタの隣となりにわざわざ椅子ごと移い動どうして吐と息いきで怒ど鳴なるバーナード卿きようを無む視しして、マルタは誘拐団をぼけーっと見上げた。


「さ・あー。僕ぼくは出で来きることはしましたからー。謎の答えを持ってる奴やつが目の前にいて、それ以上のことはアッハッハッハッ」


「……何がおかしいんだマルタ・サギー！」


　とうとうバーナード卿はマルタの襟えり首くびを摑つかんでがくがくゆらし始め、トーリアスが割わって入った。


「そんなことしてる場合ですかバーナード卿」


「だってこいつがっ」


　子供のように言うバーナード卿の声を聞きながら、マルタは軽かるく咳せきをする。だって笑うしかないじゃん僕にだって先の事なんかわかんないんだから。


　襟を整ととのえて、一団に向かって座り直す。


　一団はそんな幕まく間あい劇げきには一いつ切さい興きよう味みを示さず、静かになるのを待まっていた。


「……目的は何だね」


　議長が歯はぎしり混まじりの声で問い、首領が深ふかい酒さけのような美声で答える。


「我らが犯はん罪ざいの目的は、女王陛へい下かの御ご前ぜんでのみ明らかに致いたします」


　場の空気が軋きしむ音すら聞こえた気がした。全員が息を呑のみ、首領を見つめる。他の誘拐団のメンバーは議長だけを見つめ、視し線せんすら揺ゆるがさない。かといって隙すきがある訳ではなかった。


「陛下の御前になど貴き様さまらを出せるかッ！　汚けがらわしい！」


　議長は思わず拳こぶしで机つくえを叩たたいた。びりびりとした震ふるえが室内の空気を揺るがす。


「では、スレイリードラゴンは戻もどらない」


「……竜りゆうは殺せないぞ」


　議長の唸うなるような声こわ音ねに、首領はふ、と笑う。


「はてさて。如何いかがな物か。でなければ彼の意い思しに任まかせて、どこか外国の適てき当とうな山さん脈みやくに隠かくれ住んで頂くこともできますが、あなたがたがそれを見つけるのはさぞかし時間と手て間まと費ひ用ようが必要でしょうなぁ。なに、悪い話ではないのですよ？　あなたがたもご存ぞんじの通り、スレイリードラゴンの予よ言げんは確かく実じつではない。その的てき中ちゆう率りつを上げてさしあげようというそれだけのことです」


「……それはまたご親しん切せつなことだが？　なぜ正せい規きの手続きを取らぬのだ。そして君達の目的はそれだけではあるまい？」


「正規の手続き。生あい憎にく不ぶ調ちよう法ほうなもので存じ上げませんねぇ」


　笑い混じりの声で嫌いやみたらしく首領は言う。


「そして目的。よろしい、お教えしましょう。それはオスタスの平へい和わです」


「ふ……」


　ふざけるな！　と警部が怒鳴ろうとする機き先せんを、手のひらを軽く広げることで首領は制した。


「もう一度申し上げます。オスタスの平和です。スレイリードラゴンの予言によって、全すべての犯罪は未み然ぜんに解決されることとなりましょう」


「それで君達にとってなにかよいことがあるのかね」


　質しつ問もんをしたのはトーリアスだった。


　首領は軽く腕うでを開いて言う。


「もちろんあります。でなければこんなことはしませんとも。ですが、それもこれも、いずれ女王陛下の御前にて開かい陳ちんいたしますよ」


「できるか！　犯罪者の顔など、陛下の目の穢けがれである！　陛下をお慕したいする気持ちがあるならば、すぐにスレイリードラゴンを返かえし、大人しく逮たい捕ほされるがいい！」


　議長は怒ど鳴なり、顔を真まっ赤かにして椅子を蹴け倒たおして立ち上がった。


　マルタはいい加か減げん面めん倒どうくさくなってきて、頭の下で両手を組んで、靴くつ擦ずれがじんじんする足を両方机に乗せてだるい視線で首領を見て言った。


「あのですね、議長。あ、挙きよ手しゆ必要ですか。はい挙手」


　めんどくさいからめんどくさそうにマルタは言って手を挙げ、挙げたまま言った。


「このまんまじゃ話進まないんで、陛下に出てきて頂いたら如何いかがですか。陛下だってそれが一番手っ取り早いとご存じでしょうし、一回程度の譲じよう歩ほは交こう渉しようの基き本ほんだって聞いたことがありますよ？」


「ほう。どなたか存じませんが、お若わかいのに犯罪学のことにお詳くわしいようですな」


　詳しくなんかない。テレビと漫まん画がと小説で覚おぼえた知識だ。


　しかも、故こ意いに情報を半はん分ぶん伏ふせた。


「それほどでも。ただ無む為いな会話は切り上げた方がいいと思いまして」


　一回程度の譲歩ではない。譲歩は最初の一回だけ。それが鉄てつ則そくだと。オスタスより日本とかの方が、交渉術は進しん歩ぽしているはずだ。首領がそこまで知っているかはわからない。


　首領の仮面の下の目の色は、赤に見えるほどの茶色だった。睫まつげも赤い。きっと髪かみも赤いんだろうなと思った。人間族ではありそうだったが、きっと目立つ男だろう。


「失礼致します」


　ああ、特とつ級きゆうのエルフだ。


　マルタは思う。オスタスに来て感かん動どうしたのはこの種族の存在だ。動く度たびに光の粉がキラキラと舞まうようだ。王宮でしか見たことはない。性せい別べつはわからない。白い、かっちりとした襟の高い制服が良く似に合あう。


「女王陛下から直じき々じきに謁えつ見けんのお許ゆるしが出ました。誘拐団の代表お一人と、トーリアス警部補、バーナード卿、探偵Ｍ氏。謁見の間へどうぞ」


「なん」


　だと、と続く議長の声を、そのエルフは片手を挙げて制した。


「陛下から皆みな様さまへ御ご伝でん言ごんです。……皆様いつもありがとう。ですが、私が何者か、まさかお忘れではありますまいね」


　部屋全体が静まる。


　そうだ、我われらが女王陛下は本ほん来らい警けい護ごなど要いらぬ女め神がみ。


　警護は我々がしたくてやっていることなのだ。


　特級エルフは絹きぬのような声で静かに言う。


「それでは、今お呼びした皆様のみ、謁見の間へ移動を」


　謁見の間への道は、先せん日じつとは違ちがった。奇き妙みように暗い廊ろう下かを通り、何度か複ふく雑ざつに曲まがった。特級エルフの後ろを、ぞろぞろと付いていくのはとても間ま抜ぬけな行こう為いに思えたが仕方がない。


　明かり取りの窓から差しこむ光が、霧きりが濃こくてもとても明るい。


「わ」


　マルタの後ろを歩いていたバーナード卿が何か声を上げた。列れつの最さい後こう尾び。


　マルタは振ふり向いたが、バーナード卿はどこか怒おこったように言った。


「足を取られただけだ。気にするな」


「……そう」


　一応そうは言ってはみたが違い和わ感かんは残った。








　謁見の間はしん、と静まりかえっていて明るかった。幾いく重えにもカーテンがあり、そしてそのむこうに女王陛へい下かがいる。その存在感はごまかせない。


　誘ゆう拐かい団だんの代表となったのは当然といえは当然、赤あか目めの首領だ。


「陛下は、カーテンの向こうにすでにおられます」


　特級エルフがそう言って、壁かべ際ぎわに下がる。


「……光こう栄えいでございますな」


　カーテンの向こうからあの、優やさしい、神こう々ごうしい声がした。


「あなたが、スレイリードラゴンを誘拐した方？　トーリアス、バーナード卿きよう、マルタ・サギー、ご苦く労ろう様さま」


　思わずマルタはかぶっていたハンチングを取って胸に当てる。


　首領ですら反はん射しや的てきに山高帽を取ろうとし、そして自じ制せいした。それを見てマルタは大したもんだと思う。


「……お目にかかれて光栄です、女王陛下。名乗りを上げられない不調法をどうぞお笑い下さい。ですが、我らの行こう為いはまわりまわってオスタス市民、ひいては陛下の益えきになります事こと。どうか我らの言葉をお聴きき下さい」


　その言葉を聞いて、マルタは軽かるく唇くちびるを尖とがらせる。


　市民だの陛下だの、人の益のトピックスばっか言って、変なの。政せい治じ家かでもあるまいし。


「口こう上じようは結けつ構こう」


　痛つう快かいです、女王陛下。


　心の中で喝かつ采さいを送る。


「スレイリードラゴンを解かい放ほうなさい。そして私どもの前に渡わたしなさい」


　鞭むちのように鋭するどい声音が飛んでくる。


　だが首領はにたりと笑うと帽子の鍔つばに手をかけて笑った。


「ええ、もちろん、もちろんでございますとも女王陛下。もうすでに、正せい門もんの前に我らが仲間がスレイリードラゴンを連れて、待たい機きしております。ただ一声、あなた様のお許ゆるしさえあれば、他の者達もここに呼び、百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうの予言を、陛下のお目にかけましょうぞ！」


　トーリアスも、バーナード卿も、何も言わなかった。ただ、静かに女王の言葉を待った。


「よろしい。迎むかえ入れましょう」


　特級エルフがふわりと動き、マルタはそれにつられたように言う。


「失礼、陛下！　足が痛くて立っていられません。オスタスの靴くつに僕の足がやっつけられてしまいまして」


「おや、大たい変へんですわね、マルタ・サギー。椅い子すを持ってこさせましょうか」


「いえ、結構。僕の国では、こうして床ゆかに座すわるのも、礼れい儀ぎに適かなったことの一つなのです」


　にこりと笑ってしゃあしゃあと言う。


　怒ど鳴なるかと思ったバーナード卿は黙だまっていて、おや、と思う。


　陛下の前だから緊きん張ちようしているのか？


　考えて、妙みように線せんの細ほそい優やさ男おとこを見上げる。バーナード卿は不ふ審しんそうに見み下くだして言った。


「何か？　名探偵殿どの」


「いいえ。別に」


　言ってマルタは肩かたをすくめる。


「貴方あなたも如何いかがですか」


　一いち応おう言ってみる。


「ピクニックじゃあるまいし。第だい一いち不ふ敬けいである」


「……先せん刻こくまでの様子だと、叱しかられるかと思いましたが」


「御前であるぞ」


　吐はき捨てるようにバーナード卿は言った。


「僕嫌きらわれたみたいだよ」


　トーリアスに言ったら、


「当たり前だ」


　と言われた。


　そのまま、僅わずかばかり時は過ぎる。この緊きん迫ぱくした状じよう態たいとメンバーでは僅かばかりのお時間楽しい談だん笑しようをどうぞというわけにもいかず気き詰づまりな沈ちん黙もくばかりが流れる。


「陛下、少々ご質問をしてもよろしいですか」


　声を出したのはトーリアスだった。


「ええ、なにかしらトーリアス」


「……何な故ぜ、私たちをお呼びになったのですか？　シュテルツマン議長や警部、他ほかにも適任はいらしたはずだ。陛下直ちよく属ぞくの部下である私はともかく、マルタ・サギーと、失礼ながらバーナード卿を選えらばれたというのはどうも合が点てんがいきません」


　部屋の中に心ここ地ちよい風のような笑い声が響ひびく。


「探たん偵てい氏と名探偵氏。同どう席せきして頂いた方がよろしいでしょう。シュテルツマンとゲルス警部は、どうもやかましそうで。私が楽たのしめそうにありませんのよ」


「……楽しむ？」


　不ふ審しんそうに言ったのはバーナード卿だ。


「失礼ながら陛下、陛下がお楽しみになられる要よう素そはありますまい。事はスレイリードラゴンですぞ。竜りゆうを傷つけたとあっては、我わが国の外がい交こうにも支し障しようが出ます」


「まぁまぁ、真ま面じ目めです事ね。でも平気ですのよ。何しろここには名探偵がおりますもの」


　言われて、マルタは笑え顔がおが引きつるのを覚える。


「……あの、陛下？　僕は『名探偵』で、謎なぞを明らかにするのが仕事で、犯はん人にん逮たい捕ほは警察の役やく目めですよ？」


「まあ、ご謙けん遜そんを」


「いや、謙遜じゃなくてですね」


「……ほう。君は名探偵なのか」


　赤目の首領が興きよう味みを示しめす。示さなくっていいのに。めんどくさい。


「えーまーハイハイ」


「……態たい度どがなっとらんな」


「ハイハイすみません」


　あーもー。なんで犯罪者に説せつ教きようされなきゃいけないんだか。


　扉とびらがふわりと開いた。先刻の特級エルフが入口に立ち、


「お連れ致いたしました」


　と慇いん懃ぎんに言う。


　中に入るとぞろぞろと、仮面と山やま高たか帽ぼう、マントコートと白手て袋ぶくろの男達を従したがえていた。


　なんか、小学生の寸すん劇げきみたいだなぁと思う。ちんけだ。


　外で待たい機きしていたらしい男は、両手で大きな鳥とり籠かごのような物の底てい辺へんを持っていた。籠には白い布がかけられている。あの光こう沢たくはおそらく絹だ。オスタスの霧きりのような白。


「ご覧らんに入れろ」


　首領の言葉に仮面の男は、さらりとその白い布を取った。


　顕あらわれたのは鉄てつ製せいの鳥籠で、中には同じ絹が敷しき詰つめられ、中には小さな生き物が丸まっていた。


　それは細かな鱗うろこを持ち、五本の指と真しん珠じゆ色いろの爪つめ、蝙こう蝠もりのそれに似にた翼つばさ。何から何まで良くできた細こまかい細さい工くの芸げい術じゆつ品ひんの様だった。鱗は濃こい緑で髭ひげは深い藍あい。目の色はオリーブの緑で眉まゆは真しん紅く。片かた眼めにモノクルをかけていて視し線せんは聡そう明めいだ。


　綺き麗れいだった。


　マルタは感動してスレイリードラゴンに見とれる。


「……久しぶりだね、女王。元気そうで何よりだ」


　スレイリードラゴンは海うみ鳴なりのような、良よく響ひびく声で言った。


「そろそろ退たい位いしないのかね。大変だろう陛下陛下と呼よばれるのは」


「生あい憎にくまだ、その気き分ぶんにはなれませんのよ、スレイリー」


「そうかい。愚おろかな事だ。ま、いい。君も早く、穏おだやかな岩いわ山やまに戻もどってくればいいのに、と思うばかりだ」


「ありがとう。そうしたくなったらそうしますわ。ところで今回、議ぎ会かいの招しよう聘へいに応こたえて下さってありがとう」


「しつこいよ、あんたんところの議会は。俺おれは真まっ平ぴらだと言っているのに。大体俺の予言なんか当あてにして動く方がどうかしているよ。先のことなんか分からん方が面おも白しろかろうに。全く、短たん命めい種しゆの考えることはわからん」


「貴方あなたのように面白いとか面白くないとかだけで動くほどには、街まちで生きる者達は達たつ観かんしてはいないのよ」


「……人間族はともかくだ。人のルールに従おうって奴やつらのことはわからんよ。君のこともだ、女王」


　やれやれとスレイリードラゴンは溜ため息いきを吐つき、マルタはついぼそりと言ってしまう。


「ニシンの酢す漬づけ弁当は好きな癖くせに何言ってンだ」


「……女王。この無ぶ礼れい者ものは何だ」


　まずい。反射的に片かた手てで口くちを押おさえる。頭の上でトーリアスの大きな溜息が聞こえた。


「名探偵ですわ、私、その子が大だい好すき」


　ほほほと女王の笑う声が響き渡わたる。マルタは照てれくさく赤せき面めんする。嬉うれしい。


「さて、話を進めましょうか。誘ゆう拐かい団だんの方。それで、これからどうなさるおつもり？」


　言われて首領ははっと我われに返ったようだった。


「……ご覧に入れましょう」


　そう言い、首領が軽く手を振ふると、男達が首領を囲かこむように並ならんだ。


「……竜のオッサンは、そんな籠から自じ力りきで外そとに出られないのか？」


　疑ぎ問もんに思って、マルタは誰だれにということもなく呟つぶやいた。答えは当の『竜のオッサン』から出た。


「今の俺は半はん々はんの予言しか言えないよ。それがどういう事ことかというとだな、坊ぼう主ず。こんな鉄てつ柵さく一つ曲まげられぬということさ」


「そう、だから我らが用よう意い致しました。血ち肉にくある、全すべての陸りくの獣けもの、母の乳ちちで育つ生き物の摂せつ取しゆを拒こばみ、あげくその偉い大だいな力のあらかたをなくしてしまった人ひと食くいの竜よ」


　首領の言葉にマルタは、トーリアスを見上げて訊きいた。


「そうなん？」


「ああ、そうだ」


　トーリアスは腕うで組ぐみをして頷うなずく。その口くち元もとは嫌いやな予感に引き結ばれ、緊きん張ちようしていた。


「鮮せん度どが悪くて申し訳ない。だが、鮮度は気にしないはずですな。屍し肉にくも召めし上あがるスレイリードラゴン」


　首領の言い方に、マルタはむかむかした。


「……好こう物ぶつはニシンの酢漬け弁当なんだろう？」


「し」


　トーリアスがマルタを制する。


　スレイリードラゴンを囲んだ男達が、マントの中からそれぞれガラスの瓶びんを取り出した。


　密みつ閉ぺい瓶びんだ。


　クレイの標ひよう本ほん棚だなに並んだ標本のような。


　中なか身みは、肉だった。いろいろな部ぶ位いの。


「これだけ集めておけばどこかがお気に召めすかと思いましてね」


　クレイの夜ごとの警けい邏ら。


　連続殺人事件。


　トーリアスの拳こぶしがぎしりと軋きしむ。


「これが、目的で、貴様らが、連続殺人を起こしていたのか」


　喉のどの奥おくから絞しぼり出るような声だった。


　首領の笑えみは深くなる。


「左さ様よう！　お騒さわがせしましたな。ですが安心してください、我らのこの偉い業ぎようによって、スレイリードラゴンの予言は全て的てき中ちゆうするのです。勿もち論ろん国内全ての犯罪は未み然ぜんに防ふせがれる。警察はその役やく目めを道みち案あん内ないと、あらかじめの予よ言げんに従したがっての警けい邏らだけにするだけで充じゆう分ぶんになるのですよ。犠ぎ牲せいになった者達にはやがて、輝かがやかしい称しよう号ごうが与あたえられるでしょう。私たちに権けん力りよくがあればこんなことはしなくても済んだのですが、何しろ市し井せいの一団体ですからね。希望者を募つのる訳にもいかない。せめて、オスタスの公こう序じよ良りよう俗ぞくの為ために、娼しよう婦ふと、夜よ遊あそびをする若者達に教きよう訓くんを」


　マルタは、頭の芯しんが熱くなるのを感じた。あるいは冷つめたく沈しずむのを。靴くつ擦ずれはもう痛くない。目の前にいる鳥の仮面の一いち群ぐん。睨にらみつける。


　ああ、これが怒いかりというものか。


　思った。


　初めて感じる。


　アウレカに思った怒りとは違ちがう。


　もっと、もっと深い。


　これは義ぎ憤ふんというものだろうか。


「スレイリー、自制を」


　女王の声。


　スレイリードラゴンの目は、先刻とは明らかに変化していた。淀よどみ、どろりとしている。先刻の、聡そう明めいな知ち者しやのそれではない。


「無む理りですよ、女王。彼は自制できないからこそ隠いん遁とんしていたのですから。自制できるのならあんな岩山に住んでいることはないのだ！　そうだろうスレイリードラゴン！」


　首領が軽く手を振ると、全員が一いつ斉せいにガラス瓶の蓋ふたを開けた。


　強きよう烈れつな腐ふ臭しゆうが室しつ内ないに満ちる。


　マルタは反射的に立ち上がり、籠かごをつかみ取ろうと手を伸のばす。その瞬しゆん間かん、す、と手のひらが顔の前に、


「目を瞑つむり、鼻を摘つまみなさい。名探偵」


　その声と共に室内が軽い爆ばく発はつ音おんと共に煙けむりに覆おおわれた。同どう時じに広がる酢すの匂においと僅わずか、生なま臭ぐさい匂い。


「間ま違ちがえてはいけない。スレイリードラゴンの好物は」


　誰の声だろう、分からない。美び声せいだ。女性のものではない気がした。張はりのある色いろ気けのある声。


「いいかね、スレイリードラゴンの好物は、ニシンの酢漬け弁当だ!!　思い出せスレイリードラゴン!!　何十年も前に食べたきりの血ち肉にくなどより、つい一昨日おとといのニシンの酢漬けだ!!　我ながら会かい心しんの再さい現げん性せいの香こう料りようだぞ!!」


「た、確たしかに美う味まそうな匂いだ」


　トーリアスが呟つぶやく。視し界かいが利きかない。煙が目に染しみる。男達はげほげほと咳せき込んでいる。やがて煙が晴はれていく。


　明らかになっていく視界の中、今までいなかったはずの人物が立っていた。高い場所にある、明かり取りの窓。開かい閉へいは専せん用ようの棒で行わなければいけない細ほそい窓だ。人一人がようやく滑すべり込こめるくらいの。その窓が開け放たれ、そこにスレイリードラゴンの籠を持った人物が一人立っていた。


　黒い、鍔つばの広い帽ぼう子し、目元を隠かくす黒いマスク、黒いマント、黒いブーツ、白いフリルのついたブラウスに幅はば広ひろのベルト。そして白い手て袋ぶくろ。鳥の仮面の彼らと同じ手袋。偶ぐう然ぜんなのかもしれなかったが、白の手袋だった。けれど、鳥の仮面の男達のまがまがしさはなく、なんだか光り輝かがやくような白。彼が言う。
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「飛とべるでしょうスレイリードラゴン。貴方あなたのその黒くろ絹きぬの羽は根ねで！　貴方にふさわしい天てん上じようの気き流りゆうに乗れるでしょう。そして清せい潔けつな岩山へと帰るがよろしい、そこが貴方の美うつくしい住すみ処かです」


「……ありがとう。感かん謝しやする。貴き公こうの名は」


　スレイリードラゴンの問いかけに、黒マスクの人物は艶あでやかに笑った。


　そして籠の扉とびらを開ける。


「ドクトル・バーチと号ごうしております」


　オスタスの白い霧を切きり裂さくように、スレイリードラゴンの緑色の身体からだ、黒い絹のような羽根、真しん珠じゆ色の爪つめが舞まい上がる。


　高く高く。


　人の欲よく望ぼうや血肉の匂いなど、届とどきはしない高所へと。


　名探偵の必要のない、清潔な場所へと。




　第九章　にがい飴あめ







「申もうし訳わけありませんな、女王陛へい下か。私とてオスタス市し民みん、陛下に敬けい意いは抱いだいております。このような場所から申し訳ない」


「いえ、結けつ構こうですわ。ドクトル・バーチとお呼びすればよろしいのかしら。昨さく夜やは雪の女王を見み事ごと手にしたそうですわね」


「これは……」


　ドクトル・バーチの声に喜き色しよくが含ふくまれる。


「光こう栄えい！　陛下の興きよう味みを引かせて頂けたとは。陛下に誓ちかって申し上げます。私は無む益えきな暴ぼう力りよく、目的以外の者の権けん利りや財ざい産さんを侵しん害がいしない怪かい盗とうとなります」


「泥どろ棒ぼうだというだけで侵害しておる！」


　トーリアスがその場に響ひびく声こわ音ねで一いつ喝かつするが、怪盗は平へい然ぜんとしている。


「と、君は言うがね。まぁ、いい。言葉より行動だ。おいおい証しよう明めいしてみせるよ」


　言いながら怪盗は窓まど枠わくに背中を凭もたれかけさせて言い放つ。高たか窓まどの黒い怪盗と、室しつ内ないの白い鳥の仮面の男達。手には無益な肉にく塊かいの瓶びん。滑こつ稽けいもいいところだが、あの肉塊は人間だった。ああなってしまえば家か畜ちくでもなんでも同じだろうとか、牛や豚ぶたにだって命はあるとか、そんなのは理り屈くつだ。


　マルタはにぃと笑うと、鳥の仮面の一団に言った。


「鳥でもない怪盗に高所から見下ろされて。捧ささげ物は拒きよ否ひされて、女王の御ご前ぜんを汚けがして、はっきり言おう、すげぇイイ気き味み」


　言って、うん、と伸のびをして欠伸あくびをする。鳥の仮面の男達は統とう制せいを失い、ざわりと声を上げた。


　胸のポケットのカードがマルタに囁ささやく。


　カードと僕ぼくは通じ合ってるんだなんて言葉はまだ言えない。おそらくこれはカードにつけられた機き能のうなのだろう。


　私の効こう力りよくはまだ続いています、マルタ・サギー。カウントしてください。


「何だ貴き様さま。先せん刻こくから。そもそも何の資し格かくがあって、貴様のような者がここにいるのだ」


　自らの失しつ策さくと窮きゆう地ちを悟さとり、顔がん色しよくを無なくした首領がマルタに言う。


　マルタは身体からだの中を駆かけめぐる怒いかりに支し配はいされ、けれど頭の芯しんが冷えていくのを感じながら言う。


　自分の知らない自分。


　鷺さぎ井い丸まる太たの知らない、マルタ・サギーがここにいた。


　カードは囁く。


　貴方あなたによって解かい放ほうされる、私の力を使いなさい。


「……僕はマルタ・サギー。いいか下げ衆すども、お前らの企たくらみなんか今や失敗したんだ。わざわざご苦く労ろうだったな、あほらしい。陛下の為ためだの市民の為だの言って、そんなの噓うそばっかだ。自分で噓吐ついてるって事さえ、ひょっとしたら分かってないだろう。いいか、僕は靴くつ擦ずれで足が痛い。陛下にお会いできたのだけは嬉うれしいが、お前らみたいなバカタレは大っきらいだ」


「……何だ貴様。阿あ呆ほうだの馬ば鹿かだの、愚ぐ弄ろうするか！」


　トーリアスがぼそりと言う。


「普ふ通つう思うわ。そんくらい」


「大だい体たい、我らは正義であり、行こう為いのカテゴリはたとえ犯はん罪ざいであったとしても、目もく的てきは快かい楽らくではなく狩かりだ！　鳥や獣けものを狩るのと何ら変わらん。お前だって肉を食うだろう、責せめることは出来ないぞ！　戦争はどうだ。状じよう況きようが変われば」


　首領が喚わめく。


「うるせぇよ。中学生の討とう論ろん番ばん組ぐみでも百ひやく万まん遍べん聞いた屁へ理り屈くつ捏こねてんじゃねぇ、くだらねぇ。大人かよ」


　マルタは前まえ髪がみをかき上げながら吐はき捨すてるように言う。


　アウレカがいたら笑うだろうか。


　お前案あん外がい暑苦しいなとか言って。


　おかしいな。


　クラスメイトや親や友人より、僅わずかしか一いつ緒しよにいなかったアウレカのことを思い出すなんて。


　いいよ笑えアウレカ、止まらない。カード使い、悪くない。


「人を殺すことはなんで悪いか。命の重さに代わりはなくて、喰くってンだから同じだろうとか、戦争がどうのとか、うるせぇな、悪いと思うから悪いんだ！　人の生せい命めい、安あん全ぜん、財ざい産さんは守られるべきであって、誰だれかが勝かつ手てに攫さらっていいもんじゃない。生きる価値があるとかねぇとか、神様でもねぇのに手て前めえが決きめんな、お前そんなに偉えらいのか!?」


　マルタはこの時の口こう上じようを、やがて一生の恥はじとして刻きざむことになる。別に、大だい上じよう段だんなこんな風に言うことでもなかったと。


　どっかで聞いたような、自分でも覚おぼえているとは思っていなかった法ほう律りつか何かの文を言うだなんて。自分がこんな事を言うだなんて。思い出して恥ずかしくなってのたうちまわる。


　でももう、いい。面めん倒どうだ。


「ひとごろしは悪いことだ。それ以い上じようの理り由ゆうなんかあるかボケ！」


　全まつたく、女王陛下だってご覧らんになっているというのに。


「いいか、女王陛下の意い思しにより、僕のことは特に秘ひ匿とくされなければならない！　お前たちはこれから、いや、すでにもう、抗あらがえない力に支し配はいされているんだからな！……あり得えない偶ぐう然ぜんを見せてやる」


　カウントしてください。


　カードの声が聞こえる。


　ぱきりと指を鳴らす。


　小学校の頃ころ流は行やった。アホみたいに練れん習しゆうしといてよかった。クラスの男子全員がやっていた。


「スリー」


　全員の鳥の仮面が一いつ斉せいにばかりと割れた。首領が慌あわてて手で顔を覆おおって叫さけぶ。


「小こ僧ぞう、なんの手て品じなだ!!」


「偶然だよォ」


　歯をむき出して笑ってマルタは言う。カウントは続く。


「ツゥ」


「うわぁああ、申し訳ありません陛下ぁあああ!!」


　鳥の仮面が落ちた青年が床ゆかに膝ひざと両手を突つき、泣きながら怒ど鳴なるように言い始めた。全員がぎくりと身体を強こわばらす。


「不ふ敬けいと言えばあまりにも不敬、私の家か系けいは今は没ぼつ落らくし、見る影かげもない有あり様さま、一いつ家かは離り散さんという状じよう態たいにありはしますがそもそもは王おう室しつの調ちよう教きよう師し としての輝かがやかしい身み分ぶんでありまして、祖そ父ふからは常つね々づね、万まんが一いちにも王室に失礼があってはならない。王宮の影に泥どろを跳はねさせることがあったら首を落とせ等などの教育を受うけて参まいりました」


「馬鹿、貴様やめないか！」


「何な故ぜこの場でそんな話を」


　周りの男達が顔がん色しよくを無なくして男の告こく白はくを止めようとする。腕うでを摑つかみ、拳こぶしを振ふり上げる男もいたが、それまで事態をじっと見守っていた特級エルフが霹へき靂れきの様ような声で言った。


「御前であるぞ！」


　微び動どうだにせず言われた声だったが、全員が動きを止めた。告白が続く。


「我われ々われはドクトル・フィランシェ教室の生徒であります。ドクトルは先せんだって亡なくなられましたが、課か題だいを遺のこされて逝いかれました。ドクトル・フィランシェ教室は実じつ践せん犯はん罪ざいを宗むねとする秘ひ密みつ結けつ社しやであります。またここの集しゆう会かい所じよがニーナ通り５の６、トーンド酒さか場ばの地下にあるのですが、臭くさくて暗くらい、またトーンド酒場の女将おかみの飯が高くてまずいと来ている。集会の度たびに私は憂ゆう鬱うつで憂鬱で。しかもこいつの足は臭いし、あいつは風ふ呂ろ嫌ぎらい。あの野や郎ろうは散さん髪ぱつをしないし、あいつは口こう臭しゆうが酷ひどい」


「お前陛へい下かに何を申し上げている！」


「私よりこいつの方が足は臭いぞ！」


「私は虫むし歯ばなんだしょうがないじゃないか！」


「あ、それは治なおしなよ。私の従い兄と弟こが丁ちよう度ど 歯医者だ。早く言えば良かったのに、はっはっはっ。もう監かん獄ごくに入らねばならなくなった、残念だな」


　男達のやりとりを聞いて、トーリアスは言う。


「ピンクの象ぞうでも見えてるのかこいつら」


「僕はカード使いであってカード使われじゃないもん。知らないよ。でも、感かん覚かく的てきには近いんじゃないかな」


　マルタは腕を組んで、様よう子すを見守る。


　いっそ酔よってでもいるかのような男達に対し、首領は呑のまれていなかった。この部屋の出口は一か所。ドクトル・バーチが立っている高窓を除のぞけば、入ってきた扉とびらだけだ。カーテンの奥おくには女王がいる。


　女王は、犯はん罪ざい者しやに対してその姿を見せないようにする慈じ悲ひを持っているだろうか。


　自分なら到とう底てい確たしかめる気にはならない。


「我われらに遺のこされた課題は、スレイリードラゴンの覚かく醒せいでありました。完かん遂すいのためにはこの方法が最さい適てきであると私たちは考え、そのように行動しました。陛下の治おさめるオスタスを乱みだし、申し訳わけもございません」


　高窓に立ち、事ことの成なり行ゆきを見ていたバーチが、心しん底そこ馬鹿にしたように鼻を鳴らす。


　赤目の首領は、く、と苦にが々にがしく一ひと息いきを呑んで動いた。


「……私はまだ逮たい捕ほされた訳ではない。陛下、きっとまたお会いしますぞ。その時まで！」


　首領は大きな動きで扉に向かった。


「ワン」


　マルタは顎あごを上げ、唇くちびるを尖とがらせて最後のカウントをする。ゼロではない。１で終わりだ。


　首領が扉に駆かけ寄よる。外から扉が勢いきおいよく開けられ、その扉に首領は頭をぶつけて、硬かたい音を立ててひっくり返り、その後からどっと駆け込んできた警官隊に踏ふみつぶされた。


「陛下、ご無ぶ礼れい!!　ようやく人じん員いんが揃そろい突とつ入にゆう命めい令れいが出せましたので!!　周しゆう囲いも全すべて詰つめておりますぞ！」


　言ったのはゲルス警部だった。


　その有様を見て、マルタは思う。


　やっぱり警官一いつ杯ぱいで漫まん画がみたい。


　ふと、見み上あげると、ドクトル・バーチはもういなかった。


　白い霧きりを切きり裂さいて飛ぶ、スレイリードラゴンの黒い羽は根ね。


　それとバーチのマントのイメージが、マルタの中で重かさなる。


　スレイリードラゴンは今どこだろう。


　その尊とうとい能のう力りよくが故ゆえに、欲よく望ぼうに晒さらされ、おそらく嫌いや気けが差さしてしまった竜りゆうはきっとジェット気流に乗って、素す晴ばらしい早さで飛んでいる。


　警官達が持ち去っていくガラス瓶びんの中なか身みがふと目にとまる。


　胸むねが詰まるように痛いたい。……あれは人間だ。


　マルタは低ひくくトーリアスに言う。


「……お願いだ、トーリアス。臆おく病びよう者ものめと笑ってもいい。僕のところへは殺さつ人じん事じ件けんの依い頼らいは斡あつ旋せんしないでくれ。……たまらない」


　考えると息いきが出来なくなりそうだ。


　帰ってこない息むす子こ。帰ってこない娘むすめ。でなければ母はは親おや。でなければ友ゆう人じん。


　二度と帰ってはこない。


　そんな悲かなしいことが、運命以外の者の手によって起おこっていい訳がない。


「……しんどい」


　マルタは痛む胸を摑つかんで言った。


　トーリアスは、次つぎ々つぎに男達を捕ほ縛ばくし、連つれて行く警官達を見つめて言った。


「名めい探たん偵てい。我々、警察官は、毎日そんな事件に対たいしているのだということを忘れるな。だから、お前はいい。我々が、するから。……大人の男になって、その痛みが堪たえられる様になったら、共ともに戦たたかえ。……今は、我々が、年とし若わかい君の代わりに犯罪と向むき合あおう。そして大人になってもその胸の痛みを、どうか忘れないでくれ。辛つらいとは思うが、……みんな、そうしている」


　マルタは不ふ覚かくにも泣なきそうになった。


　みんなそうしている。


　本当か。


　そんなこと、誰も教えてくれなかったぞ。


　いつか、強つよくなれるのか。


　いつか、大人になれるのか。


　自分の胸の痛みを抱かかえたまま立ち向かう。そんな事が出来るようになるのか。


「……ありが、とう……」


　それだけしか言えなかった。


　検けん挙きよされていく男達を見て、ふとトーリアスが眉まゆを顰ひそめる。


「……一人足りなくないか？」


　答えたのは特級エルフだ。


「煙けむり玉だまの騒さわぎの時に、一人減へりました。それと、バーナード卿きようは、ドクトル・バーチが化ばけていましたね。本物はどこかの部屋にころがっているはずですから、探さがさせましょう。その前に陛へい下かに休やすんで頂かなくては。陛下」


　カーテンの向こうに特級エルフが声をかけると、やれやれと言ったような溜ため息いきが届いた。


「デミナフ、私も子供ではありませんのよ。休む時くらい一人で」


「いけません。今、ドミノフに世せ話わを申しつけましたので、陛下は昼ひる寝ねをなさってください」


　トーリアスはマルタに耳みみ打うちをする。


「ハイエルフは同どう種しゆ族ぞく間かんで、心しん話わができるんだそうだ」


「……へぇー」


「左さ様ようでございます」


　デミナフと呼ばれたエルフが横から言った。


「そして、よろしく、マルタ・サギー。あなたの先せん刻こくの、青あお臭くさく理り想そうにまみれ、現げん実じつ的てきでない弁べん論ろんが、どうか人間だけに向けられるものではありませんように」


　そう言ってデミナフは、僅わずかに笑った。


　まるで朝の霧きりの森のような。


　そんな微笑ほほえみで、マルタは見とれた。








　帰り際ぎわに、これは陛下から、コックに特別に作らせたものですとデミナフに言われて持たされた包つつみを膝ひざの上に大だい事じに抱かかえてマルタは馬車に乗る。


「疲つかれただろう」


　トーリアスに言われ、頷うなずく。


「殺人事件じゃなければよかったんだけど」


　トーリアスはそれには返事をしなかった。


「ドクトル・バーチというのはなかなかよい男だな。人にん気きが出そうだ。こんど、奴やつが出たらお前に回まわしていいか？　何しろ……市民に愛あいされる怪かい盗とうを目め指ざしているらしいから？」


　それはバーチの言ったことをトーリアス的てきに解かい釈しやくした言葉だと、マルタは思った。


　まあ、あながち外はずれてはいないような気もする。


「ああ、そうしてくれ。まず、僕が愛することとしよう」


　ぐん、とのびをしてマルタは欠伸あくびをする。


「戻もどったらクレイがいるかなぁ。パンケーキを焼いてくれるといいんだけど」


「あいつも忙いそがしいだろうさ。私は会わずに帰る。話はなしが長くなりそうだし、署しよに戻らなければならんからな」


　トーリアスは苦く笑しようする。


　クレイの家に入る小こ道みちの前で、馬車はとまり、マルタは降おりて歩き始めた。手には脱ぬいだ靴くつの入った紙かみ袋ぶくろと、デミナフに持たせられた王宮の印しるしの入った布ぬの包づつみ。なんだろうなあ。


　霧きりの道に一人立って、なんとなくトーリアスを見み送おくる。霧の中でも鳥は鳴なき交かわし、足あし下もとには薄うすい影かげが出来ている。


　ふと視し線せんをやると、トーリアスを乗せた馬車が消えたのと逆ぎやく方ほう向こうの道にもう一台馬車がいるのを見つけた。霧だから良くみえないが、その馬車に乗り込もうとしている、黒いコートの青年の姿があり、それはクレイだとマルタは思った。


　馬車には誰かがいるようで、一ひと言こと二ふた言こと話して青年は馬車に乗り込んだ。


　声をかけるには遠とおい。


　マルタは追いかけずに家に戻った。


　クレイだって用事くらいあるだろうし。


　緊きん張ちようが解とけたら足あしが痛いたい。とにかく早はやく靴を脱ぬぎたい。クレイには怒おこられそうだが、結局音ねを上げて、サンダルとスリッパを買かってきていたのだ。


　クレイに渡わたされた合あい鍵かぎを使って、扉とびらを開ける。鍵はやはりしまっていて、窓も開いている気け配はいはない。


「ただいま。クレイ？」


　一いち応おう奥おくに声をかける。


　家は静しずまりかえっている。


　包みをテーブルの上に置き、靴の袋を玄げん関かんに置く。中からスリッパを出そうとして、面めん倒どうくさくなって裸足はだしのまま歩く。一いつ気きに足に血が通るようで心ここ地ちよい。カーテンを開けて、光を入れ、窓を開けて空くう気きを取り込む。クレイの部屋の前を通りかかった時、ふと足を止めた。


　変へんな匂においがした。


　拳こぶしでノックをする。


「クレイ」


　返事はない。


　静しずかな午後だ。


　霧の日だが明るい日だ。


　扉を開けた途と端たん、その酢すと魚さかなの匂いは強くなる。


　ニシンの。


　酢す漬づけ。


　会かい心しんの出で来きだとドクトル・バーチが言ったあの香こう料りようの匂いだ。本物のニシンの酢漬けの匂いではない、僅わずかにいがらっぽい、化か学がく薬やく品ひんの匂い。


　クレイの机つくえの上に、黒いマントコートと割われた鳥の仮か面めんがあった。カーテン越ごしの光に照てらされて、なんだか芝しば居いの小こ道どう具ぐの様だった。


　一人足りないとトーリアスは言った。


　いつから足りなかった？


　バーチが煙けむり玉だまを使った時。


　デミナフがそう言っていたし、確たしかにあのタイミングしかおそらくない。


　あの時にクレイは一人だけ逃にげたのだ。


　クレイ？　が？


　夜よごとの警けい邏ら。


　僅かに生なま臭ぐさかった浴よく室しつ。


　マルタは包ほう帯たいだけを巻いた裸足の足のまま外に駆かけ出した。霧の公こう道どうへ。先刻クレイを見た道へ。馬車が止まっていた場所まで思わず全ぜん力りよくで走る。


　午後の買い物に出ていた婦ふ人じんや学校帰りの子供が訝いぶかしげにマルタを見て過すぎていくがマルタは気がつかない。


　勿もち論ろんそこに馬車はすでにいなかった。行いき交かうのは荷馬車や蒸じよう気き自動車、稀まれに自転車、でなければ馬で、クレイが乗った黒い馬車はもうどこにも見えなかった。それでもマルタはしばらく走ったが、やがて息が切れ、道が分かれると、荒あらい息を吐はいて諦あきらめた。


　走っているうちに包帯が外はずれてしまった。足が痛い。


　クレイが巻まいてくれた包帯。


「くそ……」


　マルタはなんとなく立っていられなくなって、消しよう火か栓せんに腰こしを下ろす。


　靴くつ擦ずれがずぐずぐする。


　鼓こ動どうと合わせて這はい上あがってくる。


　自分が痛みに弱い方だというのは、昔むかしかかりつけの医者に言われたことがあるから知っているが、だからって痛いもんは痛い。


　外れかけた包帯をぐるぐると取とってしまい、ポケットに突つっ込こむ。ガーゼも。油あぶら紙がみも取る。


　クレイは、殺人を犯おかしていた。


　トーリアスにも噓うそを吐ついていた。


　二人ふたりは仲なかが良さそうだったのに。


　クレイはトーリアスを騙だましていた。


　マルタを拾って、介かい抱ほうして、パンケーキを焼いて、傷きずの手て当あてをしてくれた。


　別べつにそれ以上の何もしてくれた訳でもないし、マルタにとっては友ゆう人じんでもない。


　けれど、それでも。


　なんだろう、胸が裂さけそうに苦しい。


　ああ、そうか、とマルタは思う。


「……僕は、嬉うれしかったんだなぁ……」


　ぼんやり言う。


　物もの凄すごい怖こわい思いをして。


　アウレカはどっかいっちゃって。


　いやいいんだけどあいつなんかどうでも。


　知らないところで気がついたら布ふ団とんに寝ねてた。食事をもらって。手当てをしてもらって、僕は嬉しかったんだ。


　マルタは自分の視し界かいが潤うるんだのを知る。鼻の奥がきな臭い。
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「これ」


　いきなり声をかけられて視線をやると、女の子がいた。外がい出しゆつ用ようだろう、赤いチェックのコートを着ていた。差さし出された手のひらに、飴あめが一つあった。遠くで父親らしい紳しん士しが見守っている。


「あげる」


「……ありがとう」


　当とう惑わくしながらマルタは言う。


　女の子は睨にらみつけるようにこっちを見ている。


「あのね」


　よく見ると、人間族の子供という訳ではなさそうだった。僅かに耳が尖とがっていて、虹こう彩さいが縦たてに楕だ円えんだ。でも、どうでもいい。ここはオスタスだ。


　女の子の手から飴を取る。


「なくな」


　それだけ言うと、女の子は父親らしい紳士の元に駆かけ去さった。紳士は女の子を迎むかえると、雄ゆう弁べんな目の色でマルタを見て、軽かるく帽ぼう子しをとって挨あい拶さつすると女の子の手をとって歩き出す。


　手の上には茶色の水みず玉たま模も様ようの飴が一つ。


　なくな。


　マルタは飴の包つつみ紙をとって口に含ふくむ。コーヒー味だ。奥おく歯ばでガリと嚙かみしめて立ち上がる。


　泣なくな。


　男だろう。


　言われた気がして、鼻はなに皺しわを寄よせ、上うわ着ぎの襟えりを両手でビッと直し、裸足で石いし畳だたみを踏ふみ、帽子をかぶり直す。


　靴擦れが痛い。


　鼻の奥がきな臭い。


　クレイ、君は僕の信しん頼らいを裏うら切ぎった。


　人はよいもので、噓を吐かず偽いつわらないという脳のう天てん気きで青臭い僕の信頼を裏切った。


　そうだ、君は約やく束そくなどしてはいない。一つも。


　僕が愚おろかなんだろう。


　責せめはしないし償つぐなってくれとも思わないけどでも、でも、多た分ぶんこの痛みに慣なれはしないだろう。


　けれどその痛みで希き望ぼうを失うしなうほど僕は弱くない。


　口の中の飴が甘あまい。


　夜になったら泣くかも知れない。ベッドの中で泣くかも知れない。


　けれど今いまは泣いたりしない。


　マルタは裸足で、真まっ直すぐに前を見つめて出来るだけ颯さつ爽そうと歩いた。


　そうしなければ、どうしようもなかった。








　家に帰ると先せん客きやくがいた。


「不ぶ用よう心じん極きわまりないぞ名探偵。戸と締じまりは外がい出しゆつの基き本ほんだろう」


　黒い鍔つば広ひろ帽ぼう子しにマント。白いブラウスにアイマスク。


　ドクトル・バーチが客間のソファに堂どう々どうと足を組んで座すわっていた。




　第十章　マルタ・サギー名めい探たん偵てい事務所祝開店







「説せつ教きよう強ごう盗とうってのがいてさ」


　テレビで見たんだけど。


　思いながらマルタは言う。


　だってまんまそれじゃないか、こいつは。


「ほう？」


　ドクトル・バーチは優ゆう雅がに足を組んで面おも白しろそうに目を細める。目の色は青だ。海うみみたいな色。綺き麗れいだ。睫まつげは黒。青と黒。変な取り合わせだ。


「入った家で、あそこが悪いここが悪いって言って、物は持っていくっていう」


「私は今日は何も盗とらないよ、名探偵」


　バーチは軽く左ひだり手てを広げた。


「本ほん来らいであれば、こんな扮ふん装そうは解といて、正せい装そうで花でも持ってきたいのだが、そうしたら私が誰だれか君はわからないだろう？」


「……今、その扮装を解けばいいさ」


　マルタは皮ひ肉にくに笑う。


「そうしたら、僕ぼくはその素す顔がおを警察の似に顔がお絵え描かきに言えば良いだけの話だ。失しつ礼れい。座るよ。足が痛い」


　言って、マルタはバーチの向かいのソファに足を投げ出すように座った。


「拗すねるな。わざわざ話に来てやったんだ」


「話？」


　明るい客間で見るバーチは、扮装が気にならないほど整ととのった体つきをしていた。映画俳優みたいな筋きん肉にくと骨こつ格かく。主役級の悪役で、女性にも男性にも一番人気の出るタイプの俳優。肩かた幅はば広ひろいし胸むな板いた厚あついし、手足長いし肌はだも綺麗だし。


　整ったその唇くちびるが動く。


「クレイフル・ソーマンソーは二度とここへは戻もどらないぞ」


「何……」


「調べればすぐ分かることだが、この家はすでに売ばい却きやくされている。家か具ぐごとな」


「え」


「日ひ付づけは昨日きのう。クレイフルはスレイリードラゴン誘ゆう拐かいは上う手まく行かないと踏ふんでいたらしいな」


「だったらやめればいいんじゃ」


「そうもいかなかったんだろうさ。人間関係に引きずられて一いち抜ぬけたが言えないのが組そ織しきってものだ」


　バーチは淡たん々たんと話す。


　なんか変だ。


　マルタはソファの上にあぐらをかくと、足あし首くびを摑つかんでバーチを睨にらみつけた。


「……君、妙みように詳くわしいな。鳥の首しゆ領りようが言ってた、何とか教室と関係があるのか？」


　バーチは口元を緩ゆるませて頷うなずく。


「そうだよ。その話をしにきてやったのだ。警察は私の話を聞こうとはしないだろうし、するつもりもない。連れん中ちゆうは恩おん知しらずだ」


「……僕は、そうではない、と？」


　マルタのその言葉にバーチは吹ふき出だした。そしてしばらく声を立てて笑う。


「君の殺さつ人じん者しやに対する見けん解かい、演えん説ぜつは聞かせてもらった。とてもおもしろかったよ？　そして気に入った。実じつに気き恥はずかしい。いたたまれない。世せ間けん知しらずもいいところだ」


　笑い混まじりに言われてマルタは真まっ赤かになった。


「……あれは、」


　何か言おうとして声にならない。言いい訳わけしようとして言葉に詰つまる。結けつ局きよく何も言えない。


　バーチは笑いを口元に浮うかばせたまま流ながし目めで呟つぶやいた。


「ひとごろしは悪い。悪いものは悪い。言うのは簡かん単たんだ。これほど言うのが簡単な言葉もない。道どう徳とくと正せい義ぎに裏うら打うちされた、豊ゆたかで、贅ぜい沢たくで、平へい和わな理り屈くつだ」


　言われてマルタは頭とう皮ひからどっと汗あせが噴ふき出でるのを感じる。恥ずかしい。そんなことは分かってる。でも、そう思うのだ。悪いものは悪いと言って、じゃぁ、ジャン・バルジャンのように家族のためにパンを一切れ盗ぬすんだ男はどうなのか。病気の子供のために強ごう盗とうをしてしまう親や、虐ぎやく待たいに耐たえきれずに親を殺す子供は。寂さみしさに耐えきれずに子供を攫さらう老人は。


　悪いことは悪い。


　だが、犯罪は悪人だけが起こすものではなく、もうどうしようもない時に起こるものでもある。


　他ほかに道はなく選えらべない。


　そういう時に、人が何とか運うん命めいを乗り切ろうとする時に。


「……世の中が真しんに平びよう等どうであり、平和であり、慈じ悲ひで満ちているなら、私の存そん在ざいは必ひつ要ようない。そして君の演説も力を持つ。だが、現実は一日、一時間、一ひと時ときでもそうであったことはない。もし、世の中がそういうものだと思えている人間がいるなら、そいつは余よ程ほどの世間知らずの理り想そう家かだ。そういう人間は現実を見ることが出来ずに、いつか自分が世界に置おき去ざりにされていることに気がついて孤こ独どくに死ぬだろう」


　それはどうか分からない。死ぬまで気がつかなければ、そいつにとって世界は素す晴ばらしいままだ。


「……僕だって、世界がそんなによく回ってる訳じゃないって知ってるさ。餓が死しする子供だってたくさんいる」


　僕は恵めぐまれている。日本に生まれ育そだって教きよう育いくを受けて。エアコンをかけっぱなしで外がい出しゆつしても破は産さんしない。


　それでも、幸せではない。不ふ幸こうではなく恵まれていて、幸せではない。マルタは視し線せんを落とす。この怪かい盗とうは何が言いたいんだろう。笑いに来たのかな。帰ってくんねぇかなぁ。泣なきそうだ。


「だと、思ってな。私は君の演説に感かん銘めいを受けたよ。最さい近きん、あんな演説はなかなか聞けない」


　くす、とバーチは笑う。


「……悪いものは悪い、か。そして君も神ではなく、裁さばく権けん利りを持っていない。あの演説が、ただ義ぎ憤ふんから来たものなら、私は君を好こう敵てき手しゆとして認めようと思う」


「は？」


　こいつ何言ってんだろう。


　マルタはきょとんとする。


「怪盗には好敵手が必要だ。君は反はん則そくっぽいがな。カードを使うのだろ、推すい理りではなく」


「うん」


　バーチは顎あごを上げてふ、と笑う。
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「それでいい。私と対たい決けつするがいい。私は捕つかまらない。……そして、正義を胸むねに秘ひめ、それを羞はじらう若わか者ものは、私の相手にふさわしいと思っているよ、マルタ・サギー」


　言って微笑ほほえむとバーチは立ち上がる。


　マルタは頰ほおが熱あつくなるのを感じる。それと、胸の奥が。なんだか熱いような感じになる。


　落ち込んだり、こんな風になったり、なんだか忙いそがしい。


「あ、ところで、何とか教室の話はどうなったんだ」


　マルタに言われて、バーチはまた腰こしを下ろす。


「ドクトル・フィランシェ教室だ」


「待ってろ、バーチ。メモしないと忘れる。あいててて」


　裸足はだしで歩いたりしたものだから、靴くつ擦ずれした皮ひ膚ふが破やぶれて血が出ていた。今まで気が張はっていたから痛まなかったが、なんだか今はどっと痛んだ。


　多分クレイの部屋には何か筆ひつ記き具ぐがあるはずだと思って、足を引きずりながら歩き出したマルタに、バーチがカードとペンを差し出した。


「そこを動くな、マルタ・サギー」


　苛いら々いらとバーチは言って、ソファを指さし、マルタを座すわらせる。


　テーブルの上にペンとカードを置く。マルタはペンを取る。万まん年ねん筆ひつだった。


「……っ……ありがと……」


「どう致いたしまして」


　白い手て袋ぶくろに包つつまれた細ほそい指で、バーチはこめかみを押おさえる。


「書きたまえ。ドクトル・フィランシェ教室について私が知っている限かぎりのことを教えてやる」


「親しん切せつだなあんた」


「あんた呼ばわりは不ふ快かいだ」


「……悪い」


　怒おこられて肩かたをすくめる。


「ドクトル・フィランシェは犯はん罪ざい美び学がく論ろん者じやだ。犯罪には美学があり、それはこの世の憎にくむべき不ふ平びよう等どう・無む慈じ悲ひ・無む情じように対して有ゆう効こうであるという考え方だ。その考え方に共きよう感かんする者達が集まり、教室は大きくなっていく。ま、教室といっても秘ひ密みつ結けつ社しやだな」


「あ」


　マルタは顔を上げる。


「……どうした」


　バーチの問いに答える。


「書くところがなくなった」


「全部書いたろ……要よう点てんだけ書け。書くところがないなら裏うらを使つかえ」


　ふー、と溜ため息いきを吐ついてバーチは続ける。こいつが好敵手でいいんだろうか。


「……教室はどんどん大きくなり、派は閥ばつ争あらそいが起き始める。ドクトル・フィランシェはそんなことに関かん知ちするような人間ではなく、それを放ほう置ちした。そして死んだ。生徒達に遺のこされた課題は『己おのれの美学を貫つらぬき、我わが犯罪学を完かん成せいさせよ。そしてその褒ほう美びとして、もっとも私の希望を叶かなえた者に賢けん者じやの石を差し上げよう』」


　マルタはそれを聞いて、ぴくりと視線を上げる。


「賢者の石？」


　マルタは日本にいた時、小しよう説せつも漫まん画がも人ひと並なみ以上に読んだ。だから知っている。ファンタジーにうんざりするくらい出てくる、万ばん能のうグッズだ。大たい抵ていそれで、国が滅ほろんだり世界が滅んだり、何にもならなかったりしている。


「ドクトル・フィランシェは錬れん金きん術じゆつ師しでもあった。だからあながち噓うそとも思えない」


　言うと、バーチは今度こそ立ち上がる。


「私ならそんなものは要いらんがな。これからオスタスは騒さわがしくなる。頑がん張ばりたまえ名めい探たん偵てい」


「バーチ、君、何でわざわざ僕にそんなことを言いに来たんだ」


　単たん純じゆんに疑ぎ問もんに思って、マルタは言う。


　だって、意味が分からない。確たしかに今の情じよう報ほうはとても有ゆう益えきだ。トーリアスに報ほう告こくして、色々考えなければならない。


　けれど、それで、バーチに何の得とくがあるというんだ？


　バーチは足を止め、振ふり返るとマルタを見て微笑んだ。


　どこか優やさしく緩ゆるむ青い瞳ひとみ。


「私は教室の生徒達が大だい嫌きらいでな。彼らに対する嫌いやがらせと、君へのエールのつもりだ。見送りはいい。さよなら、マルタ・サギー。そのペンは差さし上あげよう。どうせ安やす物ものだ」


「あ、うん……」


　曖あい昧まいに言って、マルタは玄げん関かんの扉とびらが閉しまる音を遠く聞いた。あの格かつ好こうで歩いたらさぞかし目立つんだろうに。公道に出るには客間の窓の外を通らなければいけない。見るともなく見ていたが、おばあさんが一人通っただけで、あとは誰だれも通らなかったから、あのおばあさんがバーチの変へん装そうだったのか、とマルタは思った。


　ドクトル・フィランシェ教室。


　出来れば、その生徒達が洒しや落れを解かいして、今回のようなしんどい事件を起こさないといいと思った。


　それから食しよく堂どうに行って、王宮印の包みを開ける。


　中には弁当箱の様な物が入っていて蓋ふたを開けると甘あまい酢すの匂においが広がった。


　ニシンの酢漬づけ弁当。キュウリの酢漬けとタマネギに埋うもれるようにニシンはあって、別につけられたしっかりしたパンに挟はさんで食べるようだ。


　マルタはそうやって一人で食事をした。


　それから自分で傷の手て当あてをして、隣となりの家に行くと電話を借りてトーリアスに電話した。








　次の日には不ふ動どう産さん屋やがやってきて、クレイの家の全すべてのものを差さし押おさえた。窓まどにはテープが張はられ、玄関には「売うり家や、家か具ぐ付つき、優ゆう良りよう物ぶつ件けん」と看かん板ばんが掛かけられてノブには鎖くさりが巻かれた。


　その玄関ポーチの階段に、マルタはトーリアスと並ならんで座すわった。


「まさか、クレイがな」


　トーリアスが、昨日から何回も言った言葉を口にする。


「僕もそう思う」


　昨日きのうから何回返したか分からない言葉。我ながら付き合いがいいが、他ほかになんと言いようもない。


「……付き合い長かったんだぞ。趣しゆ味みは合わないが気が合ってな……」


　この言葉も何回も聞いた。


「……悪わるい、繰くり言ごとだ」


「いいよ。聞くくらいならするから」


　膝ひざを抱かかえ、その膝に顎あごを乗せてマルタは言う。


　自分だってショックだった。トーリアスなら尚なお更さらだろう。そして多た分ぶん、この感かんじはあの事件に立ち合ったお互たがいでしか分け合えない。


「……いつからだったんだろうなぁ」


　ぼそりとマルタは言う。


「……あいつの父親が、高校の時に、破は産さんして。家いえ屋や敷しき何もかもなくなったことがある。あんまり詳くわしくは聞けなかったけど。多分、あれが……」


　トーリアスは言って溜息を吐く。


　簞たん笥すみたいな身体からだが小さく見える。


「でも、いつか、また会うよ」


　マルタはポーチに蟻ありの列が歩いているのを見つめながら言う。


「ドクトル・フィランシェ教室の生徒は、犯罪を犯おかす。……クレイも多分そうだ。これからだ」


　ましてやクレイは殺人犯だ。


　霧きりの中、医い学がく生せいのナイフが命を奪うばい、肉を奪った。


　そんなことをしていた人間。


　パンケーキを焼やくのが上う手まくて、紅茶を淹いれるのが上手いくせに。


　トーリアスみたいないい奴やつと友達だったくせに。


「捕つかまえて、文もん句く言ってやろうぜ」


　マルタは立ち上がり、尻しりに付いた土つち埃ぼこりを払はらって言った。


「で、僕はどこに行ったらいいんだ？　今こん夜やからどこで寝ねようか。自分で探すべきかい？」


　言うマルタに、トーリアスも同じように立ち上がり尻をはたいて帽ぼう子しを直し、公道へと歩き出した。


「気に入るかわからんが、目め星ぼしはつけてある。言っとくが、家や賃ちんはお前払いだ。仕事はちゃんと斡あつ旋せんするから」


　トーリアスはそう言い。マルタは名探偵のカードが詰つまったアーバーズの紙かみ袋ぶくろを手に、その後あとを付いて行った。


「トーリアス、待まてよ足が痛い」


「ああ、悪い」


　言って、トーリアスはマルタに合わせて歩き出した。


　その様よう子すを向かいの家の窓から、男が二人見ていた。


　カーテンの陰かげから、トーリアスとマルタに見つからないようにしながら。


「……あれが？」


　影に身を沈しずめた男が言う。


「はい。マルタ・サギーとフレッド・トーリアスです」


　答えたのは、薄うすい鳶とび色いろの目と栗色の髪の、眼鏡めがねをかけた男。クレイフル・ソーマンソーだった。


「それと、ドクトル・バーチ。この三人が、貴方あなたと私の最さい大だいの障しよう害がいになるでしょう」


「トーリアスとバーチは分わからんでもないがな。あの少年はどうだろう。……ああ、気を悪くするな。お前の見み立たてを疑うたがう訳ではない」


　声は深く低く、穏おだやかで、落ち着いている。自分に絶ぜつ対たいの自じ信しんがあり、そして周しゆう囲いにそれを疑うものが誰もいない。そんな人間だけが出せる声だ。


「マルタ・サギーはカード使いです。眠ねむっている間あいだに改めましたがカードは名探偵、一種類だけです。指し定ていカードですのでそのままにしておきましたが。……名探偵というのは新しいカードですかね。私は聞いたことがないのです」


「……カードの種類は多おおいが、私も知らないな。しかし、デッキも持っていないカード使いというのは考えられないが……」


「私がカード使いを知っていると、知られる訳にはいきませんからね。問いただすこともしませんでしたが」


「いい、ご苦く労ろうだったな、クレイフル。スレイリードラゴン覚かく醒せい計けい画かくは」


　男は言葉を切りくすりと嗤わらう。窓まど際ぎわのテーブルの上には今日の新聞が載のっていて、その一いち面めんを飾かざっているのはスレイリードラゴン見つからず、という見出しだ。


「……お前の導みちびき通どおり見み事ごと失しつ敗ぱい、目め障ざわりだった馬ば鹿か一いつ派ぱも全ぜん員いん監かん獄ごく行いきという素す晴ばらしい結けつ果かだ。……当とう局きよくと王宮は、公こう表ひようしないことに決めたようだがな」


「当然でしょう。スレイリードラゴンは飛とび去さり、予言は行われないのだから、わざわざ醜しゆう聞ぶんを公こう開かいすることもない。……それより、私の関かん心しんはただ一つ、賢けん者じやの石です」


　クレイは闇やみの中の男を見つめ、笑った。


「……貴方の胸むな元もとに、それはきっと良くお似に合あいになるでしょう」


「ありがとう、クレイフル」


　男は満まん足ぞくそうに答えた。


　当たり前のことを当たり前に言われた人間の満まん足ぞくさをもって。そして呟つぶやく。


「マルタ・サギーか。まぁ、邪じや魔まになったらクレイフル、消けしてくれ」


「はい、わかりました。そのように致いたします」


　クレイは淡たん々たんと、当たり前のように答えた。








　一階がバー付つき雑ざつ貨か屋や。デリもある。公道沿ぞいで少しうるさい。三階建て、石造り。


「ぼろいな！」


「安いぞ」


　言うとトーリアスはポケットから鍵かぎを出して指に輪の部分を引っかけて、回しながら階かい段だんを上っていく。


「二階は床ゆかが抜ぬけててな歩けるもんじゃない。三階も似にたようなもんだが、一部屋だけ使える。大おお家やは修しゆう繕ぜんを面めん倒どうくさがって何もしないが、売るのもまた面倒くさいそうだ」


「……そんな面倒くさがってていいのか」


　マルタは階段を上りながら、自分に言う権けん利りのない言葉を呟いた。


「一階が雑貨屋で便べん利りだし、考えようによっちゃぁ、このビル全部お前のもんだ」


「……掃そう除じとかビル一個分か」


　考えてげっそりとする。


「使うところだけすればいい。言っておくが、これだけ治ち安あんのいいところでこの値ね段だんは他にないぞ。しかも広いし」


　三階に上がってみればそこには一枚だけ真ま新あたらしいドアがあった。


　磨みがかれた木のドアには磨すりガラスの窓が塡はまっていて、彫ちよう金きんの流りゆう麗れいな飾かざり文字で書いてある。


『マルタ・サギー名めい探たん偵てい事務所』。


「……僕まだ借りるって言ってないぞ」


「……大家がガラス屋なんだよ。もし入れるならどうする？　って聞かれたんで答えちまった。まさかこう来るとは……」


　すまん、と謝あやまられればマルタは溜ため息いきを吐ついて言うしかない。


「いいよ。とりあえず中見せて？」


　ハンチングを被かぶり直し、中に入ると窓は開け放たれていた。


「……大家め。三階だからいいようなものの、不用心だ」


　トーリアスはそう愚ぐ痴ちるが、マルタは霧きりの白い光が部屋の中に満ちていて嬉うれしかった。


　大型の家具は、古く、少しかけていたりはしているものの一いち応おう揃そろっていた。部へ屋やも五つあるし、台だい所どころも水も出るしガスも点つく。


　なんだかマルタはわくわくした。そして、窓の外の風ふう景けいを見る。


　そこは、オスタスだった。


　当たり前のことではあるが、オスタスらしい場所だった。


　石造りの街、煉れん瓦がの建たて物もの、そう遠とおくなくユリル河がわ。公道には馬車と蒸じよう気き自動車が行いき交かい、街がい路ろ樹じゆは緑。人ひと々びとは草くさ花ばなを好このんで植うえ、幻げん想そうの生き物たちは道を行き交う。


　そして、霧の向こうに、王宮。


「トーリアス。僕ここに住むよ」


「あ、そう」


　トーリアスは気が抜ぬけるような返事をした。


「なんだよその返へん事じ」


　苦にがく返す言葉に、トーリアスは笑う。


「お前向きだと思ってたから」


　マルタは何な故ぜか少し照てれる。


「……そうかい」


　言って、霧の街を見下ろす。


「だって、もう看かん板ばんが掛かかってるんだもの、仕し方かたがないじゃないか」


　マルタは言い訳のようにそう言った。








　その日の夜。


　静かな夜。


　オスタスから遠とおく離はなれたある岩いわ山やまに、女王の羽は音おとが響ひびき渡わたる。


　月光の元深く澄すんだ大たい気きの中、女王の気け配はいに虫すら鳴かない。


「スレイリー」


　遠く、ギザギザの紙かみ細ざい工くのように針しん葉よう樹じゆの林が取り巻いているのが見えた。それは影かげとなっていて黒く、薄うす青あおい夜空に映はえる。


「……これは、わざわざのお越こし」


「嫌いやみを言わないでちょうだい」


　大岩を挟はさんで、二人は会話をする。


「謝しや罪ざいしにまいりましたの」


「いや、いい。かえって俺おれは、予よ言げんをしなくてすんでほっとしてる。予言なんかするものじゃないよ」


　静かに言われる言葉は深く、苦かった。


「あんたんとこの議ぎ会かいには悪かったが、絆ほだされるものじゃないな。やはり。俺はもう少しおくに住すむよ」


「……寂さびしいわ、スレイリー」


「百年後にまた会えばいいさ。俺は行くよ」


　動く気け配はいがして、夜の空気が僅わずかに揺ゆれる。


「ああそうだ。せっかく来てくれたんだ、予言を一つしてやるよ。これは、多た分ぶん外はずれない」


　スレイリードラゴンの微笑ほほえんだ声。


「あの、マルタとかいう少年。彼は、いつかオスタスを救すくうだろうよ。血ちと泥どろにまみれて、泣なきながら走り回って、な。……せいぜい目をかけてやるんだな」


　スレイリードラゴンはゆっくりと巣す穴あなに戻もどり、その気配を確かく認にんしてから、女王は翼つばさを広げて静かに夜へと飛び立った。


　やがて誰もいなくなった岩山に、虫の鳴なき声が戻もどり、緩ゆるく夜風が吹ふき始めた。






　あとがき







　富士見ミステリー文庫読者の皆みな様さまこんにちは。そして新しん装そう刊かんおめでとうございます。


　いつもの方にもこんにちは。野の梨り原はら花か南なんでございます。


『マルタ・サギーは探偵ですか？』お届とどけ致いたします。








　このシリーズは、長ちよう編へん第一作のこの本より先に短編が三本、雑誌『ファンタジアバトルロイヤル』に載のっています。


　そちらではマルタに優ゆう秀しゆうな助じよ手しゆが現あらわれて、マルタは楽らくをしています。助手は苦労しています。


　その時にはマルタの事務所にはがらくたが溢あふれかえっているので、一いち応おう暮くらせてはいるようです。


　が、いろいろ書いてみないと分からない謎なぞもあり、どうつながるか私わたし自じ身しんも楽しみです。


　短編でマルタが着てるだぼだほの上着はどーしたとか。


　どういう経けい過かでバーチがマルタにメロメロになったのかとか。


　一階の雑ざつ貨か屋やのデリ部コックのヘンリーとマルタはどうしてあんなに仲なかが悪いのかとか。


　アウレカはどうなったのかとか。


　これからも書かせて頂いただけるようですので、機き会かいがあれば読んで頂けると嬉うれしいです。


　しかしカワイコちゃんが全ぜん然ぜん出なくてパンチラとかなくて、いいのかこんなんで。


　そのうちパンチラ要よう員いんを出しましょう。なにより私がつまりません。


　マルタが全ぜん裸らでもしょうがないもんなぁ。








　挿さし絵えのすみ兵様、お忙いそがしい中素す敵てきな絵をありがとうございます。


　担当Ｋ様、色々ありがとうございました。


　そして読んで下さった皆様、万まん一いちマルタ・サギーをお気きに召めされましたら、どうかこれからもよろしくお願い致します。










二千三年秋　　野梨原花南





マルタ・サギーは探たん偵ていですか？





野の梨り原はら花か南なん
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